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○ 事業ィ画の㔜点事㡯 

 

今年度は、1年㛫の更新を経て更に 10年㛫の指定管理を受クした「港区立㞀害保健福祉センターの

各種事業」に加え、南㯞布に㛤タされる「港区立児童発㐩支援センター」を受クしており、これまで

の実績を㋃まえ地域に根ざした新たな事業を㛤始する。移㌿改築に着工した「友愛Ⲯ」は、来春の㛤

タまで 1年となり、人材確保を始め様々な準備に㗦意取り組む。いずれも法人が一丸となり、㧗㱋・

㞀害・児童の各㒊㛛において、ゼ問・㏻所・入居の各形態での相ㄯ支援、就労支援、生活介ㆤ等の各

事業が改めて㐃携を強化してこれに臨む。特に友愛Ⲯの移㌿㛤タでは、同じ特別㣴ㆤ老人ホームであ

る砧ホームとの人事交流等を図り相互のこれまでの成果を活かし、それぞれの地域福祉発展に向けた

協働を強化する。 

また、オリンピック・パラリンピック大会が56年ぶりに東京で㛤催されることから各地域でその機

㐠が㧗まっており、特にパラリンピックにおいては、法人がどのような活動を地域社会から期待され

ているかをぢ極めて㐺切な対応に努める。㔜度㞀害者が競う「ボッチャ」は本㒊を置く世田㇂区にお

いても積極的な普及活動が展㛤されており、例えば各事業所においても可能な㝈りボッチャの楽しさ

を地域住民とともに体㦂する機会をつくり、いわゆる共生社会実現への啓発活動に寄与する。併せて、

様々な交㏻つ制等が想定される中、利用者や職員の安全確保についても十分な㓄慮を⾜う。 

 

 

㸯 本年度の㔜点事㡯 

㸦㸯㸧安定的㈈源基盤の確立 

「㈈源基盤の確立及び中㛗期ィ画の策定検ウ委員会」では、平成 28年3月の報告書に沿って前

期 3 年㛫㸦平成 28㹼30 年度㸧の実績をホ価した結果、目標値を大きく下回る収支差㢠となり、

当時の目標タ定自体に疑問を呈することとなった。後期 3年㛫㸦令和元㹼3年度㸧のィ画のぢ直

しでは、福祉人材の急激な減少等により事業つ模の拡張等は現実的ではないと判断し、友愛Ⲯを

㝖きほぼぢ㏦ることとした。今年度は同委員㛗の推奨するバランススコアカード㸦経営管理手法㸧

を活用し、社会情勢の変化や地域のニーズに㎿㏿に対応できる組織㐠営を推㐍し、引き続き全事

業の収支改善を図る。 

㸦㸰㸧各施タの建替えィ画の具体化 

   世田㇂施タでは老朽化したタ備が様々な支㞀をきたしているが、㈈政が厳しいため引き続き応

急的な処置を継続するとともに、施タの将来構想を検ウする。なお、耐㟈強度60㸣とホ価された

旧世田㇂更生㤋の取壊しとその後の建替えについては、本㤋・別㤋の大つ模修繕と併せて方向性

をぢ出す必せがあり、敷地内の区㐨の処理とともにィ画を具体化する。 

   なお、移㌿改築に着工した友愛Ⲯは、内や備品タ備の㑅考等において現場のワークショップ

を経て新施タのブランディングを図る。この取り組みに法人全体が㛵われるよう情報共有と㐃携

を更に強化する。 

また、築 55年を㏄える東京聴ぬ㞀害者支援センターは、引き続き東京㒔の担当㒊署と移㌿改築

に向け協㆟を推㐍する。 

㸦㸱㸧地域における公益的活動の推㐍 

公益的活動の「ぢえる化」については、法人本㒊を置く世田㇂区では社会福祉協㆟会が事務局

となる「地域公益活動協㆟会」において引き続き法人として積極的な㐃携を図る。今年度は同協

㆟会の砧地域の活動として、㏆㞄の社会福祉法人が協力して「居住支援事業」に着手する。 
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㸦㸲㸧人材確保と人材育成 

   引き続き、法人内全事業をぢ据えた優秀な人材の確保・定着・育成に向けた取り組みを推㐍す

るとともに、そのための体制の充実を図る。特に㸯年後の「友愛Ⲯ移㌿改築㸦増床㸧」において

は、人材の確保が極めて大きなㄢ㢟である。前㏙した新施タのブランディングに向けた活動では、

同じ特別㣴ㆤ老人ホームである砧ホームとの㐃携を中心に、今後法人全体の人材確保策として有

効な活用を図る。 

   また、18年㛫継続してきた ISO9001ㄆドについては様々なㄢ㢟が山積しており、㐺切なぢ直し

を図る。特に、このマネジメントシステムの活用について職員㛫の理ゎの差が大きいことがㄢ㢟

であり、改めて施タ㛗始め新任を含めた職員に対し学習の機会を確保する。もって人材の定着と

育成の強化を図る。 

㸦㸳㸧各事業の主なィ画㸦タ備の更新改修等を含む㸧 

① 世田㇂施タ 

「旧世田㇂更生㤋の取壊しとその後の建替え、その敷地内にある区㐨の㈈産処分」及び、

これに伴う「本㤋・別㤋の大つ模修繕」について、㛗期ィ画を策定する。 

② 世田㇂更生㤋 

     本年度は、利用者支援の更なる充実を目標に、業務分掌のぢ直しや事務業務の ICT化によ 

る業務削減を㐍め、職員が「働きやすさ」と「やりがい」を感じて業務にあたることができ

るように、「働きがい」のある職場環境整備を目指す。 

就労移⾜支援事業では、就職者 2名以上、就労継続支援㹀型事業では、年㛫平均月給で前

年度以上の工㈤支給を目標とするほか、安定的な経営を目指し、新つ利用者の受入れをィ画

的に㐍め、対定員利用率70㸣以上を実現する。 

  ③ 友愛園 

     㔜度の利用者受入に伴い居室スペースを拡張し、介ㆤ用ベッドを㓄置するために、前年度

に引き続き定員を40名に減員する。 

④  東京聴ぬ㞀害者支援センター 

  今年度は東京㒔の事業更新審査を控えている。今後 5 年㛫の事業内容を東京㒔に提示していく

為、建替え予定地やタ備等のハード㠃はもちろん、サービス内容についてもセンターおよび法人

内㒊で協㆟を㐍めていく。 
⑤ コーポ友愛 

     㧗㱋となった入居者に対し家族及び㛵係機㛵と㐃携を図り、㐺切なタイミングで介ㆤ保㝤

㐺用施タへの移⾜を㐍めていけるようㄪ整を図り、新つ利用希望に応えられるよう努めてい

く。経年により備品㢮の消耗も激しいため、ィ画的に入替を推㐍することで入居者にとって

利用しやすい環境を提供し、㏻年入居率90%以上の継続を目標とする。 

 ⑥ 友愛デイサービスセンター 

    生活介ㆤ事業は、利用者の契約ゎ㝖に伴い登㘓者が 15名と㏆年最少となった。㛵係機㛵へ

の営業活動を実施しているものの、新つ利用者を確保できず経営的に厳しい状況にある。タ

備が狭㝼であることが㞴点となり、利用を断られることも多いが、サービスの㉁の㧗さと医

療的ケアの提供を強みに営業活動を継続する。 

短期入所事業は、昨年より委ク業者を変更しサービス提供体制を再構した結果、利用率と

㢳客満㊊度が大幅に向上した。現在、入浴サービスは浴室の狭㝼なスペースによりシャワー

浴となっているが、更なるサービスの向上のため、機械浴槽の㉎入を検ウする。 

 ⑦ 友愛ホーム 
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     前年度に続き、職員全員が有給休暇10日以上の取得及び職員の意ぢが反映される働きやす

い職場作りを推㐍していく。また、今年度は、大つ模災害を想定した㹀㹁㹎による実地カ練

を⾜いㄢ㢟の抽出、改善活動につなげていく。利用者サービスでは、個別支援ィ画をぢ直す

定例会㆟を年㸰回から年1回とし、㝶時検ウを確実に⾜っていく仕組みに再構築する。また、

ゼ問デ療導入により業務の効率化を図りサービスの㉁の向上に努める。 

⑧ 友愛Ⲯ 

  移㌿改築については、8月に東京㒔の内示があり正式に決定した。その後、9月の

理事会を経て 11月に一⯡競争入札及び工事ㄳ㈇契約を締結し、12月に地㙠祭を⾜い

工事着工となった。土地についても 11 月に地主様と一⯡定期借地権タ定契約を締結

した。1月から実㉁的な工事が始まり、総合定例打合せで工事㐍捗状況の確ㄆを⾜っ

ている。 

建物のハード㠃と並⾜して施タ㐠営のソフト㠃もプロジェクトチームを発㊊させ、

砧ホームとも㐃携し情報を共有しながら新しい友愛Ⲯの施タづくりに取り組んでい

く。 

⑨ 砧ホーム 

    本年度は、友愛Ⲯの建て替え増床ィ画に対し、組織マネジメントに優れた職員の異動を含

め一丸となって㐃携すると共に、自施タにおいては持続可能な施タ㐠営を目指す。 

  ⑩ 砧デイサービスセンター 

     安定的な経営を維持向上させていくために、本年度も平均せ介ㆤ利用者数 38名/日を目指

し、利用者にとって㨩力的なサービスを提供していく。また、現在保有している 5台の㏦㏄

㌴の劣化がⴭしい状況であるため、リースもど㔝に入れて、㡰次㏦㏄㌴の入れ替えを㐍める。 

⑪ 港区立㞀害保健福祉センター 地域活動支援センター 

     令和2年度中に地域生活支援拠点としてコーディネーター事業を㛤始する。また、これま

で港区が実施していた「㞀害者を支援する人のための研修」及び「㧗次脳機能㞀害理ゎ促㐍

事業」を委クされる。機能カ練は㔜」カ練が廃止され、自立カ練の拡充と㧗次脳機能㞀害と

学㱋期カ練に注力する。入浴㒊㛛は利用者から㧗いホ価を得ている季節感ある入浴環境を今

年度も継続する。 

⑫ 工房アミ 

令和 2年 3月㛤所の区内入所施タに移る利用者が20人弱いることから、利用者状況が大き

く変わるとともに、秋にはセンター内での事業所移㌿もあり、利用者の生活環境や職員にと

っての就労環境も大きく変わる。そのような中、スーパーヴァイザーを招き、専㛛的な助 㺃ゝ

指導を受けながら、活動内容の刷新、職員のスキルアップ、サービス品㉁の向上を目指し取

り組んでいく。 

⑬ みなとワークアクティ 

令和 2年後期から新たに㐠営する㞀害保健福祉センター1㝵の㣧㣗店の業務が㔜せㄢ㢟で

ある。前期には新たに導入される厨房機器の操作方法の習得、業務の役割分担、サービスマ

ナーなど準備を㐍めていく。 

⑭ レスパイト 

これまで⾜ってきたレスパイト事業は終了し、今年度から短期入所事業と日中一時支援事

業を展㛤する。短期入所事業は、総合支援法の指定基準に基づき㐠営を⾜う。 

⑮ 港区立児童発㐩支援センター 
児童発㐩支援センターでは、児童発㐩支援事業、放ㄢ後等デイサービス事業、保育所等ゼ

問支援事業、居宅ゼ問型児童発㐩支援事業、㞀害児相ㄯ支援事業、ィ画相ㄯ支援事業、総合
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相ㄯ㸦専㛛職による個別指導と乳児のグループ指導㸧を⾜う。職員が大幅に増加するため、

安心安全な事業実施が㐍められるようにする。また新つ事業においては特に学校や幼稚園、

保育園との㛵係機㛵との㐃携が㔜せとなるため、これまでの経㦂を活かし更に構築していく。  

  ⑯ 砧地域包括支援センター㸦砧あんしんすこやかセンター㸧 

地域ケア会㆟を㛤催し、抽出した地域ㄢ㢟に取り組む。また、対㇟を㧗㱋者に㝈定しない

包括的なぢ守り体制の構築を目指して、住民や㛵係機㛵との㐃携を推㐍する。 

⑰ 第一作業所㸦友愛書房㸧 

     新つ㢳客の把握と確保を維持するために、宣伝等の工夫を考え売上につなげる。 

  ⑱ 砧介ㆤ保㝤サービス 

     本年度は、新人職員の職務習得、事業㐠営の安定を目指すことを最優先とし、ケアマネジ

ャー1人あたり39件の契約件数を維持することを目指す。 

 

㸰 方㔪及び目標 

㸦㸯㸧法人理念 

第二代総 故寬仁ぶ王殿下から繰り㏉しご指導㈷わった「福祉は『自立』と『共に生きる』に

つきる」のおゝⴥから㡬戴した『共に生きる』を基本理念とし、理念を実現するための職員の⾜

動原理として、「感じる」「創る」「つながる」を段㝵的な取組み方㔪とした。これに基づく本年

度の㔜点目標を(2)㡯の⾲に示す。各事業所はこの目標に基づき、さらに具体的な目標をタ定し

て事業を展㛤する。 
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㸦㸰㸧目標管理 

区分 
方㔪 

㹌㹭 
方 㔪 内 容 対 ㇟ 

目  標 

管理㡯目 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸿㸯 安定的㈈源基盤の確立 

法人本㒊 

全 事 業 

事業収支差㢠改善の対策 対前年比プラス 

㸿㸰 
各施タの建替えィ画の

具体化 

世田㇂施タ内の施タの整備ィ画と敷

地内にある区㐨の処分ィ画の策定 

友愛Ⲯの移㌿改築事業の推㐍 

東京聴ぬ㞀害者支援センターの移㌿

改築ィ画の検ウ 

方㔪及び施工スケ

ジュールの具体化 

㹀 

品㉁ 
㹀㸯 

地域における公益的 

活動の推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 
公益活動の具体化 活動実㊶ 

㹁 

人材 

育成 

㹁㸯 
ィ画的な人材確保・人材

育成の実施 

法人本㒊 

全 事 業 

法人のブランディング化活動 

ISO9001学習機会の確保 
㡰次実㊶ 

 

㸱 法人の会㆟㛤催ィ画 

  本年度における当法人の会㆟㛤催ィ画は、次のとおりである。 

名  称 目  的 㛤催㢖度 主催者 

理 事 会 

ホ ㆟ 員 会 

法人の経営上の㔜せ事㡯に㛵する審㆟㆟決を⾜い、業務執⾜

の基本方㔪を決定する。 

年㸱回 

年㸰回 
理 事 㛗 

経 営 会 ㆟ 
法人の経営上の㔜せ事㡯に㛵するㄢ㢟別作業委員会を発㊊

し、その報告を基に業務執⾜の基本方㔪を審㆟する。 
毎 月 理 事 㛗 

経 営 委 員 会 同  上 㐺 時 常務理事 

全 施 タ 㛗 会 ㆟ 

法人各施タの㐠営に㛵する㔜せ事㡯の審㆟と各施タ㛫の情報

交換及び㐃絡ㄪ整並びに ISO 9001:2008せ求事㡯の「マネジ

メントレビュー」       㸦世田㇂施タは別㏵㛤催㸧 

毎 月 

㸦毎㐌㸧 
総務㒊㛗 

㹋㹑(㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㺚㺛㺡㺯) 

検 ウ 委 員 会 
業務の標準化に㛵するィ画立案と推㐍 年㸴回 委 員 㛗 

教 育 委 員 会 職員教育に㛵するィ画立案と推㐍 年㸴回 委 員 㛗 

ⱞ情ゎ決委員会 
各施タが提供する福祉サービスに係る利用者等からのⱞ情の

円満ゎ決を図る 
㐺  時 

ⱞ情ゎ決 

㈐ 任 者 

⾨ 生 委 員 会 

(従業員 50名以上必置) 

⾨生に㛵する事㡯の審㆟と推㐍㸦本㒊世田㇂施タ・港㺜㺻㺞㺎・

友愛Ⲯ、聴ぬセンターは安全⾨生委員会として㛤催㸧 
毎 月 委 員 㛗 

安 全 委 員 会 
安全に㛵する事㡯の審㆟と推㐍㸦本㒊世田㇂施タ・港㺜㺻㺞㺎・

友愛Ⲯ㸧 
年㸴回 委 員 㛗 

男女共同参画委員会 男女共同参画に㛵するィ画立案と推㐍 年㸴回 委 員 㛗 
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㸲 㜵災カ練ィ画 

月 
世田㇂施タ 東京聴ぬ㞀害者支援センター 友 愛 Ⲯ 港区立㞀害保健福祉センター 

時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 

㸲 昼㛫 友愛デイ 昼㛫 㜵災センター体㦂 昼㛫 
消㜵タ備・㑊㞴

㊰確ㄆ 
昼㛫 (消㜵タ備、㑊㞴㊰確ㄆ) 

㸳 夜㛫 コーポ友愛 昼㛫 消火カ練〈中庭〉 昼㛫 㸯㝵洗濯室 昼㛫 (各事業所での㑊㞴カ練) 

㸴 昼㛫 友愛園 夜㛫 㹀棟㸰㝵居室 夜㛫 合同㜵災カ練 昼㛫 パオ 2㝵 

㸵 昼㛫 砧デイ 昼㛫 ㅮヰ・㜵災ビデオ 昼㛫 㸰㝵居室 昼㛫 機能カ練室 5㝵 

㸶 夜㛫 友愛ホーム 昼㛫 㹀棟㸰㝵喫煙室 昼㛫 㸱㝵居室 昼㛫 アミ 1㝵 

㸷 昼㛫 
砧ホーム 
(砧町合同カ練) 

昼㛫 㹀棟㸰㝵ボイラー 昼㛫 備品確ㄆ 昼㛫 アクティ 3㝵 

10 夜㛫 友愛デイ 昼㛫 
㑊㞴ㄏ導・㜵ㆤ安

全・応急救ㆤ 
昼㛫 

㠀常㣗・㉳㟈㌴
カ練 

  

11 昼㛫 コーポ友愛 昼㛫 合同㜵災カ練 夜㛫 地㟈 昼㛫 
会㆟室等 㸵㝵   
㸦総合合同カ練㸧 

12 夜㛫 友愛園 夜㛫 㸿棟㸱㝵居室 夜㛫 
消㜵タ備・㑊㞴

経㊰確ㄆ 
昼㛫 㤋内工事によりカ練中止 

㸯 昼㛫 更生㤋 昼㛫 ㅮ習〈図上カ練〉 昼㛫 㸿㹃㹂ㅮ習 夜㛫 レスパイト 8㝵 

㸰 夜㛫 砧ホーム 昼㛫 㹀棟㸰㝵娯楽室 夜㛫 
㑊㞴㊰・停㟁時

カ練 
  

㸱 昼㛫 友愛ホーム 昼㛫 地区㜵災カ練参加 昼㛫 
立ち㏥き㑊㞴

準備 
昼㛫 参㞟カ練㸦中止㸧 

世田㇂施タは成城消㜵署、東京聴ぬ㞀害者支援センターは志村消㜵署、友愛Ⲯは町田消㜵署、港区立㞀害保健

福祉センターはⰪ消㜵署の協力を得て実施する。なお、世田㇂施タは9月に砧町町会と、東京聴ぬ㞀害者支援セ

ンターは11月に志村城山町会と、友愛Ⲯは6月に図師町内会・町田福祉園と合同での㜵災カ練を実施する。 

世田㇂施タの自⾨消㜵㝲は、9月に成城消㜵署が実施する「自⾨消㜵カ練効果確ㄆ審査会」に参加予定である。

港区立㞀害保健福祉センターは年㛫予定に加え施タ毎の㜵災カ練をィ画的に実施する。 

 

㸳 教育ィ画 

 本年度は、教育委員会が下⾲のとおり実施する。 

分 㢮 内  容 予 定 

㝵 層 別 教 育 

新入職員オリエンテーション     㸶時㛫×㸯日 

初任者ベーシック研修        㸶時㛫×㸯日 

初任者研修             㸶時㛫×㸯日 

チームリーダー研修         㸶時㛫×㸯日 

4月 2日 

6月 

1月 

11月 

テーマ別研修 
㝵層縦断的に職員が参加し、一つのテーマについて理ゎを深

める。 

10月 

事例(研究)発⾲研修 
業務改善事例や研究成果の発⾲を㏻じて、職員の専㛛技⾡や

業務改善・改㠉に向けた㈨㉁の向上を図る。 

法人創立グ念⾜事日

9/25㛤催 
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第㸯 法 人 本 㒊 

 

㸯 前年度総括 

㸦㸯㸧㞀害者支援普及事業 

① 令和元年 9月29日、第 44回合同㐠動会を世田㇂区総合㐠動場体育㤋で㛤催した。初のヨみと

して合同㐠動会の㨩力を伝えることを目的に、映画監督・映像クリエーター㕥木研一㑻氏の協力

によりグ㘓用の映像を撮影した。総瑶子女王殿下が実⾜委員㛗としてご臨席になり、大変楽し

いひとときを会場全体が共有した。参加団体及び来㈱等の合ィは 451名であった。 

② 令和元年 12月 1日、公益社団法人日本ボウリング場協会主催の第53回宮様チャリティボウリ

ング大会及び第43回㌟体㞀害者ボウリング大会が、品川プリンスホテルボウリング場で㛤催され

た。総瑶子女王殿下のご臨席を㈷わるとともに、当法人は協力団体として、大会㢳問のⵦ原基

㐨会㛗兼理事㛗はじめ、㛵係職員が参加した。㞀害者の㒊は 114名が参加し当法人からは施タ利

用者が㑅手として23名参加した。 

 ③ 機㛵紙「ゆうあい」第 49号を令和元年7月 31日に、第50号を令和 2年1月 1日に発⾜し、㞀

害者支援普及の各種事業を広報した。 

㸦㸰㸧  地域との協力㛵係の推㐍 

 ① 世田㇂㛵係 

  ア 法人及び後援会が「盆㋀り大会」と「友愛ふれあい祭り」を砧町町会・地元商店会の協㈶で

㛤催し、多数の地域住民と利用者家族等が参加した。併せて、地域で㛤催された各種イベン

トに、職員有志が積極的に参加し出店や準備作業等の協力に努めた。なお、平成27年度より

法人本㒊事務局の企画㒊㛗が地元の砧町町会の理事を務めており、今年度も様々な活動に参

画し更なる㐃携の強化を図る。 

イ 消㜵ィ画及び地域との相互㜵災活動協定に基づき成城消㜵署の指導の下、砧町町会との合同     

㜵災カ練を実施した。また、砧町自治会、大ⶶ住宅自治会がそれぞれ㛤催した㜵災カ練や、山

㔝小学校での㑊㞴所㛤タカ練等では、砧あんしんすこやかセンターを中心に積極的な㐃携に努

めた。なお、平成27年 10月に 1名、令和元年8月に1名の職員が地元の成城消㜵団第 5分団

3㒊に入団しており、今年度も様々な㜵災活動に参画し更なる㐃携を強化する。 

② 世田㇂以外の施タ 

  ア 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

恒例となった「盆㋀り大会」「㣰つき大会」の地域交流を実施したほか、「区民合同㜵災カ

練」に参加した。また町会主催⾜事に参加し、利用者と地域住民との交流、㐃携を図った。 

区内在宅在勤者を対㇟とした「手ヰㅮ習会」㸦入㛛ㄢ程・平成 31年度第42期)を㛤催し、

受ㅮ者 46名のうち36名が修了した。 

イ 友愛Ⲯ 

㏆㞄で不審者情報が相次いでいるため、今年度から新たに図師小学校PTAと㐃携し、「こ

ども110番」に登㘓し、登下校中の児童が助けを求められる拠点とした。例年㏻り「盆㋀り

大会」、「ゆうあい広場」を㛤催し、地域の方と利用者の交流を図った。 
また、おⰼぢ地域交流会では、満㛤の桜の下で日㡭お世ヰになっているボランティアの皆

さんに感ㅰの気持ちを伝えるとともに交流を深めることができた。 
ウ 港区立㞀害保健福祉センター 

例年どおり「ヒューマンぷらざまつり」「㞀害者㐌㛫グ念式典」に工房アミ、みなとワーク



 8 

アクティの利用者が出展・参加した。また、地域活動支援センターはボッチャ大会の㛤催㸦年

3 回㸧とブラインドサッカー体㦂ㅮ習を実施した。また、地域の㔠杉町会の祭りに職員有志

が参加して神㍿を担ぎ、地域住民の方々と㛵係作りができた。 

 

㸰 㞀害者支援普及事業 

 本年度は、次のとおり㞀害者支援普及事業を実施する。 

㸦㸯㸧第 45回合同㐠動会の㛤催 

  ① 目 的 合同㐠動会は、「㌟体に㞀害がある人もない人もお年よりも一緒に秋の一日を楽しく

㐣ごそう」をモットーに、世田㇂区総合㐠動場体育㤋で㛤催する。 

②  期 日 令和2年 11月 15日㸦日㸧 

③ 会 場 世田㇂区総合㐠動場体育㤋㸦世田㇂区大ⶶ㸧  

 ④ 主 催 合同㐠動会実⾜委員会㸦委員㛗 瑶子女王殿下㸧 

            参加団体㸦予定㸧 

        友愛十字会、ガールスカウト東京㒔第 61団・72団、ボーイスカウト世田㇂第10団、

世田㇂区㹇㹉㹉福祉協会、日本体育大学社会体育研究会、學習㝔大學應援團、慶應義

塾大学ライチウス会、、世田㇂区社会福祉協㆟会、柏・絆の会、皇宮㆙察本㒊皇宮㆙

察㡢楽㝲・皇宮㆙察学校、日本スポーツチャンバラ協会、ヴォイスアートプロジェク

トワイ、ジャパンスポーツコミュニケーションズ 

  ⑤ 後 援 世田㇂区㸦予定㸧 

  ⑥ 参加者 約650名㸦うち当法人からは、世田㇂の㸳施タ・㸰センターの利用者及び役職員が参

加予定㸧 

㸦㸰㸧第 54回宮様チャリティボウリング大会・第44回㞀害者ボウリング大会への協力 

   ① 目 的  㞀害者福祉への理ゎと支援を得るために㛤催するボウリング大会であり、本年度も

当法人は協力団体として参加する。大会から受ける基㔠は、当法人の施タ整備㈨㔠

として有意義に活用する。 

   ② 期 日   令和 2年 11月 29日㸦日㸧 

   ③ 会 場   品川プリンスホテルボウリングセンター㸦港区㧗㍯㸧 

   ④ 主 催   公益社団法人日本ボウリング場協会 

   ⑤ 協 力   社会福祉法人友愛十字会、公益社団法人日本プロボウリング協会 

  ⑥ 主 管  㛵東ボウリング場協会 

    ⑦ 参 加  北海㐨、東北、㛵東、東海、㛵す、四国、九州の各地区より予㑅を㏻㐣した330名、

団体推⸀及び㞀害者招待㸳名、㞀害者の㒊130名。   

㸦㸱㸧機㛵紙「ゆうあい」の発⾜ 

   本年度も、当法人の事業㹎㹐用機㛵紙「ゆうあい」を 2回発⾜する。 

 

㸱 地域社会との協力㛵係の推㐍 

本年度も法人の各施タが地域社会に理ゎされ、相互交流と㐃携を深めるため、次のとおり各種⾜

事を実施する。 

㸦㸯㸧世田㇂施タ 

   世田㇂施タ地域㐃携検ウ委員会の基で、以下の具体的なィ画立案を⾜う。 

① 盆㋀り大会 

  ア 目 的  友愛十字会の法人及び世田㇂施タの事業が地域に理ゎされ、施タ利用者や職員が地
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域住民との交流を深めるために、町会や商店会と共同で企画し、㛤催する。 

    イ 期 日   令和 2年 7月 16日㸦木㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会内庭 

    エ 主 催   友愛十字会、友愛十字会後援会 

    オ 協 ㈶   砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤ 

    カ 参加者   約 1,000名 

   ② 友愛ふれあい祭 

    ア 目 的   世田㇂施タで⾜っている㧗㱋者と㞀害者の支援活動の状況等を、地域住民や利用者

家族の方々にごぴいただき、相互理ゎと㐃携を深めることを目的として㛤催する。

砧町町会や地元商店会には模擬店などでご協力いただくとともに、地元三峯神社の

御㍿渡御のルートに平成 28 年度から組み入れられ、大変な㈰わいとなった。今年

度もさらに地域と一体となる企画㐠営を図る。 

    イ 期 日   令和 2年 10月 4日㸦日㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会敷地・施タ内及び地域各所 

    エ 主 催   友愛十字会・後援会 

    オ 協 ㈶   砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤ 

    カ 参加者   約 1,000名 

③ 年末感ㅰの㞟いの実施 

    ア 目 的   友愛十字会の主催で、後援会、ボランティア、クラブㅮ師、地域の方々をご招待し、

日㡭の支援と協力に対する感ㅰと、今後一層の協力をいただくことを目的に、「感

ㅰの㞟い」を実施する。 

    イ 期 日   令和 2年 12月 10日㸦木㸧 

    ウ 会 場   友愛十字会 友愛園㣗堂 

    エ 主 催   友愛十字会 

    オ 招待者   友愛十字会後援会、砧町町会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤、ボランティア、地域の方々等 

  ④ 地域との合同㜵災カ練 

火災や想定される㤳㒔圏直下型地㟈の災害に備え、地元の砧町町会と締結した「㠀常災害時

の相互協力活動申し合わせ」の有効活用を図るため、成城消㜵署の指導の下に、当法人・世田

㇂施タと砧町町会が合同で㜵災カ練を⾜う。  

 (2) 世田㇂施タ以外の施タ 

① 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

㸲月㹼㸱月・・・手ヰㅮ座 

手ヰに㛵心のある、地域の方を対㇟にした入㛛ㄢ程の手ヰㅮ習会を実施する。 

    㸵月・・・盆㋀り大会 

      ⾜事を㏻し、地域住民、団体との交流・ぶ睦及びセンター事業への理ゎと㛵心を㧗める。 

    11月・・・㜵災総合カ練 

       町会・消㜵署の協力を得て、地域住民との合同㜵災カ練を実施する。また、区主催の総

合㜵災カ練に参加し㐃携を密にする。 

    㸯月・・・㣰つき大会 

      板橋区聴ぬ㞀害者協会が主催する⾜事に協力し利用者との交流を図る。 

    その他、区主催㞀害者⾜事、㛵係施タ合同の⾜事等に積極的に参加し㐃携する。 

② 友愛Ⲯ 
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㸴月・・・・地域合同㜵災カ練の実施  

㸶月・・・・盆㋀り大会  

㸷月・・・・ときわ保育園㐠動会参加 

12月・・・・ときわ保育園との合同クリスマス会 

ときわ保育園クリスマス会参加 

     㸱月・・・・㸲㸴年㛫お世ヰになった現地域の皆様に向けた感ㅰ祭 

他に幼稚園及びボーイスカウトとの交流を⾜うと共に、地域のお祭りへの参加等を㏻し

て、地域住民との交流を図る。 

 

③ 港区立㞀害保健福祉センター 

    8月・・・夏祭り 

10月・・・みなと区民まつり、ヒューマンぷらざまつり 

12月・・・㞀害者㐌㛫グ念式典 

※ 年 3回のボッチャ大会の㛤催を予定している。 
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第㸰 福 祉 施 タ 

 

㸯 世田㇂更生㤋 

㸦指定㞀害福祉サービス㸧 

㸯 前年度総括 

  就労移⾜支援事業では、当事業の本旨である「就職の実現」に専心した結果、後期に1名が一⯡

企業に就職し、1 名がトライアル㞠用での勤務を㛤始した。また、前年度に就職した利用者 2 名に

対する定着支援も㡰ㄪに経㐣し㞠用㛤始から1年を経㐣している。 

  就労継続支援㹀型事業では、新型コロナウイルスの影㡪により一㒊取引先からの受注が、今年 2

月から年度末に掛けて減少したが、他既存取引先からの受注は堅ㄪで、就労支援事業収入は期㤳予

算 30,000千円を上回る結果となった。 

利用者工㈤については、利用者が主体的にその向上への取り組みを㐍めた結果、作業能力ホ価値

の向上と相まって、平均時給は前年度を上回る結果となったが、平均月給では、体ㄪ不Ⰻ等による

欠席者が増加したことが原因で、前年度並みの水準に留まった。 

一方、利用率については、7 名の新つ利用者を受入れたが、就労継続支援㹀型事業利用者 1 名を

含む 3名が就職し、他事業所への異動等による㏥所や入㝔等による㛗期の欠席者が増加した結果、

目標値の 74㸣を下回る結果となり、利用者が「働きがい」をもって㏻所することができる「安全・

安心」なサービス提供体制を再構築し、利用率の向上を図ることが来年度のㄢ㢟として残った。 

本年度も引き続き、利用者とその家族、そして、地域社会への信㢗に応えるべく、法人理念に基

づいた㧗い倫理ほと㈐任ある⾜動により、福祉サービス提供事業者としてつ律のある福祉サービス

を提供していく。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 

安定的な事業経営 

(a)利用率の向上 

(b)基本報㓘向上への対応 

(c)「働きがい」のある職場環境整備㸭

ワークライフバランスの推㐍 

全職員 

(a)①新つ利用者就労移⾜2名以上、就労継続B
型4名以上 

(a)②対定員利用率70㸣以上㸦土曜㛤所日 
㝖く㸧 

(b)①就職者2名以上 
(b)②支給工㈤年㛫平均月給前年度以上 
(b)③㐣ㄗㄳ求、加算算定漏れ㜵止 
(c)①業務分掌ぢ直し 
(c)②有給休暇取得率平均前年度以上 

㹀 
品㉁ 

㸯 

サービス提供体制のぢ直し 

(a)㹇㹁㹒活用による業務効率の改善 

(b)就労移⾜支援プロセスの確立 

(c)個別支援ィ画に基づくサービス提供 

ICT化・ 
事業推㐍 
委員会 
就労移⾜ 
検ウ会 
サービス 
向上委員会 

(a)業務効率の改善に向けたICT化のヨ㦂 

導入 

(b)就労移⾜支援プロセスの標準化 

(c)担当者会㆟の㛤催方法ぢ直し 
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㸰 

働く場の提供 

(a)仕事の確保 

(b)利用者工㈤の向上 

事業推㐍 
委員会 
作業能力 
ホ価検ウ 
委員会 

(a)就労支援事業収入年㛫33,000千円以上 

(b)支給工㈤年㛫平均月給前年度以上 

㸱 

サービスホ価の実施 

(a)ISO内㒊監査の実施 

(b)第三者ホ価 

事業推㐍 
委員会 

(a)内㒊監査受審、せ改善事㡯の是正、ICT化を

㋃まえた㛵㐃YSの整備 

(b)せ改善事㡯の是正、事業ィ画への反映 

㹁 
人材 
育成 

㸯 

専㛛性の向上と権利擁ㆤの推㐍 

(a)専㛛性の向上 

(b)権利擁ㆤの推㐍 

サービス 
向上委員会 

(a)YS改定と㐠用㛤始 

(b)1 回/3 ヶ月セルフチェックリストに基づく

支援の振り㏉り実施 

㹃 
その
他 

㸯 

「安全・安心」な活動環境の整備 

(a)施タ・タ備整備 

(b)災害発生を想定した準備 

サービス 
向上委員会 

(a)①別㤋 1 㝵男性トイレと洗㠃所の改修検ウ

㛤始 

  ②ロッカー施㘄管理の啓発と個別支援の実

施 

  ③別㤋 1 㝵喫煙スペースの廃止による健康

増㐍と受動喫煙の㜵止 

(b)台㢼、大㞷等悪天候時の対応と㐃絡手段(b)

としての伝ゝダイヤル・メール活用の標(準化  

 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 安定的な事業経営 

㸦㹟㸧利用率の向上 

  前年度、利用者が主体的に「楽しみ」や「やりがい」を持ち、「安全・安心」に活動できる環境 

維持を前提に、7名の新つ利用者を受入れたが、一⯡就労等による㏥所や入㝔・自宅療㣴等による 

欠席がぢ㎸みよりも多く、利用率は目標値を下回る結果となった。 

 本年度も引き続き以下の取り組みに注力し、安定的な事業経営に必㡲である利用率の向上を目指 

す。 

①福祉事務所や指定特定相ㄯ支援事業所、特別支援学校等に対して、サービス管理㈐任者が中心 

となって、定期的なゼ問等により空き情報を提供し、利用希望者の紹介を依㢗する。 

②特別支援学校からの実習依㢗は、現利用者への影㡪を考慮した上で、積極的に受入れを㐍める。 

③コーポ友愛の入居者に対して、入居時または契約更新時に他事業所と併せて当事業所を紹介す 

る。 

④就労移⾜支援事業2名以上、就労継続支援㹀型事業4名以上の新つ利用者を獲得し、登㘓者62

名以上、対定員利用率年㛫平均 70㸣㸦土曜㛤所日を㝖く㸧以上を目標とする。 

    㸦㹠㸧基本報㓘向上への対応 

  利用者のニーズである「就職の実現とその後の定着状況」と「㧗工㈤支給」に対する実績が基本

報㓘でホ価され、これらの実績が事業経営に与える影㡪は大きい。本年度も上グ利用者のニーズを

充㊊することに専心し、安定した事業経営を目指し、以下に取り組む。 

①本人に㐺した職場環境で 2名以上の就職実現かつ㞠用の継続を目標とする。 

②就労継続支援㹀型事業では、月㢠で前年度支給実績以上の工㈤支給を目標とする。 

③㞀害福祉サービス㈝は、㒔度、業務ㄪ整会㆟とチェックシートで基準・省令を確ㄆの上算定す
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ることとし、㐣ㄗㄳ求と加算算定漏れを㜵ぐ。 

㸦㹡㸧「働きがい」のある職場環境整備㸭ワークライフバランスの推㐍 

  ヲ細は次㡯に示すが、手厚い相ㄯ支援等を必せとする利用者が増加する状況下において、利用者

支援の充実を果たすためには、職員が「働きやすさ」と「やりがい」を感じて業務にあたることが

できるように「働きがい」のある職場環境が必せである。本年度も引き続き、利用者支援の充実と

職員が「働きがい」を感じることができる職場環境の整備を目指し、以下に取り組む。 

   ①職員が自分の意ぢを尊㔜され、「やりがい」を感じながら担当業務へ取り組むことができるよう

に、職業指導員の担当取引先等、業務分掌のぢ直しを⾜う。 

  ②一㒊土曜日の㛤所は、利用者が 6日㛫㐃続の利用とならない範囲でタ定する。また、本年度を

もって一㒊土曜日の㛤所を取り止めることについて、利用者・家族へその理由を丁寧にㄝ明し、

理ゎを求める。 

  ③ICT を活用した業務効率の向上により、残業時㛫の削減と全職員が希望に応じて、月に 1日は

有給休暇が取得できる「働きやすい」職場環境の整備を目指す。 

  ④手厚い相ㄯ支援等を必せとする利用者が増加し、9時から 17時の生産活動時㛫内に各種会㆟や

事務業務を⾜うことが困㞴になっている。生産活動の時㛫を短縮し、当ヱ時㛫外に各種会㆟や

事務業務を⾜うことで、生産活動中の利用者支援に係る時㛫を確保し、かつ、残業の削減につ

いてもその効果が期待できるため、令和 3年度からの生産活動時㛫短縮について具体的に検ウ

する。 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 サービス提供体制のぢ直し 

㸦㹟㸧㹇㹁㹒活用による業務効率の改善 

  前年度、事務業務の効率化による利用者支援の充実を目標として、目的別に作成されている「利

用者台帳」、「個別支援ィ画」、「ケースグ㘓」及び「利用実績データ」等、利用者支援に係る情報を

一元管理できるデータベースの導入を検ウする予定であったが、他優先ㄢ㢟もあり、先㏦りとなっ

た。利用者支援の充実に向けた業務効率の改善と利用者支援時㛫の確保は喫緊のㄢ㢟であり、事務

業務における ICTの活用について、その具体的な検ウを㐍め、㈝用対効果も㋃まえた上で本年度内

のヨ㦂導入を目指す。 

㸦㹠㸧就労移⾜支援プロセスの確立 

前年度は就労支援員の異動等があり、利用者に対する個別的な就労支援を優先した結果、予定 

 していた就労アセスメントや各種プログラム、実㊶を㔜ねた就労支援プロセスの標準化と前㏙した

業務分掌のぢ直しと職員体制の確立は本年度に先㏦りとなった。 

 本年度は、業務分掌のぢ直しと職員体制の確立と併せ、就労移⾜支援プロセス検ウ会を中心に、

上グ標準化を目標として以下に取り組む。 

①就職や日常生活で求められるスキルの習得を目標として㐣去に実施した就労支援プログラムや

実㊶を㔜ねた就労支援プロセスの標準化を図る。 

②就労移⾜支援の強化・充実を図ること、多ゅ的など点での支援実施を目的として、サービス等

利用ィ画、個別支援ィ画に基づき、就労支援機㛵との㐃携によるチーム支援を実施する。 

③特別支援学校在校中の実習生を対㇟とした体㦂実習プログラムの標準化を検ウする。 

㸦㹡㸧個別支援ィ画に基づくサービス提供  

  専㛛的かつ手厚い支援が必せな利用者や社会経㦂の少ない利用者が年々増加している。職務㐙⾜

力の向上はもとより、社会・㞟団生活を㏦る上での必せなマナー習得を含め、一社会人としてステ

ップを㋃み成㛗できる個別支援ィ画の立案が必せとなる。そのための具体的な取り組みは以下に示
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す。 

①指定特定相ㄯ支援事業所等、㛵係機㛵との㐃携により、利用者と家族から、将来像を含めた生 

活全⯡の意向とそれを実現するためのㄢ㢟を丁寧に抽出し、その内容を個別支援ィ画に反映す 

る。 

②多様化する利用者の自己実現を目指すためには、専㛛的かつ多ゅ的など点に基づいた支援が必 

せとなる。㏆年、生活㠃や情緒㠃、㞀害特性上のㄢ㢟を」数抱える利用者が増加しており、利

用者の意向を㋃まえた上で、指定特定相ㄯ支援事業所、他機㛵・職種と㐃携したチーム支援を

推㐍する。 

③目標を意㆑し、主体的に日中活動へ取り組むことができるよう、必せに応じて、個別の「目標 

確ㄆ⾲」等を用いた日々の振り㏉りを⾜う。 

④担当者会㆟は、原則、全職員の参加により㛤催しているが、前㏙した状況により、特に作業指

導を⾜う職業指導員の参加が困㞴になっている。本年度は、法令を㑂守した上で、利用者支援

時㛫確保と業務削減のど点で、同会㆟の㛤催方法をぢ直す。 

⑤前年度、ヨ⾜でぢ直した中㛫モニタリングの㠃接方法について、㢳客満㊊度ㄪ査では、多くの 

利用者から、そのぢ直した㠃接方法が支持されており、本年度もその方法で中㛫モニタリング 

を実施する。従前の方法を希望する利用者に対しては、その具体的な理由を再度確ㄆし、必せ

な対応を検ウする。 

  ⑥社会・㞟団生活を㏦る上での必せなマナー習得に向けて、生産活動と併せ、利用者交流旅⾜ 

   等、「㸱 事業ィ画」にグす⾜事等を活用し、その実㊶的なカ練を個別支援ィ画に基づき実施す

る。 

 

㹀㸰 働く場の提供 

㸦㹟㸧仕事の確保 

前年度は、新型コロナウイルスの影㡪で、今年 2月から前年度末にかけて一㒊取引先からの受注

㔞が減少したものの、年度を㏻じて(株)デュプロ、(株)グローバル・プロダクト・プランニング、(株)

モノファクトリー及び日本太和堂㸦株㸧の主せ 4社から安定した受注が得られた。また、㸦株㸧エー

デルワイスとの取引を㛤始し、仕事の確保に努めた結果、利用者を対㇟とした㢳客満㊊度ㄪ査では、

生産活動について㧗いホ価を得ることができた。大口・短納期の注文については、法人内他施タや

㏆㞄の㞀害福祉サービス事業所及びボランティア等に生産活動への協力を依㢗した結果、営業時㛫

外の生産活動についても縮減することができた。 

本年度は、更に、利害㛵係者の満㊊度が向上するよう以下に取り組む。 

  ①既存取引先の上グ5社については、担当職業指導員を中心に取引先の満㊊度向上に努め、安定

的な受注継続を図る。 

  ②大口・短納期の注文については、法人内他施タや㏆㞄の㞀害福祉サービス事業所に、生産活動

への協力を依㢗し、受注㔞の維持・拡大に努める。 

③事業推㐍委員会を中心として、生産活動時㛫短縮について具体的なシュミィレーションを㐍め、

令和 3年度から生産活動時㛫を短縮することについて検ウする。 

㸦㹠㸧利用者工㈤の向上  

利用者工㈤の向上は就労継続支援㹀型事業の主たる目的であり、その実績は事業経営にも影㡪す 

るため、前㡯の「仕事の確保」と合わせ、以下に注力する。 

①㐺正な作業単価での受注に注力し、かつ、経㈝削減、⿵助㔠の活用を推㐍することで、平均 

月給で前年度の実績を上回る工㈤支給を目指す。 
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②利用者個別には、工㈤算出の基となる作業能力ホ価値の向上と作業参加時㛫の増加が必せであ 

る。個別支援ィ画で作業能力ホ価値の向上を目標とした利用者の多くは、実㝿に作業能力ホ価

値が向上しており、本年度も、工㈤向上を望む利用者に対しては、個別支援画にそれらを目指

した目標をタ定する。 

 ③作業能力ホ価検ウ委員会にて、より利用者が主体的に生産活動へ取り組むことができるように、 

作業能力ホ価方法のぢ直しを検ウする。 

 

㹀㸱 サービスホ価の実施 

㸦㹟㸧ISO内㒊監査の実施 

前年度、ISO 9001㸸2015に則したサーベイランス審査が⾜われ、当事業所についての指摘事㡯は

無く、利用者支援の充実に向けた ICカード式タイムレコーダの導入や大型デジタルサイネージの活

用などが㧗くホ価された。一方、事務効率向上に向けた ICT化はヨ㦂導入までに至らず、それに㛵

㐃する YSの整備も未実施となった。 

本年度も当法人の方㔪に基づき内㒊監査を㐍め、提供するサービスの有効性確ㄆとその改善活動

を推㐍する。また、事務業務の ICT化に合わせ、必せに応じて㛵㐃YSを改ゞしていく。 

㸦㹠㸧第三者ホ価  

  東京㒔福祉サービス第三者ホ価を受審し、サービス向上と品㉁改善意㆑の組織的な㔊成を推㐍す 

る。受審により指摘されたせ改善事㡯等の結果は、利用者・家族懇ㄯ会等で周知し、次年度の事業 

ィ画に反映する 

  なお、㢳客満㊊度ㄪ査は、従来、第三者ホ価受審年度も実施していたが、ㄪ査㡯目の多くが第三

者ホ価と㔜」していることから、㠃接ㄪ査に伴う利用者と家族の㈇担㍍減、職員の業務削減を目的

として、㢳客満㊊度ㄪ査は、本年度、ヨ⾜で実施しない。 

 

 㹁 人材確保 

㹁㸯 専㛛性の向上と権利擁ㆤの推㐍 

㸦㹟㸧専㛛性の向上   

  㝵層別の人材育成と人事ホ価システムについては、当法人の㈈中委と教育委員会において検ウが 

㔜ねられており、㝵層別の内㒊研修を実施する体制整備が㐍んでいる。本年度は専㛛性の向上に注 

力し、以下に取り組む。 

①「世田㇂区就労支援ネットワーク定例会」、「砧エリア自立支援協㆟会」へ㐠営委員として引き

続き参画し、就労支援と利用者支援に必せなネットワークの構築とそれを㏻じた職員の専㛛性

向上に取り組む。「世田㇂区精神㞀害者㏻所事業所㐃絡会」については、同㐃絡会が対㇟とする

利用者像の中心は当事業所と異なること、また、同㐃絡会の活動内容が前㏙した会㆟体と㔜」

する㒊分もあることから、利用者支援時㛫の確保を目的として㏥会する。 

②基礎的な職業指導技⾡と専㛛的な就労移⾜支援技⾡の習得を目的に、未受ㅮの職業指導員を対

㇟として、ゼ問型職場㐺応援助者㸦ジョブコーチ㸧㣴成研修の受ㅮを検ウする。 

③専㛛性の向上を主な目的とする研修受ㅮィ画について検ウし、それを㋃まえた既存 YSの改ゞを

目指す。 

㸦㹠㸧権利擁ㆤの推㐍 

㞀害者待㜵止と権利擁ㆤの推㐍に向け、全職員を対㇟として「㞀害者待㜵止チェックリス 

ト」を使用したディスカッションによる事業所内研修を 3ヶ月に 1回実施する。また、未受ㅮ者を

対㇟に、東京㒔等が主催する㞀害者待㜵止研修の受ㅮをィ画的に㐍め、組織的に㞀害者待㜵止、
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権利擁ㆤに取り組む。 

 

 㹃 その他 

 㹃㸯 「安全・安心」な活動環境の整備 

㸦㹟㸧施タ・タ備整備  

①トイレと洗㠃所の改修 

前年度、東京㒔の「民㛫社会福祉施タタ備改善整備㈝⿵助㔠」を活用し、別㤋 1㝵女性トイレ

の改修工事を⾜った。同工事は、老朽化対策とプライバシー確保を目的としたものであるが、

新型コロナウイルスの影㡪で、一㒊⾨生タ備が㍺入できず、前者を目的とした水㐨タ備工事が

実施できなかったため、本年度、上グの水㐨タ備工事を実施する。また、昨年 11月に実施した

㢳客満㊊度ㄪ査では、男性利用者から、同様のㄢ㢟がある別㤋 1㝵男性トイレと洗㠃所の改修

を望む意ぢが多く出されており、本年度は予算措置も含め、その具体的な改修について検ウを

㛤始するほか、てんかん発作時の怪我㜵止を目的とした手すりの増タ等、対応策について業者

との協㆟を継続していく。 

②㜵犯・安全対策 

前年度、男性更⾰室ロッカーの㘽やロッカー内に保管されていた所有物、作業㒊材を紛失する

事㇟が発生した。これらへの対策として、利用者の朝礼でロッカーの施㘄管理徹底について繰

り㏉し注意喚㉳したほか、取引先別の朝礼では、「㘽の掛忘れ」や「抜き忘れ」がないか日々確

ㄆした。また、「㘽の掛忘れ」や「抜き忘れ」を繰り㏉していた利用者には、個別にそれらを㜵

止する対策をㅮじた結果、昨年 11月以㝆、同様の事㇟は発生しなかった。前年度の㢳客満㊊度

ㄪ査では、上グ事㇟に対しての不安をッえる意ぢが出されていることから、効果がぢられた上

グ取り組みは本年度も継続していく。 

③健康増㐍・受動喫煙㜵止対策 

利用者用として別㤋1㝵東側倉庫前に喫煙スペースをタ置しているが、未成年の利用者も所属

する就労移⾜支援事業カ練室のドアや窓を㛤けると煙が流れ㎸み、利用者や職員等が同倉庫に

㈨材を取りに⾜く㝿も受動喫煙を免れない状況にある。また、㞄接する本㤋 1㝵の砧デイサー

ビス利用者㏦㏄時や2㝵の砧ホーム入居者にも受動喫煙の恐れがあるほか、㏆㞄住民への㓄慮

も求められる。喫煙者の権利を尊㔜する必せはあるが、当事業所は生活の場ではなく㏻所施タ

であることから、「健康増㐍法の一㒊改正」や「東京㒔受動喫煙㜵止条例」の施⾜を㋃まえ、

利用者や職員等㛵係者の健康増㐍・受動喫煙㜵止を目的に、同喫煙スペースは、本年度末で廃

止する。利用者とその家族等㛵係者に対しては、上グ方㔪について、利用者懇ㄯ会等を㏻じて

丁寧にㄝ明し理ゎを求めるほか、希望する利用者に対しては、禁煙に向けて情報提供等による

禁煙外来への㏻㝔支援を個別支援ィ画に基づき実施する。 

④デジタルサイネージの増タと㹇㹁㹒化 

別㤋 1㝵エントランスにデジタルサイネージをタ置し、当事業所の㹎㹐活動に使用する。休憩

時㛫中は、利用者用テレビとして㐠用し、休憩時㛫の充実を図る。利用者等への㎿㏿な情報提

供と業務効率の改善を目的として、別㤋 1㝵就労継続支援㹀型作業室内のデジタルサイネージ

も含め、それらの㐠用については ICT化を㐍める。 

㸦㹠㸧災害発生を想定した準備   

  前年度は、「世田㇂区福祉㑊㞴所施タ㐃絡会」と当事業所の BCPを用いた対応カ練を実施したほ 

 か、サービス向上委員会で台㢼、大㞷等、悪天候時の対応方㔪と㐃絡手段について検ウした。 

  本年度も、上グ、「世田㇂区福祉㑊㞴所㐃絡会」への参加と当事業所のBCPを用いた対応カ練を継
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続するほか、前年度の検ウ結果を㋃まえ、悪天候時の対応方㔪と㟁ヰ以外の㐃絡手段として伝ゝダ

イヤルやメールを活用することについて、その標準化を図り、㐠用の㛤始を目指す。 

㸱 事業ィ画    

区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営会㆟等 

 ①会  ㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

【共㏻】 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ミーティング 

 

月1回 

月1回 

毎日朝夕 

  

委員 

全員 

全員 

 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

営業・生産活動を含む施
タ内全体の問㢟・情報交
換 
利用者㛵係情報共有・作
業申し㏦り 

【利用者支援に㛵する会㆟】 

・担当者会㆟ 

・判定会㆟ 

 

月2回 

㝶時 

  

全員 

全員 

 

個別支援ィ画立案・モニ
タリングの検ウ 

利用㛤始・㏥所等に㛵す

る検ウ 

 ②委員会 

・事業推㐍委員会 

・サービス向上委員会 

・就労移⾜プロセス検ウ会 

・㞀害者待㜵止委員会 

・作業能力ホ価検ウ委員会 

・ICT化検ウ委員会 

月1回 

月1回 

月1回 

3月毎 

月1回 

月1回 

 委員 

委員 

委員 

全員 

委員 

委員 

 

③職員研修 

 

 

 

 

・外㒊研修 

  㞀害者待㜵止研修 等 

・法人内研修 

  新入職員研修 

  中堅職員研修 

  テーマ別研修 

  新入職員フォローアップ

研修 

 ・事業所内研修 

 㞀害者待㜵止研修 

 㸦ディスカッション㸧 

 

㝶時 

 

6月 

11月 

10月 

 

1・2月 

 

3ヶ月毎 

 

 

 

 

 

 

対㇟者 

 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

 

対㇟者 

 

全職員 

 

 

 

 

 

 ④健康管理 ・健康デ断 

・⾨生委員会 

秋 

毎月 

 全員 

委員 

 

全施タの⾨生に㛵する 

 ⑤㜵災対策 

 

・㑊㞴カ練 

・安全委員会 

ィ画月 

奇数月 

全員 

 

全員 

委員 
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区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

 ⑥品㉁管理 ・ISOサーヴェイランス 

・MS検ウ委員会 

・第三者ホ価 

未定 

毎月 

後期 

 

 

全員 

全員 

委員 

全員 

 

㸦㸰㸧利用者支援 

 ①支援方㔪のタ定 

・個別支援ィ画の策定 

・利用者懇ㄯ会㸦意ぢ交換会㸧 

・利用者懇ㄯ会㸦交流会㸧 

3・6月毎 

5月 

12月 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

 

②生活相ㄯ ・相ㄯ㠃接 

・家族懇ㄯ会 

・市区町村窓口との㐃絡ㄪ整 

㝶時 

7月 

㝶時 

全員 

 

対㇟者 

支援職員 

㛵係職員 

生活支援員 

 

 

 

③健康管理 ・定期健康デ断 

・胸㒊Ⅹ線撮影 

・⾑液検査 

・一⯡検査 

・⾨生指導 

・インフルエンザ予㜵注射 

秋 

 

 

 

㝶時 

秋 

全員 

抽出 

抽出 

抽出 

抽出 

全員 

嘱ク医 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

全職員 

嘱ク医 

嘱ク医師 

外㒊委ク 

 〃 

 〃 

嘱ク医師 

 〃 

④環境⾨生 

 

 

 

・⾨生害㥑㝖 

    ベイト材 

  点検 

   〃 

・安全4S点検 

・清掃 

  共用㒊分清掃 

  床清掃 

4・10月 

5㺃6㺃7㺃8㺃12㺃

2月 

6・12月 

月1回 

 

年㛫 

6㺃9㺃12・3月 

 

 

 

生活支援員 

〃 

〃 

〃 

支援職員 

 

生活支援員 

〃 

業者委ク 

 〃 

 〃 

 〃 

 

 

業者委ク 

 〃 

⑤給㣗支援 

 

・給㣗 

 

・定例会㆟ 

 

・献立会㆟ 

 

・栄㣴相ㄯ 

・給㣗懇ㄯ会 

毎日 

 

偶数月 

 

毎月 

 

㝶時 

2月 

全員 

 

 

 

 

 

希望者 

希望者 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 

 

㸨アウトソーサー栄㣴

士も出席 
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区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

⑥⾜事 ・利用者交流会日帰り旅⾜ 

・盆㋀り大会 

・合同㐠動会 

 

・友愛ふれあい祭り 

・宮様㺟㺊㺶㺡㺆㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼大会 

 

5月又は6月 

㸵月 

11月 

 

10月 

11月 

 

希望者 

希望者 

希望者 

 

希望者 

希望者 

 

全員 

全員 

㛵係職員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

砧町会及び商店⾤協㈶ 

区立総合㐠動場体育㤋 

他団体との共催 

砧町会及び商店会協㈶ 

品川プリンスホテル 

ボウリングセンター 

 ⑦実習生受入 ・介ㆤ等体㦂 11月  支援職員  

 ⑧生産活動 ・作業カ練 

・受注確保と新つ作業㛤拓 

・生産性の向上 

・安全性の確保 

・㈍売会への参加 

緑化祭り 

ご㏆所フォーラム 

年㛫 

年㛫 

年㛫 

年㛫 

 

5月 

3月 

全員 

 

全員 

全員 

 

希望者 

希望者 

全員 

 

全員 

全員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 ⑨就労支援 ・OA、事務、実務カ練の実施 

・ビジネスマナー、生活習慣の習得  

・就労技能の向上 

・職場㐺応力の向上 

・求人情報の提供 

・模擬㠃接の実施 

・㠃接会への同⾜ 

・ハローワークへの同⾜ 

・就労後の定着支援 

年㛫 

基礎カ練期 

実㊶カ練期 

実㊶カ練期 

就職活動期 

就職活動期 

就職活動期 

就職活動期 

㝶時 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

支援職員 

就労支援員 

支援職員 

支援職員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 

就労支援員 
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㸰 友 愛 園  

㸦㞀害者支援施タ㸧 

㸯 前年度総括  

  平成 31年度は入所定員を 60名から50名に減らし、在籍利用者45名でスタートした。㔜度者の

受入れを推㐍するために更なる減員を図った結果、利用者 1名がグループホームへ地域移⾜を果た

し、㛗期入㝔で1名、疾病による急死で 1名、出㌟自治体の入所支援施タへの移⾜で 2名、ィ 5名

が㏥所となり、今年度は定員を 40名にする目処が立った。 

  生活支援では、給湯管破で 1年半以上使用できなかった女性浴室をシャワー浴室として整備し、

併せて安全を確保するために㐌 3回の介助入浴を2回に変更して㔜度化に対応した。また約 1年㛫

止むを得ず㟼㣴室で対応していた㔜度者に対しては、新たに個室を整備し、利用者の安心と安全を

確保した。健康㠃では、従来の歯科・整形外科に加え、精神科と神経内科の往デを依㢗してデ察時

の移動㈇担等を㍍減した。さらには皮膚科の往デを依㢗できないか検ウを㛤始した。 

職員体制では、4月に指導㒊㛗が 8月に看ㆤ師がそれぞれ異動し、生活支援員は4月に新卒 1名、

5月に㠀常勤 1名、12月に常勤 1名を採用した。一方で、生活支援員3名と㠀常勤看ㆤ師 1名が㏥

職したほか、1名の生活支援員が 8月から病欠となり、引続き人材の確保と定着がㄢ㢟となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧   

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 
㔜度利用者対応推㐍と

経営の安定化 
相ㄯ担当 

ア㸧定員50名を40名に減員し 

  平均支援区分4.0以上を維持 

㹀 

品㉁ 

㸯 日中活動の充実 
活動担当 

機能カ練 

ア㸧ビニール加工外注化等により従来作業㔞を維持 

イ㸧作業困㞴者向けの活動3種以上を確立 

㸰 

コンプライアンス、㹎㹂

㹁㸿サイクルを堅持す

る組織の整備 

各担当 
ア㸧㹗㹑㸱㸿の改廃及び新つ作成数10件以上 

イ㸧内㒊監査を活用した改善活動各担当1件以上 

㸱 生活環境の改善整備 

支援㒊㛗主 

任 

副主任 

ア㸧4名居室㸯室(別㤋2㝵)の新タ 

イ㸧介ㆤ用ベッド新つ11台の確保 

ウ㸧施タ内禁煙の徹底 

エ㸧移乗介助等の福祉機器の導入と活用 

㹁 

人材 

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 

支援㒊㛗主 

任 

副主任 

ア㸧「サービスマナー・待㜵止」内㒊研修㛤催 

㸦年㸰回以上㸧 

イ㸧看ㆤ師による⾨生㺃医療㠃の内㒊研修㛤催 

㸦年㸯回以上㸧 

ウ㸧介ㆤ㛵㐃の内㒊研修㛤催(年1回以上) 

エ㸧法人研修の参画 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 㔜度利用者対応推㐍と経営の安定化 
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ア㸧定員 50名を40名に減員し平均支援区分4.0以上を維持 

㔜度者の受入れを推㐍するためには、介ㆤ用ベッドが利用できる居室スペースが必せであり、

居室スペースを確保するには居室数を減らす必せがあるため、令和 2年 4 月より定員を 50 名か

ら 40 名に減員する。併せて、㔜度化対応の目安である平均㞀害支援区分 4.0 以上を引き続き維

持する。平成 24年度 3.2であったところ、25年度に 3.3、26年度に 3.4、27㹼29年度は 3.5、

30年度が 3.8、31年度には 4.0と徐々に㔜度者対応を推㐍してきている。今後も入所支援施タと

して地域への㈉献を果たすことで収支を改善し、将来の建替えに向けた経営安定化を図る。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 日中活動の充実 

ア㸧ビニール加工外注化等により従来の生産作業㔞を維持 

  㔜度㌟㞀授産施タとして友愛園が㛤タする以前の昭和 45年から 50年㛫、自主生産作業として

継続中のビニール加工については、引き続き受注㔞が安定している。ところが、大型ウエルダー

㸦ビニール溶着機器㸧の老朽化と、この加工作業に従事できる利用者の㧗㱋化も㐍んでいる。今

後の新たな活動展㛤を㋃まえて、老朽化した機器を処分し活動スペースを広げることとし、ビニ

ール加工工程を外㒊に委クする方向で㛵係業者等との㐃携を図る。現在生産している〇品はビニ

ールカードホルダーのみであり、最終工程の「紐㏻しと紐結び」は作業に慣れている利用者も多

く、引き続き作業㔞を維持して利用者に可能な㝈り㧗い工㈤が得られるように取り組む。 

イ㸧作業困㞴者向けの活動 3種以上を確立 

  加㱋や㞀害により上グ作業に参加しないもしくは参加回数が減っている利用者に対しては、心

㌟機能低下の予㜵として日常生活の中で継続可能な新たなリハビリ活動をヨ⾜する。また、これ

まで暫定的に実施している年㛫⾜事や余暇活動については、改めて目的と目標を掲げその㐩成度

合いをホ価できる仕組みを構築する。併せて、地域で㛤催される「ボッチャ」や「アート展」等

のイベントへ積極的に参画し、地域との交流を㏻していわゆる共生社会実現への啓発に寄与する。 

 㹀㸰 コンプライアンス、㹎㹂㹁㸿サイクルを堅持する組織の整備                               

 ア㸧㹗㹑㸱㸿の改廃及び新つ作成数 10件以上 

   現状、各種マニュアルが改ゞされないまま実態に即した手㡰で業務を㐙⾜しており、業務分担

上曖昧となっている事㡯が存在する。今年度は、最低㝈必せな手㡰を改めて抽出し、実㝿の業務

に合わせたマニュアルとするよう、目標として10件以上、㹗㹑㸱㸿の改廃及び新つ作成を⾜う。 

イ㸧内㒊監査を活用した改善活動各担当1件以上  

  事業所内㒊監査が実㉁的に形㧁化傾向にあるため、改めてそれぞれの担当業務の中で自らㄢ㢟

として捉えている事㡯について、相互に監査を⾜う。監査ではㄢ㢟のせ因について意ぢ交換を⾜

い、相互の協働によりゎ決方法をぢ出すことに㞟中する。必せに応じて是正処置を採り、新たな

㹗㹑㸱㸿を構築する。 

㹀㸱 生活環境の改善整備  

ア㸧4名居室㸯室(別㤋 2㝵)の新タ 

  前㏙㸿㸯のアにより定員を 40名とした後に、別㤋 2㝵の現「相ㄯ室及び多目的室」を 4名居室

に改修工事を⾜う。令和3年度には、友愛園2㝵の現「カ練㺃作業室」と同2㝵の 8人㒊屋 3室を

すべて 3名居室に改修を⾜う予定とする。築 42年を経㐣する友愛園において、将来の建替えを考

慮すると大つ模な工事による改修は㐺切ではないため、現在約 5㎡の個人スペースをその倍にあ

たる 10㎡となるように仕切り、天井から50cm程度空けた位置で㛫仕切りとドアを備える簡易な

工事を⾜う。これにより、介ㆤ用ベッドを個人スペース内に㓄置し、利用者一人ひとりに合わせ
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た㧗さで㌴椅子等への移乗が安全にできるタ備とする。 

イ㸧介ㆤ用ベッド新つ11台の確保 

  前㏙㹀㸱のアにより、居室を新タするにあたり令和 3年度には11台の介ㆤ用ベッドを確保する

必せがあり、法人内他事業所との㐃携等により、可能な㝈りコストを抑えた確保策を検ウする。 

ウ㸧施タ内禁煙の徹底 

  受動喫煙の㜵止と喫煙される利用者の健康を考慮し、今年度より友愛園は全㠃禁煙とすること

を 1年前から周知を図ってきたところ、喫煙される利用者は 11名から6名まで減少した。その6

名は現在自力で外出が可能であるため、外㒊の喫煙スペースを利用される可能性もある。引き続

き健康への意㆑を㧗めて禁煙に努めてもらえるよう様々な支援を検ウする。 

エ㸧移乗介助等の福祉機器の導入と活用 

  年々㌟体機能が低下する利用者や入所時から移乗に介助をせする利用者が漸増する中、移乗介

助を支援する福祉機器は、利用者と職員の安全安心を確保するために不可欠である。様々な機器

をヨ用しながら最㐺な機器を積極的に導入し有効な活用を図る。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

ア㸧㹀㸰を⿵完し、また品㉁の礎でもあるサービスマナー、待㜵止の内㒊研修を年 2回以上実施

する。 

イ) 看ㆤ師による⾨生・医療㠃の内㒊研修を年1回㛤催する。本年はより基礎に立ち㏉り、スタン

ダードプリコーションをテーマに⾜う。 

ウ㸧介ㆤ担当支援員を中心とした研修を、年1回以上企画し実施する。 

エ㸧法人で㛤催する新人研修・役職者・管理職研修等へ対㇟職員が積極的に参加する。 
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㸱 事業ィ画  

区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加者 
備  考 

利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ①会  ㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

②職員研修 

 

 

職員ミーティング 

入所判定会㆟ 

朝礼・夕礼 

業務ㄪ整会㆟ 

介ㆤグループミーティング 

給㣗定例会㆟ 

献立会㆟ 

ケース会㆟ 

外㒊研修 

内㒊研修 

 

平日夕 

㝶時 

毎朝夕 

月1回 

月1回 

㐌2回 

年4回 

毎月 

㝶時 

年3回 

  

出勤職員 

㛵係職員 

〃 

出勤職員 

㛵係職員 

生活支援員 

栄㣴士 

出勤職員 

対㇟者 

全職員 

 

 ③健康管理 健康デ断 

検便 

腰痛確ㄆ 

年㸯回 

月1回 

年2回 

 〃 

対㇟者 

〃 

 

 ④㜵災対策 㑊㞴カ練 

㜵災自主点検 

月1回 

月1回 

全員 全員 

支援員 

 

 ⑤品㉁管理 第三者ホ価 

保ㆤ者会 

後期 

前期 

全員 

保ㆤ者 

全員 

㛵係者 

 

(2)利用者支援 

①個別支援 

個別支援ィ画の策定 

相ㄯ㠃接 

個別リクエスト支援 

年㛫 

㝶時 

㝶時 

全員 

〃 

〃 

サービス管理㈐任者 

相ㄯ員 

全職員 

 

②健康管理 定期健康デ断 

⾑液検査 

胸㒊Ⅹ線撮影 

ゼ問歯科デ療 

ゼ問マッサージ・リハビリ 

インフルエンザ予㜵注射 

歯科検デ 

 

5・10月 

年1回 

年1回 

㐌1回 

㐌2回 

年1回 

年1回 

〃 

〃 

〃 

対㇟者 

〃 

全員 

対㇟者 

看ㆤ師 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

嘱ク医 

外㒊委ク 

外㒊委ク 

派㐵医 

外㒊委ク 

嘱ク医 

外㒊委ク 

③環境⾨生 ⾨生害㥑㝖 

カーテン洗濯 

共用㒊分清掃 

年6回 

月㸯回 

毎日 

  

担当者 

〃 

業者委ク 

 

④給㣗支援 栄㣴相ㄯ 

給㣗懇ㄯ会 

セレクト㣗・⾜事㣗・リクエスト㣗・

サプライズデイ 

療㣴㣗 

㝶時 

9・3月 

㝶時 

 

希望者 

〃 

全員 

栄㣴士 

〃 

〃 

 

毎日 対㇟者 〃  

⑤法人⾜事 盆㋀り大会 7月 全員 担当者  

合同㐠動会 9月 希望者 〃  

友愛ふれあい祭り 10月 全員 〃 
 

宮様チャリティボウリング大会 11月 希望者 〃 
 

⑥クラブ活動 ⳹㐨クラブ 

ライチウス勉強会 

月1回 

毎㔠曜 

希望者 

〃 

 

支援員 

〃 

 

ㅮ師㸯名 

学生ボラ 
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㸱 東京聴ぬ㞀害者支援センター 

㸦指定㞀害者支援施タ㸧 

㸯 前年度総括 

(1)入所の利用状況については、31年度の延べ在籍入所者数が、212名㸦月㛫平均入所者数平均19.3

名㸧であり、30年度の平均入所率 70.5㸣に比し、6.3ポイント減少し64.2㸣であった。利用相ㄯ

は 15件で、そのうち5件は短期入所利用に至った。また、短期入所から施タ入所利用が 2件あっ

た。 

(2)㏻所の就労移⾜支援事業の年㛫平均利用率については、平成 30年度24.1%に対し、31年度は16㸣

と大幅な減少となった。就労継続B型事業の年㛫平均利用率については、146.2%と、施タ入所者、㏻

所者ともに、定員を㉸えた状態にあり、依然としてニーズが㧗い状況である。就労継続 B型、就

労移⾜支援事業においては、利用者 1名が就労に結びついた。 

(3)ISO9001:2015年度版のサーベイランス審査を11月に受審し、ㄆド更新した。また、福祉サービ 

ス第三者ホ価を公益社団法人日本チャリティ協会に依㢗し、Ⰻ好なホ価を得た。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 (1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧  

目標を㐩成するための実施状況及び㐍捗状況は四半期ごとに確ㄆする。 

方㔪 
施策 

㔜 点 施 策 担 当 
目標値 

(目標㐩成実施時期) 㹌o 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 
総合支援法に基づく㐺切な㐠 

営管理と安定的な経営の実施 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 

平均入所利用率68.8㸣以上の維持 

(毎月) 

 㸯 
福祉サービス第三者ホ価の受 

審 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 

第三者ホ価受審(10 月)ホ価結果への取

り組み(11月) 

㹀 

品㉁ 
㸰 

ISO9001㸸2015内㒊監査及 

び更新審査 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:内㒊監査員) 

受審 

水平展㛤事㡯への取り組み 

ISOの理ゎ促㐍の為、職員の育成を⾜う 

 

 
㸱 

利用者ㄪ査・利用者懇ㄯ会 

の実施 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

①利用者ㄪ査(11月) 

各㡯目の回答(不満)30㸣未満 

②利用者懇ㄯ会(7月、2月) 

共㏻の不満5件以下 

㹁 

人材 

育成 

㸯 

人材育成 

①待㜵止研修の実施 

②施タ内OJT、法人内㝵層別研修 

③各種施タ外研修 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 

①年2回実施 

②フォローアップの実施 

③必㡲研修の受ㅮ 

㹃 

その他 
㸯 

相ㄯ支援事業の㐠営 

ネットワークへの参加 

自立支援協㆟会への参加 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

㐺切なサービス利用の㛤拓 

会㆟等の出席率80%以上 



 25 

㸰 
利用者の入所促㐍 

新つ事業の事業内容㹎㹐 

全職員 

(目標㐩成㈐任者:主任) 

自治体への積極的なPR 

広報ㄅ年4回発⾜(4・7・10・1月) 

㸱 施タの建替え 
全職員 

(目標㐩成㈐任者:施タ㛗) 
令和2年に向けてのィ画案策定 

㸲 予㜵処置 
全職員 

(目標㐩成㈐任者:内㒊監査員) 

月平均是正処置1.0件以下(毎月)の維持 

月平均予㜵処置1.0件以上(毎月) 

  

(㸰)㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 総合支援法に基づく㐺切な㐠営管理と安定的な経営の実施 

利用者ニーズへの対応、日中活動プログラム提供、事業継続ができるよう㐠営を⾜っていく。 

 

【就労継続 B型】前年度の平均工㈤を上回る支給をめざす。就職者を1名以上出す。 

【就労移⾜支援】今年度末までに就職者を1名以上出す。個別に就労基礎学習を提供する。 

【自立カ練(機能)】㞀害の㔜度化、㧗㱋化に対応する、㌟体機能の維持・回復に㛵する取り

組みを⾜う。㣗事・入浴・健康管理等の家事や、コミュニケーション・

ㄞみ書き・ィ算のカ練を⾜う。 

【自立カ練(生活)】生活知㆑の獲得や経㦂の積をはかり、自立生活のスキルを㌟につけて

いくための取り組みを⾜う。日常生活の活動意欲の増㐍をはかり、地域

生活の構築に㛵する取り組みを⾜う中で、個々に合わせた相ㄯや助ゝを

⾜っていく。 

【施タ入所支援】平成31年 2月 1日時点での入所率は 64.24㸣になっている。目標値 68.8%

以上に到㐩、維持できるように㐠営する。 

        施タ入所者の地域移⾜を促㐍する取り組みを⾜う。 

【短期入所】  利用者の個別ニーズの把握に努め、サービス提供できる体制を作り、対応

できるようにする。 

 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 福祉サービス第三者ホ価の受審  

前年度は、ホ価機㛵事業者を公益㈈団法人日本チャリティ協会にㄪ査・ホ価を依㢗し、一定

のホ価を受けることができた。今年度は、前年度に指摘された㡯目について、さらなる改善に

取り組み、品㉁向上をめざしていく。 

 

㹀㸰 ISO9001:2015内㒊監査及びサーベイランス審査受審 

ISO9001㸸2015更新の受審を予定している。ISOに対するㄆ㆑を深め、効率的な業務㐙⾜に㈨

する。 

 

㹀㸱 利用者ㄪ査・利用者懇ㄯ会の実施 

11月に利用者ㄪ査及び7月・2月に利用者懇ㄯ会並びに給㣗委員会を予定する。利用者ㄪ査

については、「普㏻」が増加傾向のホ価を得ており、不満が 0になった㡯目もある。㉁問㡯目に

ついては、改善を⾜い、更なる潜在的ニーズの把握ができるように取り組みたい。 
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㹁 人材育成 

㹁㸯 人材育成 

次の研修を企画し、人材育成、職員㈨㉁の向上、サービスの充実を図っていく。 

ア 全職員を対㇟に年2回の待㜵止研修を実施する。 

イ 対㇟者に施タ内でのOJT、また法人内の㝵層別研修に参加する。 

ウ サービス管理㈐任者、相ㄯ支援専㛛員、普㏻救命ㅮ習など事業㐠営に必㡲の研修をィ

画的に受ㅮさせる。 

エ 㞀害特性に㓄慮した施タ内研修を実施する。 

オ 外㒊㛵係機㛵等の施タぢ学や会㆟に参加し、情報交換を図る。 

   

 㹃 その他 

㹃㸯 相ㄯ支援事業の㐠営、ネットワークへの参加、自立支援協㆟会への参加 

   就労支援員との兼務であることから、サービス提供側と㔜」しないよう㓄慮に努めていく。

支援員としての業務バランスを保ちつつ、各自治体のニーズに応えていく。 

   㛵東㏆県の相ㄯ員が㞟まる聴ぬ㞀害者相ㄯ員㐃絡会、板橋区内の相ㄯ支援事業所㐃絡会、板

橋区自立支援協㆟会 相ㄯ支援㒊会には引き続き参加し、㐃携を図っていく。 

㹃㸰 利用者の入所促㐍、新つ事業の事業内容PR 

職員の新つ採用や建て替えの㈝用を勘案し、年㛫平均入所率 68.8㸣以上の維持を目標とする。

㏻所事業は就労継続支援B型の利用者が定員を㉸㐣しているが、今年度も数値を維持し、ニー

ズに応えていく。 

   年 4回の広報ㄅ発⾜に加え、利用実績のない㒔内の自治体をゼ問し、事業活動の PRに努め、

施タ利用に結びつくよう取り組んでいく。 

㹃㸱 施タの建替え 

建替え時期や場所等、未確定のせ素は多いが、予想される㈝用を勘案して事業経営に取り組

んでいけるように、センター内でも検ウしていく。 

㹃㸲 予㜵処置 

前年度は、月平均した是正処置が 0.6件だった。今年度も、継続的に是正処置件数の極端な

増加を㜵ぐこと、それに伴い、予㜵処置は、目標値に向けて、潜在的なリスク予㜵に取り組ん

でいく。 
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㸱 事業ィ画 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(㸯)㐠営管理 

①利用契約等 

 

㔜せ事㡯ㄝ明、契約書締結 

 

㏻  年 

  

支援員 

 

㐺切なㄝ明㺃契約締結 

②事務処理の効率化 業務・契約の改善等 ㏻ 年  全員 弾力化㺂効率化㺂業務のぢ直し 

③会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 職員会㆟ 

 

ウ 支援会㆟ 

プログラム検ウ 

ケース検ウ 

支援ィ画検ウ 

エ 給㣗会㆟ 

オ 安全・⾨生会㆟ 

カ 待㜵止対策会㆟ 

キ 地域サービス会㆟ 

ク 㜵災会㆟ 

ケ 利用者懇ㄯ会・給㣗委員

会 

コ 㠀常備会㆟ 

毎月第2水 

毎月第2水 

 

第 2 水㝖く

毎㐌水曜 

 

 

毎月第2水 

毎月第3水 

奇数月第3水 

4月 

6月 

7月・2月 

 

4・10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在所者 

所㛗、委員 

全員 

 

所㛗、事務、 

支援員等 

 

 

ㄪ理員等 

所㛗、委員 

所㛗、委員 

 

全員 

所㛗、支援

員、栄㣴士 

栄㣴士等 

所内業務ㄪ整・企画事㡯 

事業方㔪㺂施タ㐠営、⾜事㺂 

研修、福利等 

利用者支援全⯡ 

地域サービス㛵係 

 

 

献立、検㣗、⾨生等 

安全(タ備)・⾨生 

研修、セルフチェック等 

相ㄯ事㡯、給㣗、⾜事等 

ィ画、役割、備品等 

生活、給㣗 

 

㣗料備等 

④職員研修 

 

 

 

 

ア 相ㄯ支援専㛛員研修 

イ 待㜵止㛵㐃研修 

ウ 法人研修、新人研修 

 

 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

 支援員 

全員 

各職種 

 

 

指定特定相ㄯ支援事業 

待㜵止法㛵㐃、福祉動㟼 

教育委員会、新入職員研修、

施タ経営、㜵災、健康管理、

栄㣴、ㄪ理等 

 エ その他 㐺 宜  全員 区市町村、聴ぬ㞀害者団体等

との情報交換 

⑤職員福利 定期健康デ断 4月 

10月 

 夜勤者 

全員 
健康管理、成人病予㜵 

⑥環境⾨生 ア 検便 毎 月  ㄪ理員等 給㣗⾨生管理 

 

 

 

 

 

イ 環境整備 

ウ 委ク消毒 

エ 委ク清掃 

オ 日常的掃㝖 

カ ㌟㎶整理 

キ 大掃㝖 

㏻ 年 

年2回 

毎月 

毎㐌水曜 

月1回 

12月 

 

 

 

 

在所者 

在所者 

担当者 

外㒊委ク 

外㒊委ク 

全員 

支援員 

全 員 

タ備備品点検等 

厨房、居室、 

床㠃、受水槽、㓄水管等 

厨房、㣗堂、前庭、㏆㞄㐨㊰ 

⑦㹍㸿活用 

 

ア ネットワーク環境整備 

イ 合理的事務処理 

㏻ 年  担当者 

総務、経理 

カ練室 

人事、会ィ、事業 
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⑧㜵災対策 

 

ア 消㜵ィ画の周知 

イ タ備器具の点検 

ウ 㜵災カ練の実施 

㏻ 年 

毎 月 

毎 月 

 

 

在所者 

㜵火管理者 

担当者 

担当者 

㐃絡網、役割分担等 

定期点検、委ク業者との㐃携 

 ・総合カ練(夜㛫) 

・㏻報カ練 

・自主カ練 

エ 㜵災教育 

10月下旬 

 

上グ以外の月 

㝶  時 

在所者 

 

在所者 

在所者 

勤務職員 

勤務職員 

勤務職員 

支援員等 

消㜵署㺂地元町会の支援㺂協力 

職員㔜点 

㑊㞴、消火、救ㆤ等 

映画上映㺂ㅮヰ㺂㜵災施タぢ学 

(㸰)利用者支援 

①支援方㔪の策定 

 

 

個別支援ィ画の決定㺃ホ価・

修正 

 

㝶 時 

 

全員 

 

支援員 

 

アセスメント・個別支援ィ

画・利用ゎ㝖ィ画 

②緊急利用者の受入 

 

実施機㛵、直接来所 

㛵係機㛵㐃絡、対処 

㝶 時  支援員 実施機㛵と㐃携、短期入所受

入 

③福祉サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 就労移⾜支援 

・施タ内作業 

・基礎学習 

・職場実習 

・求職活動 

・定着支援 

・職場ぢ学 

イ 機能カ練 

・日常手ヰ等 

・手ヰㅮ習会 

・生活ㅮ座 

・外出カ練 

 ・書㐨・㝡ⱁ教室 

ウ 生活カ練 

 

㝶  時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶  時 

㝶 時 

 

㝶 時 

毎火曜日 

月1回 

年1回 

各月2回 

 

 

就労移

⾜支援

対㇟者 

 

 

 

 

機能カ

練対㇟

者 

 

 

 

 

就労支援

員、職業

指導員等 

 

 

 

 

生活支援

員、看ㆤ

師等 

 

 

 

 

紙〇品、その他授産作業 

㠃接練習、ビジネスマナー等 

外㒊機㛵との㐃携 

ハローワーク 

職場ゼ問 

企業ゼ問 

 

㌟振り、指文字、筆ㄯ 

手ヰ厚労省カリキュラム準拠 

ㄞゎ力、作文力、算数等 

交㏻機㛵の利用 

⾲現力の向上 

 

 ・生活リズム 

・㉳床・就寝 

・ㄪ理カ練 

・㔠㖹管理 

・入浴支援 

・洗濯支援 

・生活ㅮ座 

エ 施タ入所支援 

・㣗事支援 

・自治会活動 

・外出支援 

毎 日 

毎 日 

㝶 時 

㝶  時 

毎 日 

㝶 時 

月1回 

毎 日 

㝶 時 

㝶 時 

生活カ

練対㇟

者 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援

員等 

 

 

 

 

 

生活支援

員等 

 

体操 

促し支援 

地域移⾜カ練 

小口現㔠㡸かり等 

ぢ守り等 

促し支援 

社会生活力プログラム 

ぢ守り等 

自治会⾜事 

外出同⾜ 

・㉳床・就寝支援 

・服⸆支援 

毎 日 

毎 日 
  

促し支援 

服⸆管理 

オ 指定特定相ㄯ支援 

・基本相ㄯ 

 

㝶 時 
 

 

相ㄯ支援
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・サービス等利用ィ画 㝶 時 専㛛員  

カ 短期入所 

・㉳床・就寝 

・入浴支援 

・㣗事支援 

・服⸆支援 

 

毎 日 

毎 日 

毎 日 

毎 日 

 

短期入

所対㇟

者 

 

生活支援

員等 

 

 

 

生活リズム 

ぢ守り等 

ぢ守り等 

服⸆管理 

④ⱞ情処理 

 

ア ⱞ情相ㄯ 

イ 委員定例会 

毎 月 

3月 

毎月 

ヱ当者 

第三者委

員等 

利用者の対応 

第三者委員との打合せ 

⑤健康 

 

 

ア 定期健康相ㄯ 

イ 医療機㛵同⾜等 

ウ 健康デ断 

エ 検尿 

オ 保健指導 

月2回 

㝶  時 

7月 

年2回 

㝶 時 

全員 

ヱ当者   

入所者 

入所者 

全員 

医師 

看ㆤ師等 

医師等 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

⾑圧・健康相ㄯ・デ察 

受デ時コミュケーション支援

健康管理 

   

 

⑥㣗事 

 

 

 

ア 㣗事 

 

イ 特別メニュー 

ウ 嗜好ㄪ査 

1日3㣗 

 

㝶  時 

ㄌ生日月 

全員 

 

〃 

〃 

栄㣴士 

ㄪ理員 

〃 

〃 

栄㣴、嗜好、予算基準 

㑅択㣗㺂ㄌ生日献立等 

修了式㺂正月㺂クリスマス等 

利用者アンケートㄪ査 

⑦体力強化支援 

 

 

 

ア 体操 

イ スポーツセンター利用 

ウ 区㞀害者スポーツ大会等

参加 

毎 日 

㝶  時 

9月 

 

在所者 

希望者 

希望者 

 

支援員等 

〃 

〃 

 

㍍㐠動 

㞀害者スポーツ施タ 

小㇋沢グラウンド等 

 

(㸱)地域社会との交

流 

 

ア ボランティア及び 

実習生の受入 

イ 盆㋀り大会 

㝶 時 

 

7月下旬 

申㎸者 

 

全員 

担当者 

 

全  員 

⾜事、各種プログラム等 

 

模擬店、施タ公㛤 

 ウ クリスマス会 

エ 㣰つき大会 

オ 地域交流室活用 

12月下旬 

1月上旬 

㝶 時 

全員 

全員 

 

全  員 

支援員等 

〃 

自治会活動 

地域団体共催   

便宜は各種団体、学校等 

(㸲)地域サービス 

 

ア 相ㄯ窓口の㛤タ 

イ 㣗事サービス 

ウ 生活相ㄯ㺃支援の実施 

エ 健康相ㄯ 

オ 㛵係者との㐃絡 

カ 交流会 

キ 自主的活動 

㝶 時 

平 日 

㝶  時 

㝶 時 

㝶  時 

㝶 時 

㝶 時 

地域生

活者 

支援員 

支援員 

支援員 

看ㆤ師 

支援員 

支援員 

支援員 

相ㄯ室 

夕㣗の提供 

各種助  ゝ

入㏻㝔、各種助  ゝ

㛵係機㛵、家族等 

クリスマス等 

⾜事相ㄯ・助  ゝ

(㸳)利用者の入所促

㐍 

情報公㛤の充実 

 

事業PR、㛵係機㛵に案内書㺃 

 

しむらからの㓄布、ホームペ

ージ 

㏻ 年 

 

年4回発⾜ 

 所㛗 

支援員 

家族、㛵係区市町村、㛵係機

㛵 
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㸲 コ  ー  ポ  友  愛 

㸦福祉ホーム㸧 
 

㸯 前年度総括 

  平成 30年 5月に入居率 100%に到㐩して以㝆、現在までこの状況が継続されている。反㠃入居希

望等の依㢗も」数件いただいているが、㏥去者もなく新つニーズに対応できない状況である。 

  生活環境㠃の整備においては、経年により故㞀した居室エアコンの入れ替えの他、浴室のシャワ

ーヘッド交換やシャワーチェアの増タを⾜った。また、尚友倶楽㒊様からの寄付㔠によりロビー用

ソファーと応接セットを㉎入し利便性向上及び環境改善に努めた。 

  入居者支援に㛵しては、引き続き入居者のニーズ抽出及び体ㄪ㠃や生活状況の変化対し、必せに

応じ家族や㛵係機㛵と㐃携、ㄪ整を図り、入居者の生活基盤の安定を図った。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1)  方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営㈈務 
㸯 経営の安定化 全職員 ㏻年入居率90㸣以上維持 

㹀 

品㉁ 

㸯 㹇㹑㹍内㒊監査 
施タ㛗 

生活支援員 
不㐺合の是正 

㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 生活支援員 利用者ニーズの確ㄆ 

㸱 㐃絡会 
施タ㛗 

生活支援員 
1回㸭月 

㸲 懇ぶ会 全職員 㸯回/年㸦下期㸧 

 

(2) 㐠営管理 

  ① 経営㈈務 

㸿㸯 経営の安定化 

今年度においても、㏻年入居率 90㸣以上の継続を目標とする。依然として入居希望者及び

待機者も」数存在している状況にあるものの、㏥去予定者もなく新つニーズに対応し切れて

いない状況にあるため、㧗㱋の入居者も増えている状況に㚷み、日常の様子を㐺切にぢ極め、

家族、㛵係機㛵とともに、ベストなタイミングで次の生活拠点への移⾜を㐍めていけるよう

なアプローチを⾜っていく。 

 

  ② 品㉁ 

  㹀㸯 㹇㹑㹍内㒊監査 

     例年㏻り㹇㹑㹍法人内㒊監査により、他施タ職員の客ほ的ど点から、日常業務の不㐺合を

指摘された事㡯の改善を図ることで利用者サービスの向上につなげていく。 
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  㹀㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

     全利用者を対㇟とした無グ名式のアンケートグ入方式にて実施する。抽出された内容に㛵

しては、積極的に改善に努め、その結果を確実に入居者にフィードバックし、施タ㐠営の㏱

明化を図る。  

  㹀㸱 㐃絡会 

     入居者相互の交流を促㐍するとともに、参加者全員でウ㆟する問㢟を提㉳する場としての

役割を担っている。また、施タ側から利用者へのせ望及び㐠営に㛵わる情報を伝㐩する機会

として毎月 1回㛤催する。  

  㹀㸲 懇ぶ会 

     昨年度より、入居者の健康状況及び⾨生㠃を㋃まえ、上期の実施を中止し、下期のみの㛤

催に変更した。今年度も入居者㛫の交流を目的として下期に㛤催する。 

  

③ 利用者支援 

(1) 日常生活支援 

当ホームは日常生活が自立された方の利用を原則としているが、入居者の㞀害特性と健康

状態に応じ必せな支援を提供していく。また、㐺宜実施機㛵や家族、外㒊社会㈨源担当者と

㐃携を図り、入居者の生活の安定に努める。 

    (2) サービス向上 

     㐃絡会や㢳客満㊊度ㄪ査を中心に、入居者のニーズ把握に努め、可能な㝈り生活環境の整

備を⾜っていく。 

 

㸱 事業ィ画 

       区分 

㡯目 
概  せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員 
備  考 

入居者 職 員 

㐠営管理 

業務ㄪ整会㆟ 㸯回㸭月  㸱㸦㸰㸧  

入㏥居判定会㆟ 㝶時 㸱㸦㸰㸧  

業務ミーティング 毎日 㸰㸦㸯㸧  

健康管理 職員健康デ断 㸯回㸭年 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

㜵災対策 㑊㞴カ練 㸯回㸭月 全員 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

入居者支援 

入居者の相ㄯ受。付 

㠃ㄯ㸦含むご家族、㛵係者㸧 

日常生活支援 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

   

 

   

㸯 

㸯 

㸯 

申し出に応じて対応 

 

申し出に応じて対応 

環境整備 

床清掃 

浴室等共用㒊分清掃 

㸷・㸱月 

毎日 

  

 

世田㇂施タ合同㸦業者委ク㸧 

業者委ク 

⾨生害㥑㝖 㸴回㸭年 全員  世田㇂施タ合同㸦業者委ク㸧 

⾜事参加 

納涼盆㋀り大会 

合同㐠動会 

㸵月 

10月 

希望者 

希望者 

㸱㸦㸰㸧 

㸯 

世田㇂施タ合同 

世田㇂施タ合同 

友愛ふれあい祭り 10月 希望者 㸱㸦㸰㸧 世田㇂施タ合同 

㐃絡会 毎月 全員 㸰㸦㸯㸧  

懇ぶ会  12月 希望者 㸱㸦㸰㸧  

※職員数㸦 㸧は兼務者 
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5 友愛デイサービスセンター 

㞀害福祉サービス 生活介ㆤ事業 

㌟体㞀害者・児短期入所事業 

 

 

㸯 前年度総括 

生活介ㆤ事業は、入所支援施タへの移⾜や㌿居により3名が契約をゎ㝖し、登㘓者は15名となった。

PR活動に努めたものの、新つ利用者の確保には至らず、体ㄪ不Ⰻによる㛗期自宅療㣴や入㝔による欠

席も多く、利用率は低㏞した。 

職員体制は、産休や育休取得の他、体ㄪ不Ⰻによる㛗期欠席者もあり、㠀常に厳しい状況となった。

㝈られた人員㓄置ではあったが、職員相互の㐃携と業務の効率化を図りながら、安全・安心なサービ

スの提供を推㐍することができた。看ㆤ体制も一時は常勤看ㆤ師を 2名㓄置し安定したが、1名が㏥

職した。 

 短期入所事業は、新つに 8名の登㘓者を確保し、安定した継続利用につながっている。昨年度に業

務委ク業者を変更し、可能な㝈り利用希望に応じる体制が整った。体ㄪ不Ⰻによる急なキャンセル以

外は常に満床を維持しており、利用率及び㢳客のホ価は大いに向上した。 

 

㸰 㔜点事㡯  

㸦㸯㸧 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧                  

 

㸦㸰㸧㐠営管理  

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 経営の安定化 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 

経営の安定化   

㸦a㸧生活介ㆤ事業 全職員 対現員利用率75%以上 

㸦b㸧短期入所事業 全職員 利用率95%以上 

㹀 

品㉁ 
㸯 

利用者支援の充実   

(a) 生活支援 全職員 実施ィ画の㐩成 

(b) 健康管理 全職員 実施ィ画の㐩成 

(c) 給㣗 㛵係職員 多彩な㣗事メニューの提供 

(d) サービスホ価 全職員 㢳客満㊊度90㸣以上 

㹁 

人材 

育成 

㸯 

人材マネジメントの取組み   

(a) 人材育成 全職員 
自主勉強会の実施。せ員の㐺格性の早期ぢ
極め 

(b) リスク管理 全職員 不㐺合サービスの発生件数前年度比減 

(c) 業務整備 全職員 実施ィ画の㐩成 

㹃 

その他 
㸯 㛵係者との㐃携 全職員 

全利用者の㛵係機㛵との情報共有と担当
者会㆟への参加 
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   (a) 生活介ㆤ事業 

・世田㇂区・特別支援学校・相ㄯ支援事業所・㞀害者団体・その他㛵係機㛵への営業活動を

継続的に実施し、利用者を確保する。 

・平日の職員㓄置を考慮した上で、祝日を一㒊㛤所し、サービスの向上と収入確保を目指す。 

・㏄㌴時㛫の突発的な変更を希望する利用者については、バス会社と㐃携し第 2 便の㏄㌴体

制により㏻所手段を確保する。 

・引き続き、職員が休暇を取得しやすい㢼土作りに努めるとともに、職員が休暇を取得した

㝿に業務が停滞する事のないよう、職員㛫で業務の共有を推㐍する。 

 

   (b) 短期入所事業 

・世田㇂区・特別支援学校・相ㄯ支援事業所・㞀害者団体・その他㛵係機㛵への営業活動を

継続的に実施し、安定した利用率の維持に努める。 

・委ク業者の介ㆤ人を対㇟とした研修会を年に1回以上実施し、介ㆤ力の強化とサービス向

上を推㐍する。 

・利用者及び家族からニーズの㧗い土日祝日における日中時㛫帯の外出支援について、対応

範囲を再検ウし、㢳客満㊊度の向上に努める。 

・懇ㄯ会を㛤催し、利用者及び家族との㐃携強化とサービス向上に努める。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利用者支援の充実 

㸦a㸧生活支援 

(㺏) 活動の充実 

・日中活動の内容を再検ウするとともに、研修の参加・専㛛職との㐃携・文献などから最新

の知㆑・技⾡を取り入れ、効果的な活動の提供に努める。 

・個別支援ィ画に基づき、利用者ニーズに応じたカ練活動や外気浴などの安楽活動を提供す

る。 

・利用者及び家族から好ホを得ているㄢ外活動を継続して実施する。 

・サービス管理㈐任者を中心に、世田㇂区の技⾡支援事業により招聘した理学療法士やゝㄒ聴

ぬ士と支援内容の定期的なホ価と再検ウを⾜い、効果的なカ練を実施する。 

・排痰促㐍や側彎の㐍⾜予㜵のほ点から、腹臥位療法を継続する。 

 

(㺐) 㹏㹍㹊の向上 

・日中活動で作成された作品や⾜事・活動の写真・映像などを、家族も含め施タ内外へ積極

的に発信する。 

・利用者自㌟が㞟団の中で自己を⾲現し肯定感を㧗められるように、利用者のニーズや嗜好

を日中活動に反映させる。 

 

(㺑) 介ㆤ支援の提供 

・利用者の能力に応じた㐺切な介ㆤ支援を提供し、残存能力の維持と機能向上を図る。 

・おむつなどの介ㆤ用品について、利用者の状況に則した物品の提案や㐺切な使用を支援する。 

 

(㺒) 個別支援ィ画の充実 
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・利用者への支援内容を細㒊に亘り平準化できるよう、新たに支援実施書㸦仮称㸧を整備す

る。 

・アセスメントシートの内容をぢ直し、より細かな利用者の状況やニーズの把握に努める。 

・従来の生活支援員会㆟を、個別支援ィ画策定に㛵わる支援内容を検ウする場とし、個別支

援ィ画の精度向上と支援内容の共有強化を図る。 

・世田㇂区の技⾡支援事業により招聘された理学療法士・ゝㄒ聴ぬ士とともに、個別支援ィ

画におけるカ練や介ㆤ支援を定期的にホ価し、㐺切な支援の継続と改善に努める。 

・相ㄯ支援事業所と㐃携し、個別支援ィ画と相ㄯ支援事業所が策定するサービス等利用ィ画

の内容について協㆟し、支援の向上に努める。 

 

(㺓) 生活環境の整備      

・引き続き㸲S点検㺃㜵災自主点検㺃タ備自主点検を実施し、タ備管理と環境整備に努める。 

・利用者がどぬ的にも楽しさを感じられるよう、カ練室と浴室を季節やイベントに応じて

㣭する。 

・利用者の所有物は、㡸かることを止め当日の持参を推㐍するとともに、利用者の状況に合

わせて各㒊屋の使用方法や物品管理を再検ウし、㝈られたスペースの有効活用と安全・安

心なサービス提供に努める。 

・短期入所の入浴サービスはシャワー浴のみであるが、機械浴槽導入のせ望が多いため、シ

ャワー室にタ置できる機械浴槽の㉎入を検ウする。 

 

㸦b㸧健康管理 

・㏻所中のバイタルサインの変化や健康情報、主治医への受デ情報を利用者及び家族と共有

し、㏻所による疲労や体ㄪ不Ⰻの予㜵に努める。また、生活リズムを整え㌟体機能の維持・

向上が図れるよう、㏻所中の生活情報の提供や㛵㐃㈨料の提供の他、㐺宜健康指導を実施

する。 

・月一回の嘱ク医の健デにおいて、㏻所中の健康管理情報と利用者及び家族から聴取した情

報を嘱ク医と共有し、必せに応じて利用者・家族へ嘱ク医の助ゝを伝える。また、嘱ク医

に㝶時助ゝを求められるよう、メールの交信による対応方法を検ウする。 

・生活支援員の医療的ケアや健康管理㸦主に排便コントロールや口腔ケア㸧に㛵する知㆑を

深めるため、看ㆤ師主導の内㒊研修を実施する。 

・より㐺切な口腔ケアが実施できるよう利用者及び家族へ新たな口腔ケア用品を提案する。

また、職員の口腔ケア技⾡を向上させるため、研修への参加を検ウする。 

・医療的ケアをせする利用者のサービス担当者会㆟や㏥㝔カンファレンスは、可能な㝈り参

加し、㛵係者と㐃携を強化するとともに、㏻所と在宅双方における効果的な健康管理を推

㐍する。  

 

(c) 給㣗 

・利用者の状況に応じた安心安全な㣗事の提供はもとより、給㣗委ク業者と㐃携して利用者

の希望に沿ったリクエスト㣗や、季節感にあふれぢた目も楽しめる⾜事㣗を提供する。 

・広く清潔な友愛園一㝵㣗堂での㣗事提供を検ウする。 

・短期入所におけるソフト㣗の導入について、検ウする。 
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(d) サービスホ価 

・㢳客満㊊度ㄪ査の㉁問内容をぢ直し、実効性の㧗いㄪ査を実施することで利用者及び家族の

ニーズや事業のㄢ㢟を㐺切に抽出し、サービスの向上を推㐍する。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 人材マネジメントの取組み 

(a)  人材育成 

・職員のキャリアや求められる専㛛性に応じた外㒊研修の受ㅮを推㐍し、学び得たぢ㆑を発⾲

することで、組織的な支援力及びサービスの向上と、職員のプレゼンテーション力を㔊成す

る。 

・㧗まる医療的ケアのニーズに対応するため、㠀医療従事者による喀痰吸引等ㄆ定従業者の㏣

加登㘓を⾜う。 

・引き続き、国家公務員の介ㆤ体㦂や中学生の福祉体㦂、大学生の社会福祉士実習、インター

ンシップなど様々な分㔝からの実習生を受け入れ、地域交流と福祉人材の育成に㈉献すると

ともに、実習担当職員の指導力を育成する。 

・利用者に対する接㐝マナーの実施状況を職員会㆟で確ㄆし、㐺切なマナーの㑂守と㧗いサー

ビス意㆑の維持に努める。 

 

(b)  リスク管理 

・リスクに㛵する内㒊研修を実施するとともに、日々発生するリスク内容や再発㜵止対策の情

報を確実に共有し、リスクに対する知㆑や意㆑を深め、発生を抑制する。 

・短期入所においては、介ㆤ人の特性や勤務形態によるリスクの傾向を分析し、利用者の状況

も勘案した研修を実施する。 

 

(c)  業務整備 

・業務の定型化と縮小化を推㐍し、㔜」している書㢮作成などの業務を改善するとともに、職

員の役割に応じた職務を明確にすることで、効率的に業務を㐙⾜する。 

・業務手㡰書の整備を継続し、職員の力㔞や経㦂に依らないサービス提供の体制構築と、職員

がムリ・ムダ・ムラなく業務を㐙⾜できる環境を整備する。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 㛵係者との㐃携 

・世田㇂区が主催する自立支援協㆟会へ積極的に参加し、㞀害者支援や地域福祉に㛵する情報

の収㞟と㛵係機㛵との㐃携を深める。 

・サービス向上と情報共有を目的とし、業務委ク業者と以下の㏻り定例会を㛤催する。 

短期入所業務委ク業者・・・・1回/月 

給㣗業務委ク業者・・・・・・1回/月 

㏦㏄業務委ク業者・・・・・・2回/年 
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㸱 事業ィ画 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

ア 職員会㆟ 

イ 生活支援員会㆟ 

ウ 活動会㆟ 

エ 業務ㄪ整会㆟ 

オ 看ㆤ師会㆟(友愛デイ) 

カ ケース会㆟ 

キ サービスプラン㠃ㄯ 

ク 短期入所ㄪ整会㆟ 

ケ ⱞ情ゎ決委員会 

コ 介ㆤ職員会㆟ 

サ 相ㄯ員等会㆟ 

シ 看ㆤ師会㆟(世田㇂施タ) 

ス 世田㇂区㌟㞀施タ㛗会 

セ 短期入所施タ㐃絡会 

ソ 利用ㄪ整会㆟ 

タ 業務委ク業者協㆟会 

チ 自立支援協㆟会 

ツ 医療的ケア提供施タ会㆟ 

テ 㧗次脳機能㞀害㛵係施タ 

㐃絡会 

 

月1回 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

㝶時 

年2回 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

年6回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

生活支援員 

㛵係職員 

職種代⾲ 

看ㆤ師 

全員 

全員 

㛵係職員 

㛵係職員 

生活支援員 

㛵係職員 

看ㆤ師 

センター㛗 

センター㛗 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

センター㛗 

生活支援員 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタリングを含む 

 

 

 

情報交換 

同上 

㛵係者との情報交換 

同上 

新つ利用者のㄪ整 

委ク業者との意ぢ交換 

㛵係機㛵との㐃携強化 

情報交換 

情報交換 

 

②職員研修 ア 内㒊研修 

・スキルアップのための各職

種による研修 

イ 法人研修 

・基礎ㅮ座 

・⾨生ㅮ座 

・会ィ経営ㅮ座 

ウ 外㒊研修 

 

㝶時 

 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

  

全員 

 

全員 

未受ㅮ者 

未受ㅮ者 

未受ㅮ者 

全員 

 

伝㐩研修を含む 

③健康管理 ア 定期健康デ断 

イ 検便 

年㸯回 

毎月 

 

 

全員 

全員 

 

 

④㜵災対策 ア 㑊㞴カ練 

イ 安全委員会 

ウ ㏻所バス㑊㞴カ練 

毎月 

奇数月 

1回 

全員 

 

全員 

全員 

担当職員 

全員 

 

 

㏻所バス毎に実施 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(2)利用者支援 

①支援方㔪 

 

ア サービスプラン作成 

イ サービスプラン㠃ㄯ 

ウ 㛵係事業者担当者会㆟ 

 

㏻年 

年2回 

㝶時 

 

全員 

全員 

全員 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

サビ管 

 

プラン変更は㝶時 

 

情報共有・支援強化 

②健康管理 ア バイタルチェック 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導(健デ) 

毎日 

月1回 

月1回 

全員 

全員 

全員 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

嘱ク医師 

 

③家族会・懇ㄯ会 ア 事業報告㺃情報提供等 

  ・家族会 

  ・懇ㄯ会 

 

年2回 

年6回 

 

家族 

家族 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

④⾜事 ア 施タ主せ⾜事 

・ゆとり外出 

・ㄢ外活動 

・季節⾜事 

イ 法人三大⾜事 

・盆㋀り 

・合同㐠動会 

・ふれあい祭り 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

7月 

10月 

10月 

 

希望者 

希望者 

希望者 

 

希望者 

希望者 

希望者 

 

㛵係職員 

㛵係職員 

全員 

 

全員 

全員 

全員 

 

 

 

 

 

 

 

(3)実習生・ボラン

ティア受入 

ア 目㯮短期大学実習 

イ 国家公務員初任⾜政研修 

ウ 職場体㦂実習 

エ インターンシップ実習 

オ 昭和女子大実習 

未定 

6月・7月 

3月 

㝶時 

11月・12月 

 㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

1回2名 

1回3名 

1回2名 

 

1回1名 
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㸴 友 愛 ホ ー ム 

㸦㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 

前年度の収支状況については、利用率が年㛫目標値の97.0㸣を上回り、事業活動収支の状況も㸲

期㐃続で㯮字を㐩成するぢ㎸みである。利用率上昇については、㹂㹔保ㆤケースなど⾜政からの緊

急入所の依㢗に応じる為、短期入所として受入れを⾜った結果、㏿やかな定員充㊊にもつながり収

入㠃で安定したとゝえる。引き続き、柔㌾な対応と円滑な受入れが⿕措置者の獲得に欠かせない状

況である。一方、施タ整備では、浴槽給湯機、居室エアコン、ナースコールの修理など老朽化タ備

の改修に努めた。また、レジオネラ症予㜵対策として循環型浴槽の㓄管消毒を実施した。 

利用者サービスでは、10 月に予定した一泊旅⾜⾜事は台㢼 19 号の影㡪を受け止む無く中止とな

った。また、㏻㝔支援が必せな利用者への対応について検ウし、1 月からゼ問デ療の導入を㛤始し

た。これにより、支援員が㏻㝔支援に㛵わる時㛫を短縮させるぢ㏻しである。 

11月 14日、18日には、3年ぶりに東京㒔実地検査が入り、口㢌指摘があった感染症対策指㔪の

ぢ直しなど㡰次改善を⾜った。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 (1)  方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目 標 値 

㸿 
経営
㈈務 

㸯 

安定的な事業経営 

(a)安定した利用率の確保 

(b)働きやすい職場環境の改善 

 
(a)相ㄯ員 
(b)全職員 

(a)利用率目標97.0㸣以上 

(b)①有給休暇の10日以上取得(全員) 

  ②職員アンケート㸦年㸯回実施㸧 

㹀 
品㉁ 

㸯 

利用者支援の充実 

(a) 個別支援ィ画のぢ直し 

(b) 生活の手引きのぢ直し 

(c) 地域における公益活動のぢえる化 

相ㄯ員 

 

(a)全員年㸯回と状態変化時に実施 

(b)㸷月までにぢ直し案を作成 

(c)事業継続と手㡰の作成 

㸰 

安全・安心の提供 

(a) 大つ模災害を想定した準備活動 

(b) タ備等の更新ィ画の作成 

(c) 外出⾜事の整理と充実 

(d) 支援員室の作業環境の改善 

支援員 

(a)BCPによるカ練を年㸯回実施 

(b)㸶月までにィ画案を作成 

(c)㸷月までにぢ直し案を作成 

(d)㸷月までに改善案を作成・実施 

㸱 

健康管理 

(a)感染症対策の徹底 

(b)ゼ問デ療導入後のホ価 

看ㆤ師 

(a)職員研修と利用者への啓ⵚ活動を各年

㸰回以上実施 

(b)㸷月にホ価を実施 

㸲 

給㣗・栄㣴に㛵する支援 

(a)給㣗満㊊度向上への取り組み 

(b)老朽化したタ備等の更新 

栄㣴士 
(a)嗜好ㄪ査を年㸰回実施 

(b)㣗器消毒保管庫の更新 
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㹁 
人材 
育成 

㸯 

人材育成マネジメント 

(a)ィ画的な人材育成 

(b)内㒊研修の㛤催 

(c)内㒊監査とYS更新 

役職者 

(a)当直研修により㐺格性確ㄆを実施㸦入職

後2か月以内を目㏵㸧 

(b)全体研修と伝㐩研修の実施 

(c)全体ィ画に合わせた実施と受審 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 安定的な事業経営 

㸦㹟㸧安定した利用率の確保 

前年度の措置理由の傾向として、家族からの㹂㹔保ㆤによる緊急入所の依㢗が多く、これらの

相ㄯを短期入所で受けることで㏿やかな入所ができ定員充㊊につながった。今年度も引き続き、

柔㌾な対応により安定した利用率を確保していく。 

㸦㹠㸧働きやすい職場環境の改善 

ワークライフバランスの充実により人材の確保・定着につなげていく。 

①職員全員が有給休暇10日以上を取得できる職場環境を維持していく。 

②職員の意ぢを業務に反映しながら職場環境の改善と職員の自己実現につなげていく。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利用者支援の充実 

㸦㹟㸧個別支援ィ画のぢ直し 

   現在、年㸰回の定例ケース会㆟を年㸯回とし、利用者の状態変化に伴う㝶時の検ウ会㆟を確実

に⾜える仕組みにぢ直す。背景に利用者の半数以上がせ介ㆤㄆ定を受けており、居宅サービスィ

画書と施タの支援ィ画書の整合が取れない状態がある。㝶時検ウの時期を介ㆤㄆ定の新つ申ㄳ並

びに区分変更申ㄳの検ウ時とすることで施タの支援ィ画の意向を反映させる。 

㸦㹠㸧安心の暮らしの実現 

   㢳客満㊊度ㄪ査の結果から、利用者の約㸴割が他利用者の生活ルールの㐪反に不満を抱いてい

ることがわかった。改めて「生活の手引き」をぢ直し利用者へㄝ明を⾜うことで、利用者相互が

安心できる環境を整備していく。 

㸦㹡㸧地域における公益活動のぢえる化 

   当園では、地域住民のサークル活動の受入れ及び給㣗提供を⾜っているが、参加者の㧗㱋化や

人員の入れ替わりもあり約束事㡯などの引き継ぎが㞴しくなっている。本事業が地域㈉献活動と

して継続できるように受入れ手㡰等を作成し整備していく。 

 

㹀㸰 安全・安心の提供 

㸦㹟㸧大つ模災害を想定した準備活動 

   㹀㹁㹎による実地カ練を⾜い職員が実㝿に体㦂することで気づきやㄢ㢟を抽出する。一つ一つ

のㄢ㢟を検ウ・改善し、㹀㹁㹎を更新することで㹎㹂㹁㸿サイクルを回していく。 

㸦㹠㸧タ備等の更新ィ画の作成 

   入浴タ備、空ㄪタ備、洗濯機などの付帯タ備や備品の耐久年数等から中㛗期の更新ィ画を作成

し更新に努める。また、居室レイアウトの変更やトイレのバリアフリー化等を検ウしていく。更

に、利用者からの㜵犯対策についてのせ望を受け、外㒊からの侵入者対策として㜵犯カメラのタ

置を検ウしていく。 
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㸦㹡㸧外出⾜事の整理と充実 

   個別ニーズへの対応としてマンツーマンサービスを提供する中で、外出クラブ、友㐟会㸦散歩

等㸧、一泊旅⾜、バスハイクの外出企画がある。利用者全体が利用しやすく有㝈の㈨源を効率的

に活用できる仕組みを検ウしていく。更に、一泊旅⾜参加ニーズが減少しており企画存続の可能

性等について検ウしていく。 

㸦㹢㸧支援員室の作業環境の改善 

   支援員室では、当日のデイサービス利用者の⾰㢮等を一時的に㡸かっており、その管理と場所

の確保が必せになっている。また、外㒊の介ㆤ事業所のスタッフの出入りも多く個人情報保ㆤの

ほ点から支援員室の作業環境の改善が必せであり、必せな検ウを実施していく。 

 

㹀㸱 健康管理 

㸦㹟㸧感染症対策の徹底 

   インフルエンザ感染症やノロウイルスや㣗中毒予㜵等について、職員研修の㛤催と全体会等を

㏻じて利用者への啓ⵚ活動を⾜っていく。 

㸦㹠㸧ゼ問デ療導入後のホ価 

   前年度㸯月から段㝵的に導入しているゼ問デ療の受入れについて、利用者の健康管理上の問㢟

点の有無、㏻㝔同⾜の支援による㈇担減少の程度、利用者の㈇担等をホ価し、継続可否を検ドし

ていく。 

 

㹀㸲 給㣗・栄㣴に㛵する支援 

㸦㹟㸧給㣗満㊊度向上への取り組み 

  嗜好ㄪ査アンケートを年㸰回実施し、利用者の満㊊度向上につなげていく。 

㸦㹠㸧老朽化したタ備等の更新 

  㣗器消毒保管庫は既に耐久年数を経㐣している為、更新を⾜う。 

 

㹁 品㉁ 

㹁㸯 人材育成マネジメント 

㸦㹟㸧ィ画的な人材育成 

   新つ採用から㸰か月㛫の当直業務の教育を㏻じ、そのせ員の㐺格性を確ㄆする。 

㸦㹠㸧内㒊研修の㛤催 

   感染症対策、事故㜵止対策、㌟体拘束㜵止、㧗㱋者待㜵止を必㡲研修としィ画する。また、

外㒊研修参加後の伝㐩研修を⾜う。 

㸦㹡㸧内㒊監査とYS更新 

   法人内㒊監査ィ画に従い事業所㛫監査及び施タ内㒊監査を⾜うことで内㒊監査員は経㦂を積

していく。同時に受審対応することで ISOの理ゎを深めていく。また、YSぢ直しを㐍めていく。 
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㸱 事業ィ画 

①会㆟・委員会等 

名   称 内     容 実施回数 対 ㇟ 者 

業務ㄪ整会㆟ 

職員会㆟ 

支援員会㆟ 

感染症対策委員会 

事故㜵止対策委員会 

㌟体拘束㐺正化委員会 

㧗㱋者待㜵止対策委員会 

㔜度化対策検ウ委員会 

ケース会㆟ 

申し㏦り 

ホーム㐠営上の㔜せ事㡯の方㔪決定 

周知事㡯の確ㄆ、全体処㐝の検ウ㺃決定 

支援内容と支援員業務についての検ウ 

感染症対策及び安全⾨生に㛵する検ウ 

事故㜵止及び再発㜵止の具体策検ウ 

㌟体拘束㜵止及び対策検ウ 

権利擁ㆤ及び㧗㱋者待㜵止対策検ウ 

ADL等低下者の処㐝方㔪の検ウ・決定 

個別支援ィ画の検ウ 

日々の支援状況の確ㄆ 

 月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

年㸲回 

月㸯回 

年㸰回 

年㸰回 

年㸲回 

毎月 

朝・夕 

園㛗・各職種代⾲ 

全職員 

支援員 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

園㛗・各職種代⾲ 

全利用者㸦年㸯回以上㸧 

全職員 

内㒊職員研修会 感染症対策研修 

事故㜵止対策研修 

㌟体拘束㜵止研修 

㧗㱋者待㜵止研修 

伝㐩研修 

㹀㹁㹎カ練 

年㸰回 

年㸰回 

年㸰回 

年㸰回 

年㸯回以上 

年㸯回 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

㢳客満㊊度ㄪ査 

福祉サービス第三者ホ価 

ISO内㒊監査 

職員アンケート 

㹁㹑アンケートㄪ査 

外㒊ホ価機㛵によるㄪ査 

事業所㛫監査・施タ内㒊監査 

㹃㹑アンケートㄪ査 

年㸯回 

年㸯回 

年㸯回 

年㸯回 

全利用者 

全職員・全利用者 

全職員 

全職員 

② ㅖ⾜事 

名   称 概     せ 実施予定 備  考 

⾜事 

おⰼぢ 

ミニ㐠動会 

宿泊旅⾜ 

バスハイク 

七夕 

盆㋀り大会 

敬老会 

ふれあい祭り 

ⰼ火をほる会 

合同㐠動会 

忘年会 

新年祝㈡会 

節分・㇋まき 

懇ㄯ会 

  全体会 

 

桜木名所めぐり 

屋上にて㐠動会 

一泊バス旅⾜ 

日帰り旅⾜ 

屋上にて夕涼み 

地域交流 

敬老と㛗寿を祝う 

地域交流 

屋上にてⰼ火㚷㈹ 

地域交流 

年忘れの宴会 

新年祝いの㞟い 

節分⾜事 

 

利用者への伝㐩・啓ⵚ 

 

㸲月 

㸳月 

㸳月 

㸴月 

㸵月 

㸵月 

㸷月 

㸯㸮月 

㸯㸮月 

㸯㸯月 

㸯㸰月 

㸯月 

㸰月 

 

月㸯回 

 

 

 

社会ぢ学 

社会ぢ学 

 

法人三大⾜事 

 

法人三大⾜事 

玉川ⰼ火大会 

法人三大⾜事 

 

 

 

 

全利用者対㇟ 
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グループ別懇ㄯ会 

家族会 

給㣗⾜事 

よりどりランチ 

ホーム喫Ⲕ 

創立グ念日特別献立 

㟷空ランチ 

その他の⾜事 

映画㚷㈹会 

変わり湯 

法せ 

節句 

マンツーマンサービス 

利用者ニーズの把握 

家族等との意ぢ交換 

 

バイキング㣗等 

喫Ⲕと㡢楽演奏 

特別弁当 

㔝外㣗 

 

 

 

春彼岸、盆法せ 

桃、端午など節句㣭り 

個別希望の外出など 

㝶 時 

年㸯回 

 

年㸰回 

年㸰回以上 

㸷月 

㸯㸮月 

 

毎 月 

毎 月 

3・8月 

3・5月 

毎 月 

利用者・担当職員等 

利用者家族 

 

 

 

 

 

 

 

憩いの場でのおやつ提供 

砧ホームとの合同 

㣭りつけ 

希望利用者対㇟ 

③ 介ㆤ予㜵活動 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 
備考 

のびのびグループ 

石渡体操 

友㐟会 

ゲートボール 

朝の体操 

アニマルセラピー 

外出クラブ 

㡢楽タイム 

個別㡢楽療法 

アロマセラピー 

㡢楽療法 

石渡先生による体操 

㏆㞄散策や室内ゲーム 

ゲームを㏻しての㐠動 

ラジオ体操など 

動物とのふれあい 

㈙い物や外㣗など 

ピアノと合唱 

歌と演奏の個人教室 

リラクゼーションタイム 

月㸱回 

月㸰回 

月㸰回 

月㸰回 

毎 日 

㝸 月 

毎 月 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

ㅮ師㸯名 

ㅮ師1名 

㸫 

ㅮ師㸯名 

㸫 

ㅮ師㸯名 

㸫 

ㅮ師㸯名 

ㅮ師㸯名 

変わり湯で実施 

④ グループワーク 

ホームの活動には、地域住民が参加できる㸳つの活動がある。 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 
備考 

書㐨㸦地域参加㸧 

⳹㐨 

リ吟㸦地域参加㸧 

歌の会㸦地域参加㸧 

楽しい歌声会 

絵手紙㸦地域参加㸧 

料理・おやつ 

書㐨 

⳹㐨 

リ吟指導 

日本の歌合唱 

日本の抒情歌等合唱 

絵手紙指導 

ㄪ理実習 

月㸰回 

月㸰回 

月㸯回 

月㸯回 

月㸰回 

月㸯回 

月㸯回 

ㅮ師㸯名 

㸫 

ㅮ師㸯名 

㸫 

ㅮ師㸰名 

ㅮ師㸯名 

㸫 

⑤ 健康管理 

 嘱ク医師との㐃携を⾜い日常の健康管理や必せに応じて⸆の管理を⾜う。また、ゼ問デ療導入後

のホ価を⾜う。 
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       区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

健康デ断 

 

健康デ断 

 

健康維持活動 

インフルエンザ予㜵 

デ察・医療相ㄯ 

定期健康デ断 

新つ入所健康デ断 

基本健康デ査 

歯科検デ 

全体会等 

予㜵接種 

健康に㛵する相ㄯ 

年㸰回 

㝶時 

ㄌ生月又はその前後 

㝶時 

年㸰回 

年㸯回 

毎月第1火曜内科 

毎月第1㺃3月曜精神科 

毎日 看ㆤ師 

全 員 

対㇟者 

全 員 

対㇟者 

全 員 

希望者 

看ㆤ師 

〃 

 

契約医 

看ㆤ師 

全 員 

嘱ク医 

〃 

看ㆤ師 

嘱ク医 

 〃 

世田㇂区医療機㛵 

 

⑥ 給㣗・栄㣴に㛵する支援 

  ⾜事㣗やお楽しみ献立など㣗事の提供方法に工夫し給㣗満㊊度の向上に努める。また、個別栄

㣴管理について多職種と情報共有し利用者の健康管理につなげていく。 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㣗事アンケート 

個別栄㣴管理 

残さいㄪ査㐌㛫 

栄㣴情報のㄝ明 

栄㣴情報提供活動 

特別㑅択㣗 

お楽しみ献立 

㣗事に㛵するアンケート 

栄㣴スクリーニングの実施 

㣗事の残㣗状況のㄪ査・分析 

㣗事・栄㣴情報のㄝ明 

栄㣴に㛵する情報等の掲示 

2種㢮の料理からの㑅択 

季節の特別献立 

年㸰回 

㝶 時 

毎 月 

㝶 時 

㝶 時 

月㸯回 

月㸯回 

全 員 

〃 

〃 

  〃 

〃 

〃 

〃 

栄㣴士 

〃 

〃 

〃 

〃 

㸫 

㸫 
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㸵 友 愛 Ⲯ  

㸦特別㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 

   移㌿改築については、8 月に東京㒔の内示があり正式に決定した。その後、9 月の理

事会を経て 11 月に一⯡競争入札及び工事ㄳ㈇契約を締結し、12 月に地㙠祭を⾜い工事

着工となった。 

土地についても 11 月に地主様と一⯡定期借地権タ定契約を締結した。また、「定期借

地権利用による整備促㐍特別対策事業⿵助㔠」及び「借地を活用した特別㣴ㆤ老人ホー

ム等タ置支援事業⿵助」においても 12月に交付申ㄳを⾜い、1月に交付決定㏻知を受け

た。 

1月から実㉁的な工事が始まり、総合定例打合せで工事㐍捗状況の確ㄆを⾜っている。

建物のハード㠃と並⾜して施タ㐠営のソフト㠃もプロジェクトチームを発㊊させ、砧ホ

ームとも㐃携し情報を共有しながら新しい友愛Ⲯの施タづくりに取り組んでいく。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧                     

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 安定的な事業経営 相ㄯ係 
ベッド稼働率96% 

空床発生から7日以内の入所 

㸰 移㌿改築に向けた準備 移㌿改築準備室 

定例総合会㆟における工事㐍捗確ㄆ 

備品㑅定・入札 

介ㆤロボット・福祉機器の㑅定 

引っ㉺しィ画・準備 

㛤所式ィ画・準備 

各つ定、マニュアルの改  ゞ

 㸱 
施タづくりに向けた取り組

み 
友愛ⲮPT 

ワークショップの㛤催 

コンセプト策定 

施タぢ学 

㹀 

品㉁ 

㸯 
移㌿先地域における公益的

活動の検ウ 
移㌿改築準備室 

各町内会との㐃携 

Dトイレプロジェクトへの参加 

㸰 ユニットケア研修 全職員 

外㒊ㅮ師研修 

個別ケア研修 

24Hシートのヨ⾜実施 

クックチルによる㣗事の提供方法 

8H夜勤のヨ⾜ 

個別入浴のヨ⾜実施 

多床室における個別ケアの研究 

砧ホームとの相互研修 

㸱 利用者ニーズへの対応 㛵係職種 

ユニット及び多床室の希望ㄪ査 

居室の決定 

移㌿ㄝ明会の㛤催 
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㸲 医療ニーズへの対応 介ㆤ係 喀痰研修修了者の増加 2人 

 

 

㹁 

人材 

育成 

㸯 ユニットリーダーの育成 介ㆤ係 ユニットリーダー研修受ㅮ 

㸰 人材確保 園㛗・庶務 
介ㆤ職員 25名 

在住外国人及び元気㧗㱋者の採用 

 㸱 新人職員向けOJTのぢ直し 介ㆤ係 
チューター制度におけるマンツーマン

方式の導入 

㹃 

その他 

㸯 現地域への感ㅰ 相ㄯ係 図師町感ㅰ祭の㛤催 

㸰 移㌿先地域との㛵係構築 移㌿改築準備室 病㝔・居宅事業所との㛵係構築 

 

(2) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 安定的な事業経営 

  空床発生から7日以内に次の利用者を入所させ、継続して稼働率を上げる取り組みをしてい

く。ショートステイの環境が他施タと比㍑すると厳しい条件にあるため、全体の稼働率が上が

らないせ因にもなっている。本入所のベッドを空けないことに㔜点を置き、稼働率 96%を目標

値として取り組む。 

㸿㸰 移㌿改築に向けた準備 

  移㌿を 1年後に控え、工事の㐍捗確ㄆを始め備品や福祉機器の㑅定等決定していかなければ

ならない事㡯が多数あるが、本㒊や砧ホームと㐃携し不備のないように㐍めていく。 

  㸿㸱 施タづくりに向けた取り組み 

    株式会社ウチダシステムズとコンサルタント契約を結び、ワークショップを㛤催しながらコ

ンセプトの策定や新しい施タづくりを検ウし、職員の意欲向上を図る。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 移㌿先地域における公益的活動の検ウ 

  ㏆㞄の 3町会や団体等との㛵係を構築しながら、南大㇂の地域性やニーズを情報収㞟し、友

愛Ⲯとしてできることを模索していく。  

  また、在宅介ㆤをしている方が外出時に2人でトイレに入るのは周囲の目があり精神的㈇担

となって外出しなくなったというッえから、町田市内で「Dトイレプロジェクト」㸦トイレの㈚

し出し㸧が立ち上がり、地域の事業所が㐃携してトイレを㈚す仕組み作りに参加していく。 

㹀㸰 ユニットケア研修 

  1 年後の㛤所に向けてユニットケア研修を強化し具体的なユニットの㐠営方法を学んでいく。

研修への参加だけではなく、24Hシートや個別入浴、8H夜勤もヨ⾜していく。また、㣗事につ

いてもクックチルのユニットㄪ理に変わるため具体的な提供方法を習得する。 

  多床室においても環境が変わることで個別ケアが実㊶できるようになるため、多床室におけ

る個別ケアも並⾜して検ウしていく。  

  介ㆤロボットや福祉機器の導入方法については、すでにモデル施タとして実績のある砧ホー

ムと㐃携して相互研修を実施する。    

㹀㸱 利用者ニーズへの対応 

    ユニットと多床室の併タになることから、利用者及び家族の希望をㄪ査し経済状況や利用者



 46 

本人の特性等を相ㄯしながら、居室を決定していく。また、移㌿ㄝ明会を㛤催し、工事の㐍捗

状況や引っ㉺しまでのスケジュール、契約書及び㔜せ事㡯ㄝ明書の内容等を丁寧にㄝ明してい

く。 

㹀㸲 医療ニーズへの対応 

喀痰吸引の必せな利用者のニーズは㧗く、受け入れ条件を拡大するとともに、夜㛫帯の安全

を確保するために継続して㈨格保有者を2名以上増やす。 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 ユニットリーダーの育成 

  ユニットを希望し、ユニットリーダーとしての㈨㉁と意欲のある職員をユニットリーダー研

修に参加させ、ユニットリーダーとしての役割や具体的な㐠営方法を検ウしていく。    

㹁㸰 人材確保 

  㛤タ時にフルオープンするためには介ㆤ職員をあと 25 名採用する必せがあるため、様々な

手法を㥑使して獲得に努めていく。 

  また、町田市の取り組みとして市内の在住外国人の人材確保を目的に町田市介ㆤ人材㛤発セ

ンターが中心となって国㝿ケアサポート会㆟を㛤催し、イベントを⾜っている。友愛Ⲯにおい

ても 2人の在住外国人と1人の留学生を獲得した。今後も在住外国人のネットワークを活用し

て採用のすそ㔝を広げていく。 

㹁㸱 新人職員向けOJTのぢ直し  

  これまで教育担当がOJTを活用しながら新人教育を実施してきたが、定着率を上げるために

も安心して働ける職場づくりの一環として、マンツーマンで担当職員と同じシフトで丁寧に教

育する方法を導入する。 

 㹃 その他 

㹃㸯 現地域への感ㅰ 

  46年㛫お世ヰになった地域の方への感ㅰの気持ちを⾲すイベントを㛤催する。 

㹃㸰 移㌿先地域との㛵係性構築 

  移㌿後は圏域が変わるため、新たに協力病㝔等や居宅事業所との㐃携方法を検ウし、㛵係を

構築していく。    

 

㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ケア会㆟ 

・リーダー会㆟ 

・医務会㆟ 

・給㣗会㆟ 

・㆙備会㆟ 

・移㌿改築PT 

 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

年2回 

㝶 時 

 

 

 

 

㛵係職員 

全職員 

㛵係職員 

介ㆤ係 

医務係 

㛵係職員 

庶務㒊 

担当職員 

 

 

 

 

 

 

委ク業者 

委ク業者 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

② 委員会 ・教育委員会 

・待㜵止委員会 

・㌟体拘束廃止委員会 

・安全委員会 

・⾨生委員会 

・感染対策委員会 

・事故㜵止委員会 

・ISO委員会 

・〟瘡予㜵対策委員会 

・サービス向上委員会 

・第三者ⱞ情委員会 

・入所検ウ委員会 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

㝸 月 

㝸 月 

 㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊委員 

外㒊委員 

③ 職員研修 ・外㒊研修 

・法人内研修 

・ユニットケア研修 

・喀痰研修 

・内㒊研修 

  待㜵止 

  ㌟体拘束 

  感染予㜵 

  事故㜵止 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

 

年1回 

年1回 

年2回 

年1回 

 㛵係職員 

㛵係職員 

対㇟職員 

対㇟職員 

 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

 

法人教育委員

会 

 

④ 研究㒊会 ・摂㣗㒊会 

・看取り㒊会 

月㸯回 

月㸯回 

 㛵係職員 

㛵係職員  

 

⑤ 健康管理 ・定期健康デ断 

・ストレスチェック 

・夜勤者健康デ断 

・インフルエンザ予㜵接種 

・検便 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

月1回 

 全職員 

全職員 

㛵係職員 

全職員 

㛵係職員 

 

(2)利用者サービス 

①介ㆤ方㔪 

 

 

・ケアプランの作成 

・ケアプラン会㆟ 

・サービス担当者会㆟ 

・臨時ケアプラン会㆟ 

・ケース会㆟ 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

 ケアマネ 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

 

 

家族同席 

 

②家族との㐃携 ・家族懇ㄯ会 

・移㌿ㄝ明会 

年1回 

2回 

 担当職員 

担当職員 

4月 

9月・2月 

③ニーズ把握 

 

・利用者懇ㄯ会 

・給㣗懇ㄯ会 

月1回 

年1回 

希望者 

希望者 

担当職員 

栄㣴士 

 

10月 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

④健康管理等 

 

 

 

 

 

・定期健康デ断 

・体㔜測定 

・⾑圧測定 

・インフルエンザ予㜵接種 

・内科往デ 

・精神科往デ 

・歯科往デ 

・各科受デ 

年1回 

月1回 

毎 日 

年1回 

㐌㸯回 

1回 

㐌㸯回 

㝶 時 

全 員 
全 員 

全 員 

全 員 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

対㇟者 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

㛵係職員 

看ㆤ師 

6㹼12月中 

 

 

11月中一斉 

 

 

 

⑤給㣗㛵㐃 

 

 

 

 

 

 

・嗜好ㄪ査 

・残⳯ㄪ査 

・栄㣴ケアプラン 

・⾜事㣗 

・㑅択㣗 

・セレクトおやつ 

 

年1回 

毎 日  

㝶 時 

年6回 

年8回 

年3回 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

 

 

⑥機能カ練㛵㐃 ・㌟体機能ホ価 

・機能カ練 

・㌴椅子シーティング 

・ポジショニング 

・健康体操 

3ヶ月毎 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

毎 日 

全 員 

全 員 

対㇟者 

対㇟者 

希望者 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

機能カ練指導員 

 

⑦⾜ 事 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おⰼぢ会 

・盆㋀り大会 

・敬老祝㈡会 

・在住外国人交流会 

・合同㐠動会 

・友愛Ⲯの日46’ 

・クリスマス会 

・新年祝㈡会 

・㛤タ式典 

・地域感ㅰ祭 

・友愛シネマcafé 

・友愛㹅㹍 

4月 

8月 

9月 

9月 

11月 

11月 

12月 

1月 

3月 

3月 

年2回 

月1回 

全 員 

全 員 

全 員 

 

希望者 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

希望者 

希望者 

担当職員 

全職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

 

⑧各教室 

 

 

 

 

・⳹㐨 

・カラオケ 

・日本⯙㋀ 

・大正琴 

・レクリエーション 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

希望者 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

⑨日常生活 ・ㄌ生会 

・理美容 

毎 月 

月1回 

全 員 

希望者 

担当職員 

担当職員 

 

(3) その他 

①㜵 災 等 

 

・法定タ備、器具整備点検 

・㜵災カ練 

・地域合同総合カ練 

・参㞟カ練 

・㠀常㣗カ練 

・㉳㟈㌴体㦂 

・備品確ㄆ 

・建物、タ備の点検 

・㟁気工作物点検 

・㠀常㏻報置保守点検 

・灯油地下タンク検査 

・ボイラー点検 

 

年2回 

毎 月 

6月 

9月 

10月 

10月 

9月 

㝶 時 

年7回 

年㸰回 

年1回 

年2回 

  

委ク業者 

㛵係職員 

全 員 

対㇟職員 

全 員 

全 員 

㛵係職員 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

 

②環境⾨生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・害㥑㝖消毒 

・㈓水槽検査清掃 

・煤煙検査 

・床清掃 

・エレベータ点検 

・水㉁検査 

・廃棄物処理 

・循環型浴槽の清掃・消毒 

・循環型浴槽の点検・清掃 

・循環型浴槽の細⳦検査 

年2回 

年1回 

年2回 

年4回 

年4回 

毎 日 

㝶 時 

毎 日 

年2回 

年㸯回 

 

 

 

 

 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

委ク業者 

㛵係職員 

委ク業者 

㛵係職員 

委ク業者 

委ク業者 

 

③地域交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア受入れ 

  ⾜事 

  傾聴 

  清掃 

  各教室 

  ⳹㐨 

カラオケ 

  日本⯙㋀ 

  大正琴  

 レクリエーション 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

 ・各保育園 

・各幼稚園 

・ボーイスカウト 

・天理教年末大掃㝖 

・㞀害者就労支援事業所 

㝶 時 

㝶 時 

7月 

12月 

㝶 時 

 担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

担当職員 

 

④実習生受入 

 

・介ㆤ福祉士 

・中学生職場体㦂 

・特別支援学校インターンシッ

プ 

㝶 時 

年1回 

㝶 時 

 担当職員 

担当職員 

担当職員 
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㸶 砧 ホ ー ム 

㸦特別㣴ㆤ老人ホーム㸧 

㸯 前年度総括 

  世田㇂区内では特に特㣴等の㧗㱋者施タの新タが㝿立っており、事業継続に必せな介ㆤ看ㆤ人材の

確保は一人も叶わなかった。年㛫に採用できた職員は、㐣去に当施タで勤務していた㠀常勤介ㆤ職員

1 名のみであったが、この職員も既に㏥職をしており、介ㆤ看ㆤ職員数は年度当初よりマイナス㸯名

となった。3㝵 5床の再㛤どころか、2㝵の 59床を維持することも㞴しくなっている。この様な状況

下にありながらも、介ㆤ提供体制のぢ直しにより、㛗年に渡り恒常的に慢性化していた“介ㆤ職員の

公休未消化”を完全にゎ消することができた。これに伴い、介ㆤ職員一人当たりが対応する利用者数

の割合は増加したが、第三者ホ価における組織ホ価点の改善やストレスチェックにおける㈇担感の減

少など、“職場の働き易さ”は㏫に向上していると受け取れるデータが出ており、“介ㆤ職を中心とし

た組織づくり”による組織マネジメントの成果を現すことができた。 

毎月の業務ㄪ整会㆟に加え、四半期毎に臨時で拡大業務ㄪ整会㆟を㛤催し方㔪管理を強化すること

で、ハードな㔜点㡯目の数々をィ画的に推㐍することができた。9月に実㊶発⾲に臨んだ「第14回㧗

㱋者福祉実㊶・研究大会アクティブ福祉 in 東京’19」では㐣去に受㈹したことがなかった大会唯一

の最優秀㈹を受㈹し、同大会史上初となる5年㐃続受㈹施タとなり、さらには10月に “即位礼正殿

の儀”に㝿し、国㈱で来日されたチェコ共和国の㤳相夫人が東京㒔の紹介で、介ㆤロボットのど察に

ゼれるなど、名なホ価を得る一年となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担当 目 標 値 

㸿 

経営 

㈈務 

1 

 

経営の安定化 
相ㄯ・ 

経理係 
ベッド稼働率90㸣 

㹀 

品㉁ 

 

1 

 
安全と安心の充実 各WG 

①サービスマナーの向上 

・サービスマナー向上㐌㛫の実施㸦4回/年㸧 

・勉強会の実施㸦2回/年㸧 

②人権擁ㆤ意㆑の向上 

・待のⱆチェックリストの実施㸦㸲回/年㸧 

・勉強会の実施㸦1回/年㸧 

③安全⾨生の向上 ※KYT活動を含む 

・安全⾨生㐌㛫の実施㸦4回/年㸧 

・勉強会の実施㸦2回/年㸧 

㹁 

人材 

育成 

 

1 
専㛛性の向上 

介ㆤ・医務・ 

相ㄯ係 

①キャリア段位ㄆ定者の㍮出㸦2名/年㸧 

②各種勉強会の実施㸦2回/月㸧 

③ICFに基づいたケアプランの作成と定着㸦利用者個別外

出支援の実施を含む㸧 

・アセスメント様式の変更㸦8月末まで㸧 

・アセスメント㐠用マニュアルの作成㸦初版完成㸧 

④アクティブ福祉in東京‘20での発⾲ 

・「権利擁ㆤ×ICT」 

・「介ㆤロボットの継続的な活用」 
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E 

その

他 

1 社会への㈉献 全 係 

①施タぢ学の積極的な受入れ 

・40件、200名㸦年㛫㸧 

②地域向け福祉介ㆤ教室会の㛤催 

・地域向け勉強会の㛤催㸦年4回㸧 

・小中㧗等学校への介ㆤ体㦂への出ㅮ㸦年4回㸧 

・世田㇂区夏休みぶ子介ㆤ施タ体㦂の㛤催㸦8月㸧 

・世田㇂区介ㆤ家族教室㸦2月㸧 

㸰 就業環境の向上 全 係 

①介ㆤロボットの活用 

a.移乗介助(着型) 

・㐠用マニュアル作成 

b.コミュニケーション 

・㐠用マニュアル作成 

C.その他 

・㐺応確ㄆ㸦3機種/年㸧 

②ICTシステムの活用 

a.ぢ守り支援ロボット 

・㐠用マニュアル作成 

b.介ㆤ支援ソフト 

・排泄グ㘓のソフト移⾜ 

・㐠用マニュアルの作成 

c.インカム 

・㐠用マニュアルの作成 

 

 (2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 経営の安定化 

世田㇂区域を管㎄するハローワーク渋㇂における介ㆤサービス㸦常勤㸧の有効求人倍率㸦令和

元年 9月㸧は 16.21倍㸦前年同月比+2.17倍㸧であり、施タを取り巻く介ㆤ人材不㊊は深刻さを

極めている。令和元年度には、世田㇂区だけで特㣴が 4施タ㸦ィ402床㸧㛤所するなど、介ㆤ人

材の㟂せは一層㧗まり、不㊊に拍㌴が掛かっている。最早、地域における介ㆤ職員及び看ㆤ職員

の健全な採用は大変厳しいため、やむなく紹介会社を㢗ることになるが、紹介料は 140万円を㉸

えてきており、現実的に利用できない㸦※1㸧。これらの外的条件に加え、令和2年度は、建て替

え増床ィ画が㐍む友愛Ⲯの組織強化に伴う介ㆤ職員の異動、年度末には看ㆤ職員 2名が定年㏥職

の年㱋を㏄えることとなる。より数少ない職員数で㐠営基準に㐺合しながら事業を継続していく

ために一層の工夫が求められる。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 安全と安心の充実 

 ①サービスマナーの向上 

   㧗㱋者介ㆤにおける対人援助の向き合い方として、東社協㧗㱋協が主催するサービスマナー

研修の理ㄽ㸦「サービスマナーとは、あなたを大切に思っているという気持ちを状況・場㠃に応

じて㐺切に⾲現すること」㸧に基づき、教育の機会としての勉強会、啓発/実㊶の機会としての

サービスマナー向上㐌㛫を㏻してサービスの㉁の向上を目指す。 

  ②人権擁ㆤ意㆑の向上 

    待のⱆチェクリストを活用して不㐺切ケアを振り㏉ることで人権擁ㆤ意㆑を㧗める。また、

不㐺切ケアの発生傾向を把握し、職員㛫で共有するとともに改善策を検ウし、新たな実㊶につ

なげることでサービスの㉁の向上を図る。 
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   ③安全⾨生の向上 

    安全⾨生における施タ内のㄢ㢟ゎ決に向けた意㆑啓発を目的として、時々による緊急性の㧗

いㄢ㢟に即したテーマに基づく“安全⾨生㐌㛫”を定期的に㛤催する。勉強会では、リスクマ

ネジメントや危㝤予知技⾡について学び、事故予㜵のほ点からサービスの㉁の向上を図る。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 専㛛性の向上 

 ①キャリア段位ㄆ定者の㍮出 

  介ㆤのプロフェッショナルキャリア段位制度におけるㄆ定者を年度末までに 2名㍮出し、専

㛛的能力の底上げを図る。 

 ②各種勉強会の実施 

  定期的に勉強会を㛤催して互いに専㛛職としての専㛛性を㧗め合い、チームの向上を図る。 

 ③ICFに基づいたケアプランの作成と定着 

  利用者理ゎをより深める目的で作成したICFに基づくアセスメント様式を用いたケアプラン

作成を㐍めることで、施タ全体で参加と活動に着目した自立支援の実現を目指す。また、ア

セスメント様式の使い方のせ点をまとめたマニュアルを作成し、新人教育の㈨料として活用

できる体制を整える。 

 ④アクティブ福祉in東京‘20での発⾲ 

アクティブ福祉 in東京‘20に参加して実㊶報告を⾜いながら施タをアピールする。東京の

福祉の底上げと6年㐃続の⾲彰を目指し、個人及び組織の専㛛性の向上を図る。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 社会への㈉献 

  ①施タぢ学の積極的な受け入れ 

当施タは、東京㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タとして、また ICT の先㐍活用施タとして、

さらには効果的な組織マネジメントの実㊶施タとしての立場が期待されている。ぢ学の受け

入れ等、社会のせㄳには丁寧に対応し、使命と役割を果たしていく。 

②地域向け福祉介ㆤ教室の㛤催 

    施タの強みである福祉用具の活用を㏻じた㧗い専㛛性を活かし、地域に向けて知㆑や技⾡を

提供しながら介ㆤや施タの㨩力を発信する。 

㹃㸰 就業環境の向上 

①介ㆤロボットの活用 

   使用中の移乗介助ロボットとコミュニケーションロボットについて、㐠用ルールをまとめた

マニュアルを作成し、新人教育の㈨料として活用できる体制を整える。また、介ㆤロボット

メーカーと㐃携してヨ用の機会をタけ、知ぢを報告しながら㐺応を探り、継続的に導入の機

会を窺う。 

  ②ICTシステムの活用 

   ぢ守り支援ロボット、介ㆤ支援ソフト、インカムの活用について、実㊶を深掘りし、各々の

活用の㉁を㧗めるとともにマニュアルを作成し新人教育の㈨料として活用できる体制を整え

る。 
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㸱 事業ィ画 

(1)  㐠営管理 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加者等㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用者 職 員 

① 会㆟ ア 業務ㄪ整会㆟ 月1回 - 㛵係職員  

 イ 㺶㺛㺖㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢会㆟ 月1回 - 〃  

 ウ 感染対策会㆟ 月1回 - 〃  

 エ 相ㄯ員・㺗㺏㺭㺦会㆟ 月1回 - 〃  

 オ 介ㆤ係㺶㺎㺞㺼㺎会㆟ 月2回 - 〃  

 カ 介ㆤ職員会㆟ 月1回 - 〃  

 キ 看ㆤ職員会㆟ 月1回 - 〃  

 ク 排泄ケア会㆟ 月1回 - 〃  

 ケ リハビリ会㆟ 月1回 - 〃  

 コ 㣗事ケア会㆟  月1回 - 〃  

 サ ケース会㆟ 月5㹼6回 - 〃  

 シ 入所検ウ会㆟ 㝶時 - 〃  

 ス 給㣗業者定例会㆟ 㝸月1回 - 〃  

 セ 安全㺃⾨生推㐍WG 月1回 - 〃  

 ソ ICT推㐍WG 月1回 - 〃  

 タ ICF推㐍WG 月1回 - 〃  

 チ 口腔ケア推㐍WG 月1回 - 〃  

 ツ ロボット活用推㐍委員会 月2回 - 〃  

 テ ㌟体拘束禁止委員会 月1回 - 〃  

 ト 〟瘡対策員会 月1回 - 〃  

② 職員研修 ア 法人内教育 㝶時 - 㛵係職員 法人教育委員会 

 イ 外㒊研修 〃 - 〃  

③ 施タ内勉強会 ア 〟瘡予㜵 1回 - 全員  

 イ 感染予㜵 2回 - 〃  

 ウ 事故予㜵 2回 - 〃  

 エ 看取りケア 1回 - 〃  

 オ ICT 1回 - 〃  

 カ ICF 1回 - 〃  

 キ サービスマナー㸭権利擁ㆤ 1回 - 〃  

 ク ㌟体拘束の㐺正化 2回 - 〃  

 ケ 施タ内発⾲会 1回 - 〃  

④ 職員健康管理 ア 健康デ断 9月 - 全 員 Ⱚ病㝔健デセンター 

 イ 検尿・腰痛他 3月 - 介ㆤ職員  

 ウ 検便 毎月 - 全 員 東京㣗品技⾡研究所 

 エ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

オ ストレスチェック 

10㹼11月 

9月 

- 

- 

全 員 

全 員 

 

 

(2) 利用者サービス 
      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

対㇟者等㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

① 健康管理等 ア 定期健康デ断 年1回 全 員 嘱ク医 田代内科クリニック 

 イ 歯科往デ受入れ 月4回 対㇟者 看ㆤ師 医療法人社団㧗㍯会 

 ウ ⾑圧測定 㝶時 全 員 〃  

 エ 体㔜測定 毎月 〃 看ㆤ師・介ㆤ  

 オ 受デ服⸆等支援及び処置 㝶時 対㇟者 看ㆤ師  

      カ 検尿 1回/年 全 員 〃  

 キ 入浴 㐌2回 〃 介ㆤ職員  

 ク 口腔ケア 毎日 〃 〃 一㒊歯科⾨生士往デ 

 ケ 理美容 月4回 〃 〃 ゼ問業者 
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② 環境安全⾨生等 ア 害㥑㝖 年4回 - - 業務委ク 

 イ 床清掃 年4回 - 介ㆤ職員  〃 

 ウ 居室等清掃 毎日 - 〃 一㒊業務委ク 

 エ 寝具乾燥 年2回 - 〃 業務委ク 

 オ リネン交換 毎㐌他 - 〃  

 カ 安全4S点検 毎月 - 㛵係職員  

 キ  介ㆤ安全㐌㛫 年4回 - 全 員  

③ 給㣗㛵㐃 ア 栄㣴マネジメント 年4回 全 員 栄㣴士  

 イ 嗜好ㄪ査 年2回 〃 〃  

 ウ 残⳯ㄪ査 毎月 〃 〃  

 エ 㑅択㣗 月2回 〃 〃  

 オ ⾜事㣗 月1~2回 〃 〃  

 カ ㄪ理活動 年1回以上 希望者 㛵係職員  

④ 各種⾜事及び ア 端午の節句 5月 - 介ㆤ職員  

グループ活動 イ 七夕 7月 全 員 〃  

 ウ 盆㋀り大会 7月 〃 全 員 本㒊事業 

 エ 盆法せ 8月 希望者 㛵係職員 友愛ホームと合同 

 オ 敬老祝㈡の㞟い 9月 全 員 〃 全体⾜事 

 カ 秋の彼岸法せ 9月 希望者 〃 友愛ホームと合同 

 キ 合同㐠動会 11月 〃 〃 本㒊事業 

 ク 友愛ふれあい祭り 10月 全 員 全 員 本㒊事業 

 ケ 年忘れの㞟い 12月 〃 〃  

 コ 新年祝㈡会 1月 〃 〃 初ユ等全体⾜事 

 サ 節分 2月 〃 㛵係職員  

 シ ひな祭り 3月 - 介ㆤ職員  

 ス 春の彼岸法せ 3月 希望者 㛵係職員 友愛ホームと合同 

 セ おⰼぢ 3月 全 員 㛵係職員 ㏆㞄への外出ㄏ導 

 ソ バス外出 年1回 〃 㛵係職員 グループ別 

 タ 利用者懇ㄯ会 年2回 全員 〃  

 チ 利用者家族懇ㄯ会 年2回 - 〃  

 ツ おヰ会 月2回 希望者 〃  

 テ 㺪㺵㺺㺎㺏㺸㺻㺚㺼㺰㺻㺢 年2回 〃 〃  

 ト 㡢楽の会 月1回 〃 〃  

⑤ 健康増㐍 ア 機能カ練     

 ・歩⾜支援 

 

・㺚㺎㺡㺆㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・㺬㺽㺚㺼㺚㺌㺤㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・福祉用具活用支援 

月1回以上 

 

〃 

〃 

㝶時 

対㇟者 

 

〃 

〃 

全 員 

機能カ練指 

導 員 

〃 

〃 

〃 

 

 イ 㡢楽セラピー 月4回 対㇟者 㛵係職員 ボランティアㅮ師 

 ウ 㣗事摂取促㐍体操 㐺宜 全 員 機能カ練指 

導 員 

 

⑥ 地域との交流等 ア ボランティア㐃携 㝶時    

 ・洗濯物たたみ 月3回他 - 㛵係職員 日㉥砧分団・光寿会 

 ・清掃等 㝶時 - 〃  

 ・傾聴活動 月2回 - 〃  

 ・ボランティア懇ㄯ会 年1回 - 〃  

 ・各種⾜事支援 〃 - 〃  

 ・㺖㺼㺷㺎㺪㺽活動等支援 〃 - 〃  

 イ 職場等体㦂受入れ 㝶時 - 〃 中学校等 

 ウ 地域⾜事に参加 㐺時 - 〃  

⑦ 実習生等受入れ ア 介ㆤ福祉士 23日㛫 未 定 㛵係職員  

 イ 介ㆤ等体㦂 5日㛫 〃 〃 社会福祉協㆟会 

 ウ 国家公務員研修 5日㛫 〃 〃 人事㝔等 
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 エ 社会福祉士 23日㛫 〃 〃  

 オ 初任者研修 2日㛫 〃 〃  

 カ 東京㒔職員研修 2日㛫 〃 〃 東京㒔 
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㸷 砧デイサービスセンター 

㸦㏻所介ㆤ事業㸧 
㸯 前年度総括 

600万円のマイナス予算をィ上して臨んだ平成31年度であったが、利用率向上のためにここ数年

ぢ直してきた㞟客手法及び活動内容を実㊶した結果、「目標せ介ㆤ利用者数」38名/日に対し、令和

㸰年㸯月終了現在で平均38.5名/日と目標を㐩成できるぢ㎸みである。 

また、人件㈝や日常的な経㈝削減の意㆑や取り組みにより支出が前年度比で大幅に減少したこと

に加え、平成 27年度に発生した事故の⿵償が昨年度㏵中に終了し、⿵償に当たる支出が当初予算よ

り 240万円程度削減できたことにより、結果として、予算との比㍑で収支は大幅に改善できるぢ㎸

みである。 

また、全職員による収支改善への取り組みについて、事例研究発⾲研修において①「㉥字経営か

ら㯮字経営を目指す取り組みについて その㸦㸯㸧㹼休みたくないデイサービス Part2㹼」、②「㉥

字経営から㯮字経営を目指す取り組みについて その㸦㸰㸧㹼職員の意㆑改㠉㹼」と㸰㢟を発⾲し、

②の発⾲において「優秀㈹」を獲得することができた。 

本年度は更なる経営の安定化を図り、法人本㒊からの借入㔠について、ィ画的に㏉済を㐍めてい

く。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦1㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 利用率の維持向上 ㄪ整係 

平均利用者数㸸38.0名/日 

・ぢ学㺃体㦂利用者2名以上/月 

・新つ利用契約者1名以上/月 

・㐌㛫登㘓日数増2日以上/月 

㸰 支出の動向把握と借入㏉済 全係 
本㒊㈇担㈝用の把握 

本㒊借入㔠のィ画的な㏉済 

㹀 

品㉁ 

㸯 
地域のニーズに応じた事業展㛤 

ワークライフバランス 
全 係 

祝日営業の実施 

㓄㣗サービスの円滑な終了 

職員有休休暇取得㸳日以上 

㸰 老朽化タ備等の更新 
主 任 

検ウPT 
㏦㏄㌴両の拡充 

㸱 安全対策の継続強化 サービス係 インシデント分析による事故予㜵の徹底 

㸲 ボランティアとの㐃携 ㄪ整係 新つボランティアの定着1名以上 

㸳 サービス活動の充実 
サービス係 

機能カ練係 

新プログラムの確立1件以上 

SNSの発信と活用の拡充 

㹁 

人材 

育成 

㸯 サービスマナーと㉁の向上 主 任 
全職員外㒊研修1件参加 

内㒊研修12件以上 

㸰 キャリア段位制度の活用 サービス係 レベルㄆ定者1名以上 

 

(2) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 
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㸿㸯 利用率の維持向上 

「ぢ学㺃体㦂者数、新つ利用契約者数、現⾜利用者の㏣加登㘓日数」の目標値を毎月監どすると

ともに、各種イベントやプログラム等の充実を図り、年㛫を㏻して1日平均利用者数㸱㸶名の確

保を目指す。 

㸿㸰 支出の動向把握と借入㏉済 

前年度に続き、本㒊経㈝㈇担や法人タ備の修理修繕㈝は施タでは操作できない支出であるが、

収支差㢠の㯮字化に大きく影㡪するため、定期的に把握することでコスト意㆑を㧗める。また、

本㒊借入㔠についてィ画的に㏉済する。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域のニーズに応じた事業展㛤とワークライフバランス 

ゴールデンウィークと年末年始を㝖いた祝日を引き続き営業日とし、利用者を積極的に受け入

れて地域に㈉献していく。 

世田㇂区が実施してきた㓄㣗サービスだが、多数の民㛫事業者が参入したことに伴い、区とし

ての役割を終えたとの判断から令和㸰年度末をもって事業終了となる。これにより区から受クし

て当センターが⾜ってきた㓄㣗サービスも終了となるため、世田㇂区㧗㱋福祉ㄢや担当ケアマネ

ージャー等と㐃携し、㓄㣗サービスの利用者を円滑に次のサービスへ移⾜できるよう支援してい

く。 

祝日営業、利用者数増加に伴う業務拡大に対応し、子育て世代を中心とした職員のワークライ

フバランスを維持するため、職場にとっても取得する職員自㌟にとってもより効率的かつ㐺切な

有休取得方法を構築し、取得日数㸳日以上を実現する。 

㹀㸰 老朽化タ備等の更新 

   ㈨㔠㠃的な問㢟から砧デイ所有の既存㌴両については、必せに応じて法人内他施タに㌴両を借

用しながら㝈界まで使用予定である。しかし、㏦㏄㌴両の老朽化により地域へのイメージダウン

や故㞀等に伴う修理㢖度と修理㈝用の増加が予想され、㌴両の状況により事故リスクが㧗くなる

ことも懸念材料である。 

新年度は、㑅定基準が厳しい㌴両㉎入の助成申ㄳを継続しつつ、リース契約もど㔝に入れた㌴

両の入替えをィ画し、より安全で快㐺な㏦㏄を実施していく。 

㹀㸱 安全対策の継続強化 

構築した「㌿倒㺃㞳タリスクマネジメント」を更に強化し、ヒヤリハットからより有効な予㜵処

置を展㛤する。 

㹀㸲 ボランティアとの㐃携 

世田㇂施タの地域㐃携検ウ委員会と協働し、新つのボランティアを確保することで活動メニュ

ーを拡充するとともに、より一層地域に㛤かれた施タを目指す。 

㹀㸳 サービス活動の充実 

前年度に引き続き各種プログラムをぢ直し、自立支援を意㆑した取り組みを提供する。併せて、

ご利用者の特技を生かした活動の㑅択肢を充実させることで参加意欲の向上につなげる。 

また、前年度より㛤始した SNSで活動や⾜事の様子などを発信してきた。今後は、広告・宣伝

ツールとして、利用者・ご家族・㛵係事業所に幅広く広報し、利用者の更なる確保に寄与してい

く。災害時などには、㛵㐃機㛵や家族等との㐃絡手段としても活用を検ウしている。 

 

㹁 人材育成 
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㹁㸯 サービスマナーと㉁の向上 

地域に㑅ばれる施タを目指すためにも、サービスマナーを中心とした各職員の㉁の向上を目指

し、施タ内外の研修に参加する。年㛫を㏻して全職員がそれぞれ 1回以上外㒊研修に参加できる

ようィ画する。併せて、参加した研修内容を内㒊の伝㐩研修として㛤催、また、日常業務の状況

に㐺応した勉強会を㛤催することでスキルアップを目指す。 

 

㹁㸰 キャリア段位制度の活用 

介ㆤのプロフェッショナルを目指し能力の底上げを図るため、昨年度、ㄆ定まで至らなかった

キャリア段位制度におけるㄆ定者を年度末までに1名㍮出を目指す。 

 

㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

予定日㺃

回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用者 職 員 

(1)  㐠営管理      

① 会  ㆟ 

 

 

 

ア 職員会㆟ 

イ ケース会㆟ 

ウ 業務ㄪ整会㆟ 

エ サービス係会㆟ 

月1回 

㝶 時 

月㸯回 

〃 

― 

― 

― 

― 

全 員 

担 当 

㛵係職員 

〃 

 

 

 

 

② 職員研修 

 

 

ア 法人内研修 

イ 外㒊研修 

ウ 伝㐩研修等 

㝶 時 

〃 

月㸯回 

― 

 

 

〃 

対㇟職員 

〃 

 

 

 

③ 㜵災対策 ア 合同㜵災カ練 年1回 全 員 全 員  

④ 健康管理 

 

ア 定期健康デ断 

イ 検 便 

〃 

月㸯回 

 

― 

  

 

(2)利用者支援      

① 支援方㔪 ア ケース会㆟ 月㸯回 全 員 担 当  

② 健康管理 

 

 

③ 環境⾨生 

 

ア ⾑圧㺃体温㺃脈拍測定 

イ 健康指導 

 

ア 害㥑㝖 

イ 床清掃 

毎 回 

㝶 時 

 

年㸲回 

月㸲回 

全 員 

全 員 

 

全 員 

― 

〃 

〃 

 

業 者 

業 者 

 

④ 給㣗処㐝 ア 給㣗アンケートㄪ査 年㸰回    

⑤ 介ㆤ予㜵・日常生活支援総合事業 

⑥ 㓄㣗サービス 

⑦ 㧗㱋者住宅生活協力員業務 

⑧ 小中学校・保育園との総合学習授業受入れと交流等 

㏻年 

〃 

〃 

〃 

対㇟者 

登㘓者 

対㇟者 

全 員 

全 員 

ボランティア 

ㄪ整係 

全 員 

 

 



 60 

10 港区立㞀害保健福祉センター 

 

㸯 前年度総括 

港区から、本年度から令和11年度までの10年㛫にわたり、「㞀害保健福祉センター」及び「児童

発㐩支援センター」の指定管理事業者の指定を受けた。新たに㛤タされる「児童発㐩支援センター」

については、児童発㐩支援事業、放ㄢ後等デイサービス事業、保育所等ゼ問支援事業、居宅ゼ問型

児童発㐩支援事業、㞀害児相ㄯ支援事業等、こども療育パオが従来実施してきた事業を基本としつ

つ、事業の拡大を図り実施していく。 

そのため理学療法士、作業療法士、ゝㄒ聴ぬ士、心理士、支援員等を始めとした各種専㛛職を新

たに 30数名確保した。本年度は、利用児に対して安心安全な支援を第一の目標に置きながら、港区

民から信㢗される児童発㐩支援センターを目指して㐍めていく。 

㞀害保健福祉センターにおいては、レスパイト事業が短期入所事業という法内化の事業に変更す 

る。そのため法律に則っとり新たな業務内容㺃方法で実施していく。 

従来こども療育パオが事業を実施していたスペースを活用して放ㄢ後等デイサービス事業を本年

12 月から実施する。利用対㇟を㔜症心㌟㞀害児と医療的ケア児の 20 名としてスタートする新つ事

業であるため、前期は利用者の支援方法、職員の㓄置・シフト体制、職員確保等の事業㐠営方法に

ついての検ウを⾜う。 

みなとワークアクティでは、当センター1㝵でみなと㞀がい者福祉事業団が⾜っている「喫Ⲕた

んぽぽ」の営業を引き継ぎ、秋から㛤所するため、提供するメニューやㄪ理・提供を⾜う職員体制

等営業に係る検ウを⾜う。 

その他、新たな事業や、従来からの事業内容のぢ直しが⾜われるため、それら事業が円滑に㐍め

ることができるよう、港区と十分な㐃携を図りながら事業を㐍めていく。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

区分 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

㸯 
新たな指定管理期㛫に向けた取

り組み 
施タ㛗 

新たな指定管理を受け、円滑に事業

実施できるように準備を㐍める 

㸰 
新つ事業の医療的ケアに係る対

応 
施タ㛗 看ㆤ師等医療スタッフの研修等 

 

(㸰) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

 㸿㸯 新たな指定管理期㛫に向けた取り組み   

新たに指定管理者指定を受けた「㞀害保健福祉センター」を円滑に実施するためには、港区、

各施タ等㛫の㐃携がますます㔜せになってくる。そのため、各施タ職員が十分なコミュニケー

ションを図って、意思疎㏻を図っていく。 
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 㸿㸰 新事業の医療的ケアに係る対応   

放ㄢ後等デイサービス事業や工房アミ等において医療的ケア児・者の利用等が増加してくるこ

とが想定されるため、この分㔝の知㆑・技⾡を修得した職員の㣴成は喫緊のㄢ㢟であるので、医

療的ケアに係る研修・ぢ学等を積極的に㐍め、職員の㈨㉁の向上に努めていく。 

  

㸱 事業ィ画 

 

 

 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 
参加人員㸦ぢ㎸㸧 備  考 

(1) 㐠営管理 

① 会㆟ 

 

・センター施タ㛗会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

・㐠営管理㒊会㆟ 

・三者㐃絡協㆟会 

毎月 

毎月 

毎月 

㝶時 

㺜㺻㺞㺎㛗・各施タ㛗 

施タ㛗・主任・副主任 

施 タ 㛗 ・ 㐠 営 管 理 㒊 職 員 

 

毎月第2・4火曜日 

毎月第㸯月曜日 

毎月第4木曜日 

 

②センター内 

委員会 

 

・外㒊ⱞ情委員会 

・ⱞ情・待㜵止委員会 

・⾨生委員会 

・安全委員会 

・教育委員会 

・広報委員会 

・男女参画委員会 

・給㣗委員会 

・バス委員会 

年2回 

月2回 

毎月 

毎月 

奇数月 

年3回 

毎月 

月2回 

毎月 

㺜㺻㺞㺎㛗、施タ㛗、委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

外㒊委員㸱名 

 

 

㜵災カ練 月1回 

 

㺩㺋㺎ぷら㏻信 年3回 

 

 

 

③健康管理 

 

・定期健康デ断 

 

・インフルエンザ予㜵接種 

1回 

 

年㸯回 

全員 

 

全員       

胸㒊㹖線 心㟁図   

検尿体㔜  

⾑圧等測定⾑液検査 
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㸦㸯㸧㐠営管理㒊 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

１ 
法内事業増加に伴う業務効

率化 
担当者 ・ㄳ求ソフト導入と2名体制で対応 

２ 生活支援員業務の削減 担当者 ・年度末までに生活支援員業務の7割削減 

䠏 内㒊監査の実施 担当者 ・内㒊監査を9月に実施 

 

 (㸰) 㐠営管理 

  㸿 経営㈈務 

㸿㸯 法内事業増加に伴う業務効率化  

今年度は法内事業が増えㄳ求業務が増加することから、平成 30年度末に導入したㄳ求ソフ

トを 2名で㐠用できるよう体制を整える。また、役割を明確にして業務の効率化を図っていく。 

 

㸿㸰 生活支援員業務の削減 

法内事業増加に伴い増大する事務作業に対応するため、現在、地域活動支援センター生活支

援員として⾜なっている業務の約 7割を専任生活支援員に移ㆡし業務の㍍減を図る。 

 

㸿㸱 内㒊監査の実施 

仕様書どおりに事業が実施されているかの確ㄆを⾜うため、内㒊監査を年1回実施して、必

せに応じ業務等のぢ直しを⾜う。 
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㸦㸰㸧地域活動支援センター 

㸯 㔜点事㡯 

 (㸯) 方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 自立カ練㒊㛛の利用者増 
機能カ

練㒊㛛 

1日 10名登㘓 
年㛫5名新つ利用者獲得 

㸰 ィ画相ㄯの利用料収入の確保 
ィ画相

ㄯ㒊㛛 
モニタリング・プラン作成月平均70件 

㹀 
品㉁ 

1 

地域生活支援拠点の構築 地活 地域生活支援コーディネーター事業㛤始 

㞀害福祉の啓発活動 全員 

・㞀害者を支援する人のための研修㐠営年
8回 
・㧗次脳機能㞀害理ゎ促㐍事業㐠営 ㅮ演
1回・研修2回 

㸰 

 
自立カ練㒊㛛の広報活動 
 

機能カ

練㒊㛛 

・事業所ㄝ明会 年2回 
・広報紙への掲㍕ 年2回 
・相ㄯ支援事業所㐃絡会及び支所㐃絡会で
の事業ㄝ明 各年1回 

自立カ練㒊㛛のコンプライアンス強
化 

機能カ

練㒊㛛 

東京㒔の指導検査㡯目に基づき、自主点検
㸦年2回㸧 

㸱 ィ画相ㄯのサービスの拡大 
ィ画相

ㄯ㒊㛛 

土曜日㛤所 
9㸸00㹼18㸸00に時㛫変更 

㸲 
入浴㒊㛛の㢳客に喜ばれるサービス
の提供 

入浴 
㒊㛛 

・イベント湯の実施㸦年㸲回㸧 
・快㐺な空㛫の提供㸦年㸲回㸧 
・インフラの日常点検とィ画的な整備 

㹁 
人材
育成 

㸯 個人情報保ㆤの徹底 全員 ・個人情報保ㆤの研修実施 

㸰 待㜵止の徹底 全員 ・待㜵止の研修実施 

㸱 相ㄯ支援技⾡の向上 
地活 

㒊㛛 
・各種相ㄯ支援セミナー受ㅮ 

㸲 㞀害福祉サービス理ゎ 
機能カ

練㒊㛛 

・㞀害者総合支援法及びサービス管理を学

ぶ勉強会の実施。 

・サービス管理㈐任者研修の伝㐩研修 

・個別支援ィ画の立て方 勉強会 
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㞀害福祉サービス理ゎ 
機能カ

練㒊㛛 

・外㒊理学療法士によるスーパービジョン 

・⿵具及び福祉用具の㑅定に㛵わる研修

会への派㐵 

・技⾡研修への派㐵 

・㧗次脳機能㞀害に㛵する研修への派㐵 

・学校・施タ・㞀害福祉サービス事業所等

へのぢ学 

㸳 専㛛スキルの向上 
ィ画相

ㄯ㒊㛛 
・相ㄯ支援専㛛員の専㛛別研修受ㅮ 

㸴 安心・安全の提供 
入浴 

㒊㛛 

・個別支援提供のための研修実施 

・支援中を想定した㑊㞴カ練の実施 

 

 (㸰) 㐠営管理 

  㸿 経営㈈務 

  㸿㸯 自立カ練㒊㛛の利用者増 

今年度から、利用料は直接利用者から徴収する方法に変更される。それに伴い、自立カ練

㒊㛛では利用料増収を図るため、積極的な広報活動により、年㛫新つ 5名の利用者を獲得す

る。また、有期㝈である自立カ練を毎日利用してもらうことで、利用者増を目指し、1日 10

名登㘓を目標とする。 

 

  㸿㸰 ィ画相ㄯの利用料収入の確保 

利用料ㄳ求方法が変更となるため、モニタリング作成及びィ画作成のㄳ求は漏れの無いよ

う⾜なう。また、加算のせ件を充たしたものも確実にㄳ求する。 

 

  㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域生活支援拠点の構築・㞀害福祉の啓発活動 

港区では、今年度末までに地域生活支援拠点を構築するにあたり、センターは地域生活支

援コーディネーターとしての役割を担い、他事業所と㐃携して事業展㛤を⾜なうこととして

いる。 

   地域活動支援センターは、区より委クを受け㞀害者理ゎ啓発事業として、「㞀害者を支援

する人のための研修」及び「㧗次脳機能㞀害理ゎ促㐍事業」を㐠営する。 
 

㹀㸰 自立カ練㒊㛛の広報活動・自立カ練㒊㛛のコンプライアンス強化 

経営㈈務の目標値に、利用者増 1 日 10 名登㘓を掲げている。社会参加や活動参加を支援

するとき、㠀常に個別性の㧗い内容となる為、従来の来所による事業所ㄝ明会だけでなく、

希望する医療機㛵、施タで出張による事業所ㄝ明会を㛤催する。更に、最新の自立カ練紹介

映像の作成やパンフレットをぢ直し、事業内容を分かりやすくする。 

法内事業のため、コンプライアンス強化の為、東京㒔の指導検査㡯目に基づき、自主点検

を⾜なう㸦年 2 回㸧。業務のスリム化、効率化を図り、利用者支援を充実させ、利用者増を

目指す。 
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㹀㸱 ィ画相ㄯのサービスの拡大 

働く保ㆤ者の方が、ィ画相ㄯを⾜ないやすくするため、土曜日の㛤所と営業時㛫の変更に

より利便性向上を図る。 

 

㹀㸲 入浴㒊㛛の㢳客に喜ばれるサービスの提供 

今年度も意向ㄪ査の結果を㋃まえ、入浴本来の楽しさを肌で感じていただくため、快㐺な

空㛫㸦季節を感じる㣭、㹀㹅㹋、アロマ、環境㹂㹔㹂等㸧と「イベント湯」㸦日本と世界

の㢼呂文化を幅広く取り入れていく㸧を継続して実施する。また、利用者個々に合わせた支

援技⾡の確保とインフラのィ画的な整備、管理を⾜ない、「安心、安全」を提供する。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 個人情報保ㆤの徹底 

昨年度、㞀害保健福祉センターとして㸱件の個人情報流失事件が発生したことを受け、個

人情報を取り扱う㝿の注意点について、内㒊研修を繰り㏉し実施して全員に周知を図る。 

 

㹁㸰 待㜵止の徹底 

地域活動支援センターは㸲つの㒊㛛からなり、それぞれに待の形態等が異なるため、各

㒊㛛に即した待㜵止に向けた研修を全員に実施する。 

 

㹁㸱 相ㄯ支援技⾡の向上 

地域活動支援センターでは、㸱㞀害㸦㌟体・知的・精神㸧を含め様々な㞀害をお持ちの方々

の相ㄯに応えられるよう、研修会等に参加して職員のスキル向上を図る。 

 

㹁㸲 㞀害福祉サービス理ゎ 

社会参加や活動参加の支援は、個別性の㧗い内容となるため、コンプライアンスを強化し、

㉁の㧗いサービスを維持し、利用者を多く受け入れる為、個別支援のあり方を学び合う。ま

た、職員の専㛛性の向上の為、自立カ練、学㱋児機能カ練、専㛛相ㄯに係わる研修会へ、常

勤、㠀常勤にかかわらず派㐵する。さらに、広く支援のど点をもつためにも外㒊ㅮ師を招く。 

 

㹁㸳 専㛛スキルの向上 

ィ画相ㄯ㒊㛛では、昨年度から始まった専㛛別研修に今年度も参加し、相ㄯ支援スキルの

向上を図る。 

 

㹁㸴 安心・安全の提供 

入浴㒊㛛では、利用者個別の支援方法を介ㆤ支援員㛫で共有し、安全な入浴提供ができる

研修を実施する。入浴支援中の災害を想定した㑊㞴カ練を実施する。 
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㸰 事業ィ画 

     区分 
事㡯 

概     せ 
実施予定 
日・回数 

担当 備  考 

㸯 㐠営管理 

①会㆟ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外㒊㐃携会㆟】 

 

業務ㄪ整会㆟ 

地活センター会㆟ 

自立カ練担当者会㆟ 

待㜵止委員会 

入浴担当者会㆟ 

ケースカンファレンス 

個別支援ィ画会㆟ 

ィ画相ㄯㄪ整会㆟ 

利用会㆟㸦自立カ練㸧 

利用会㆟㸦区単独事業㸧 

機能カ練士会 

相ㄯ員㐃絡会㆟ 

看ㆤ師会㆟ 

 

相ㄯ支援事業者㐃絡会 

 

月㸯回 

第1月曜 

第4火曜 

月㸯回 

月㸯回 

月㸯回 

㝶時 

第4㔠曜 

第3㔠曜 

㝶時 

年2回 

毎月 

月1回 

月1回 

㝸月 

 

施タ㛗・役職者 

地活職員 

機能カ練㒊㛛 

各㒊㛛 

入浴㒊㛛 

係 

係 

ィ画相ㄯ㒊㛛 

機能カ練㒊㛛 

機能カ練㒊㛛 

PT・OT・ST 

相ㄯ員 

看ㆤ師 

 

ィ画相ㄯ㒊㛛 

 

 

 

 

 

 

 

利用者毎のィ画に基づく 

利用会㆟の機会 

 

 

前期・後期 

勉強会含む 

②職員研修 

 

学校ぢ学 

他施タぢ学 

外㒊研修 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

係 

全員 

全員 

 

③実習生受け入れ予定 ① 東洋大学 

② 東京福祉大学 

   

㸰 利用者支援 

相ㄯ業務 

 

一⯡相ㄯ 

専㛛相ㄯ 

専㛛医相ㄯ 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

 

 

 

 

精神神経科、整形外

科 眼科、内科、小児

神経科、耳㰯咽喉科、

歯科 
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㸦㸱㸧工房アミ㸦生活介ㆤ事業㸧 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 
経営 
㈈務 

㸯 
利用者状況変化への対応、事業所内移㌿

と移㌿後の安定㐠営 
全 員 利用者への影㡪を抑える 

㹀 
品㉁ 

㸯 
個別支援に焦点をあてた活動内容の

ぢ直し 
全 員 

㸿㹂㹊や㞀害特性、体力などによ
るクラス編成 
機能カ練の実施 

㸰 利用者の健康の増㐍と社会参加 全 員 㐠動・外出の機会前年度比増 

㹁 
人材 
育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 全 員 
所内研修実施、所外研修への参加 

スーパーヴィジョンの実施 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 利用状況の変化と対応、事業所内移㌿と移㌿後の安定㐠営 

工房アミには、令和㸰年㸱月に㛤所する「支援ホーム南㯞布」への入所予定者が㸰㸮人弱おり、

年度をまたぎ㡰次㏥所、入所する予定であることから、当㠃の㛫は、前年度のクラス体制を維持

しつつ、柔㌾に利用者の㏥所に対応していく。また、本年秋㡭のセンター㸰㝵への移㌿時に当た

っても、その前後の期㛫で利用者の混乱を最小㝈に抑える取り組みを⾜っていく。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 個別支援に焦点をあてた活動内容のぢ直し 

利用者の個別支援の強化に焦点をあて、個別支援ィ画の目標㐩成のために㸿㹂㹊や㞀害特性、

体力などにより新しくクラス編成を⾜う。また、秋にセンター㸰㝵へ移動することをぢ据え、令

和㸱年度に向けて各クラスで実施する活動内容やタイムテーブル、⾜事ィ画などをぢ直す。併せ

て、これまで地域活動支援センターのカ練㒊㛛で実施していた機能カ練を、工房アミの事業とし

て実施する。実施に当たっては、㞀害保健福祉センターに新たに㓄置される機能カ練士と㐃携し

ながら実施する。 

 

㹀㸰 利用者の健康の増㐍と社会参加 

生活介ㆤの目的である「自立の促㐍」「生活の改善」「㌟体機能の維持・向上」の実現を図るた

め、㐠動・外出の機会を増やして利用者の健康の増㐍と社会参加を支援する。 

 

 㹁 人材育成 

㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

施タ内研修や勉強会の実施などを㏻して⾜動㞀害や㔜度知的㞀害、㔜」する㌟体㞀害、疾病等

に㛵する理ゎを深め、サービスの㉁の向上を図る。また、指導者㸦スーパーヴァイザー㸧を招き、

専㛛的な助 㺃ゝ指導を受けることで職員の支援スキル向上を図るとともに、職員がしっかりと利用

者に対峙できるよう、事務作業のぢ直しなど業務改善を⾜う。 
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㸰 事業ィ画 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

  

 

職員会㆟ 

業務ㄪ整会㆟ 

ケース会㆟ 

ケース検ウ会㆟ 

摂㣗指導カンファレンス 

利用決定会㆟ 

 

月1回 

月1回 

年2回 

年2回 

年6回 

㝶 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 員 

担当者 

㺙㺩㺼管、担当者 

クラス職員 

担当者 

センター㛗、施タ

㛗、主任、看ㆤ師 

 

② 職員研修 ア 内㒊研修 

イ 法人研修㸦㝵層別等㸧 

ウ 外㒊研修 

エ 㺜㺻㺞㺎委員会主催研修 

 

年6回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

 

 

全員 

㛵係職員 

㛵係職員 

全員 

 

 

 

 

 

 

③ 健康管理 ア 定期健康検デ 

イ 生活習慣病検デ 

ウ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

エ 腸内細⳦検査 

オ ストレスチェック 

年1回 

年1回 

年1回 

毎 月 

年㸯回 

 

 

 

全 員 

指定者 

全 員 

全 員 

全 員 

8月㹼9月 

(2)利用者支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 健康管理 

 

 

 

 

ア 個別支援ィ画書作成 

イ 個別㠃接 

ウ 家族㐃絡会 

ア 定期健康検デ 

イ 歯科検デ 

ウ 嘱ク医検デ 

エ 専㛛医相ㄯ 

オ ヴァイタルチェック 

カ 体㔜測定 

 

年2回 

年2回 

年5回 

年1回 

年2回 

毎 月 

㝶 時 

毎 日 

毎 月 

 

全 員 

全 員 

保ㆤ者 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

㺙㺎㺩㺼㺛管理㈐任者 

㺙㺩㺼管、担当者 

施タ㛗・主任 

 

 

ぢ直しが必せな場合は、 

㝶時必せに応じ実施 

 

5月 

【専㛛医相ㄯ】 

整形外科、精神神経科、眼

科、耳㰯咽喉科、内科 

 

希望者のみ毎㐌実施 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

③ ⾜事・活動 

 

 

みなと区民まつり 

ヒューマンぷらざまつり 

㞀害者㐌㛫グ念事業式典 

 

宿泊カ練 

 

クラス外出 

ㄢ㢟別外出 

ミュージックセラピー 

プール 

ㄪ 理 

アート 

ⱁ ⾡ 

季節⾜事 

家族ぢ学会 

10月 

10月 

12月 

 

2回 

 

年2回 

年2回 

7回㸭年 

8回㸭年 

11回㸭月 

7回㸭年 

3回 

㝶 時 

2回㸭年 

全 員 

全 員 

全 員 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

全 員 

 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

クラス職員 

全 員 

クラス職員 

 

 

会場㒔合により不参加

の場合あり 

9月㸦2グループに分か

れて実施㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)㜵災対策 ア センター合同㜵災カ練 

イ センター㜵災カ練 

ウ 安全委員会 

エ 安全㸲S点検 

年1回 

毎 月 

毎 月 

毎 月 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

 

合同㜵災カ練を含む 

(4)その他 

①実習受入 

 

②ぢ学者受入 

③㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏受入 

④外㒊ホ価 

 

⑤環境整備 

 

ア 利用希望者、特別支援学校生 

イ 大学、専㛛学校等からの実習 

地域、学校、他施タ等 

地域㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏、港区社協他 

ア 東京㒔第三者ホ価 

イ ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 

ア 施タ内環境整備 

イ 床清掃 

ウ 布団乾燥・消毒 

エ 害㥑㝖 

 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝸 年 

9月 

毎 月 

年1回 

年1回 

㝶 時 

 

 

 

担当者 

担当者 

施タ㛗、主任 

施タ㛗、主任 

全 員 

全 員 

全 員 

業 者 

業 者 

業 者 

 

 

 

 

㺪㺽㺎㺷活動、各種⾜事等 

 

 

 

3月 

3月 



 70 

㸦㸲㸧みなとワークアクティ 

㸦就労継続支援B型事業所㸧 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 
1㝵㣧㣗店㸦喫Ⲕ等㸧の安定し

た経営 

施タ㛗 

職業指導員 

担当者 
売上目標50万円 

 㸰 生産活動の効率化とぢ直し 全職員 各事業のぢ直し 

㸱 㐠動プログラムの導入 全職員 休み時㛫を利用して実施 

㹁 

人材

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 全職員 
外㒊研修の参加 前年度比プラス 

事業所内㒊研修の実施 

㸰 
㹆㸿㹁㹁㹎導入に向けた準備

と対応 

職業指導員 

担当者 

研修等で最新の情報収㞟 

マニュアル作成と⾨生管理の徹底 

 

(㸰) 㐠営管理 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 1㝵㣧㣗店㸦喫Ⲕ等㸧の安定した経営 

今年度からセンター1 㝵㣧㣗店の経営を⾜うことになるが、㛤店が 4月からの改工事後とな

るため秋以㝆になるぢ㎸みである。㛤店までの準備期㛫中は、昨年度まで経営をしていた他法人

からの引継ぎや、区内喫Ⲕ店㸦就労系事業所㸧へのぢ学等を⾜い、一㐃の流れ㸦利用者の業務内

容、材料や消耗品の仕入れ、㣧㣗等の提供の仕方等㸧の整理をし、初年度は経営を㌶㐨に乗せる

ことを目標とする。改修後、備品も新ㄪされることもあり、地域の方がより利用しやすい、利用

者が働きやすい㣧㣗店を目指す。 

 

㹀㸰 生産活動の効率化とぢ直し 

㣧㣗店を実施するのに伴い、一㒊の利用者が接客や厨房に入ることで現状の事業が人手不㊊と

なり、〇Ⳬや受注事業など昨年と同様の生産㔞や受注㔞を確保することが困㞴になる時期が生じ

ることが予想される。 

㝈られた人数の中でも作業㏿度や品㉁を維持できるよう、作業を展㛤する流れを改めてぢ直し、

工程上での「ムリ、ムダ、ムラ」を可能な㝈り㝖く。また、手㛫をせす工程には機械を導入する

などして工㈤を維持できるようにする。 

 

㹀㸱 㐠動プログラムの導入 

   昨年度実施した意向ㄪ査の結果において、「㐠動をする機会を増やしてほしい」とのせ望が利用

者および家族より挙げられた。現在実施している毎朝の体操、月 2回のエアロビクスの他に、昼

休みの時㛫内に自由に参加できる体操や㐠動の機会をタける。 

 

 㹁 人材育成 

 㹁㸯 職員の㈨㉁向上 
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   昨年度は3名の新任職員が短期㛫で㏥職し定着しなかった。日常業務を工夫することで効率的

になり業務時㛫の短縮がぢ㎸めるものや、会㆟時㛫を一定の時㛫で終了させるなどし、働きやす

い職場環境に向けた業務改善を⾜う。また、職員個々の㈨㉁やスキル向上のため、外㒊研修等へ

の参加、継続的な事業所内㒊研修を㏻して全体的な力㔞向上を図る。 

 

㹁㸰 㹆㸿㹁㹁㹎導入に向けた準備と対応  

   国は、㣗品〇㐀をする事業者に対して㣗品⾨生管理の手続きを定めた国㝿基準「HACCP」㸦危害

せ因分析㔜せ管理点㸧の㑂守を制度化し、2021年6月には完全移⾜することを示している。〇Ⳬ

商品の〇㐀、1㝵㣧㣗店の㐠営を継続するにあたり、消㈝者への安全・安心な㣗品提供をしてい

くために研修等で最新の情報収㞟をし、必せとするマニュアル作成などHACCP導入のための体制

を整えていく必せがある。現在、保健所から営業チ可を受けている有効期㛫満了日㸦2026 年 5

月末㸧まで当ヱ営業を⾜うことはでき、猶予はあるものの準備は㐍めていく。 

 

㸰 事業ィ画 

区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(1) 㐠営管理 

① 会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域㐃携 

 

 

 

 

③職員研修 

 

 

 

④健康管理 

 

 

  

 

・業務ㄪ整会㆟ 

・職員会㆟ 

・ケース会㆟ 

・利用決定会㆟ 

 

・ミーティング 

・施タ㛗会㆟ 

・全施タ㛗会㆟ 

・各委員会 

・三者㐃絡協㆟会 

・就労支援ネットワーク会㆟ 

・共同受注会㆟ 

・東社協知的㒊会 

・セルプ協 

・内㒊研修 

・外㒊研修 

・法人内㒊研修 

・㺜㺻㺞㺎各委員会等 

・健康デ断 

・検便 

・予㜵接種 

 

 

毎月 

毎月 

㝶時 

〃 

 

毎日 

毎月 

毎月 

毎月 

年1回程度 

年3回程度 

毎月 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年2回程度 

㝶時 

年1回 

毎月 

年1回 

  

㛵係職員 

全職員 

〃 

施タ㛗 

・サビ管 

全員 

施タ㛗 

施タ㛗 

㛵係職員 

施タ㛗 

〃 

〃 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

 

 

全員 

〃 

全員 

 

毎月第1水曜日 

毎月第4水曜日 

モニタリング・個別支援ィ画作成 

区・センター㛗・統括 

 

始業時㺃利用者㝆所後 

毎月第2・4火曜日 

毎月第3木曜日 

センター委員会 

区・法人㺃各団体代⾲ 

 

 

 

 

 

 

㺜㺻㺞㺎教育委員会主催 

委員会 

8月㹼9月 

 

12月インフルエンザ 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

(2)利用者支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 保ㆤ者と 

の㐃携 

 

③ ニーズ把握 

 

④ 生産活動支援 

 

⑤ 就労支援 

⑥ 生活支援 

 

⑦ 健康管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ⾜事 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利用相ㄯ 

 

 

・個別支援ィ画の策定/ホ価/

修正 

・個人㠃ㄯ 

・保ㆤ者㐃絡会 

 

・給㣗ヨ㣗会 

・利用者懇ㄯ会 

・利用者意向ㄪ査 

・各生産活動種目 

・ホ定会㆟ 

・インターンシップ 

・ㄪ理実習 

・レクリエーション活動 

・健康デ断 

・歯科検デ 

・体㔜・⾑圧測定 

・内科検デ 

 

・眼科検デ 

 

・耳㰯科検デ 

 

・検便 

・新年度㛤始式 

・自治活動 

・バス外出 

・宿泊カ練 

・区民まつり 

・㺩㺋㺎㺭㺻ぷらざまつり 

・㞀害者㐌㛫グ念事業式典 

・忘年会(自治活動再掲) 

・新年会・成人を祝う会 

・実習生受入 

・利用希望者 

 

㏻年 

 

㝶時 

年6回 

 

年1回 

年1回 

年1回 

毎日 

年2回 

募㞟時 

年6回 

月2回 

年1回 

年2回 

毎月 

年1回 

 

年1回 

 

年2回 

 

毎月 

年1回 

年6回 

年3回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

㝶時 

㝶時 

 

 

 

全員 

 

 

〃 

〃 

〃 

全員 

〃 

希望者 

全員 

〃 

全員 

全員 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

対㇟者 

全員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

サビ管 

・担当職員 

〃 

施タ㛗 

㺃主任 

全員 

〃 

〃 

全員 

〃 

㛵係職員 

〃 

全員 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

全員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

サビ管 

〃 

 

定期3㺃9月㺃他㝶時 

 

定期3月・他㝶時 

4㺃6㺃9㺃11㺃1㺃3月 

 

11月 

1月 

10月 

受注㺃〇Ⳬ㺃公園清掃・㈍売 

工㈤ホ定時4㺃10月 

港区 

グループ毎 

エアロビクス 

5月 

6㺃12月 

毎月第3㔠曜日 

毎月第2火曜日 

グループ別 

毎月第1水曜日 

グループ別 

毎月第4木曜日 

グループ別 

〇Ⳬ作業・喫Ⲕ従事者 

4月 

4㺃6㺃8㺃12㺃1㺃3月 

5㺃11㺃2月 

7月または9月 

10月 

〃 

12月 

〃 

1月 

特別支援学校等 

港区民 

(3)その他 

① 環境⾨生 

 

 

・日常清掃 

・大掃㝖 

 

毎日 

年1回 

 

全員 

〃 

 

全員 

〃 

 

始業時 

12月 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

 

 

 

 

 

② ボランティア 

③ 学生実習 

 

④ 㜵災 

 

⑤ 広報ㄅ 

⑥ その他 

・床清掃 

・カーペット清掃 

・布団クリーニング 

 

・害生息点検 

・ボランティア受入 

・介ㆤ等体㦂受入 

 

・㑊㞴カ練 

・安全点検 

・「みなとニュース」発⾜ 

・第三者ホ価受審 

年1回 

年1回 

年1回 

 

年1回 

㝶時 

〃 

 

毎月 

毎月 

年6回 

㝸年 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

委ク業者 

〃 

〃 

 

〃 

担当 

サビ管 

 

全員 

〃 

担当 

〃 

3月 

3月、更⾰室 

3月・相ㄯ室 

・レクリエーション室 

3月 

企業㺃学生㺃一⯡ 

大学㺃短大 

㺃専㛛学校等 

安全委員会 

安全㸲S点検 

奇数月 

区の指示による 
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㸦㸳㸧短期入所事業等 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営

㈈務 

㸯 新つ事業の定着 全職員 必せな業務プロセスの標準化 

㸰 利用実績 全職員 短期入所の利用実績1500件 

㹀 

品㉁ 

㸯 安全・安心な支援提供 
主 任 

全職員 

① 施タ内会㆟毎月実施 

② 施タ情報毎月発信㸦施タ内掲示板㸧 

③ 季節ごとの㣭・対応振り㏉り毎月実施 

㸰 㢳客ニーズの把握と反映 
主 任 

全職員 

利用者意向ㄪ査 

① 企画・ミニイベントの実施 

② 余暇時㛫への対応実施 

③ 満㊊度㸵㸮㸣以上を維持 

㹁 

人材

育成 

㸯 職員の㈨㉁向上 
主 任 

全職員 

職員全員が研修か他施タ勉強会に参加 

施タ内勉強会前期1回後期1回実施 

 

㸦㸰㸧㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 新つ事業の定着 

  昨年度末にレスパイト事業が終了し、本年4月 1日から短期入所と日中一時支援事業を㛤始す

る。事業移⾜に伴い、特に短期入所事業は総合支援法に対応した新たな業務プロセスを構築して

いく必せがある。体制整備の他、現状の業務プロセスで変更やㄪ整が必せなものを明確にして標

準化を⾜う。 

 

 㸿㸰 利用実績 

   地域㈨源としての使命を果たすため、より多くの受入せㄳや緊急度の㧗い受入せㄳに応えられ

るように事業を㐠営していく。また、新つ事業のため、当ヱ事業が広くㄆ知されるための活動を

積極的に⾜う。 

 

 㹀 品㉁ 

 㹀㸯 安全・安心な支援提供 

安全にご利用いただくために、内㒊コミュニケーションの充実・積極的な情報発信・明るい㞺

囲気づくりを継続する。 

 

㹀㸰 㢳客ニーズの把握と反映 

昨年度利用者意向ㄪ査の結果、余暇時㛫や外出などのせ望があった。昨年度㛤始した企画・ミ

ニイベントへの取り組みを継続すると共に、㛗時㛫滞在している利用者を対㇟に楽しく快く㐣ご

していただける取り組みを検ウする。また、事業移⾜に伴いご本人・ご家族の不安が㍍減するよ

うに㐺時丁寧なㄝ明やご案内を⾜う。 
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 㹁 人材育成 

 㹁㸯 職員の㈨㉁向上 

   研修情報をしっかり共有し、積極的に外㒊研修や他施タ勉強会に参加できるようにする。また、

施タ内でも勉強会を㛤催し、㈨㉁向上に努める。 

 

㸰 事業ィ画 

 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職員 

(1) 㐠営管理 

① 会 ㆟ 

 

 

・職員会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

月1回 

〃 

 

 

 

 

全 員 

〃 

 

 

② 健康管理 ・定期健康検デ 

・生活習慣病検デ 

・㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接種 

・腸内細⳦検査 

年2回 

年1回 

年1回 

毎 月 

 全 員 

指定者 

全 員 

全 員 

 

③ 職員研修 ・内㒊研修 

 各種勉強会 

・外㒊研修 

 区主催・施タぢ学等 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 全員  

 

(2)利用者支援 

・環境整備 

 

 

・床清掃 

・害㥑㝖 

・緊急呼出システム点検 

・㓄水管清掃 

・布団乾燥・消毒 

 

年1回 

㝶 時 

月1回 

年1回 

年1回 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊業者対応 

〃 

㜵災センターによる 

外㒊業者対応 

〃 

(3)㜵災対策 ・センター合同㜵災カ練 

・センター㜵災カ練 

・安全委員会 

・安全・㸲S点検 

年1回 

毎 月 

 

毎 月 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

 

合同㜵災カ練を含む 

(4)その他 ・ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 年1回  全 員  
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 11 港区立児童発㐩支援センター 

 

児童発㐩支援センターの事業㛤始に当たっては、昨年10月に準備室を立ち上げて、職員採用や新

つ事業の事業内容、備品、タ備㛵係等の準備を㐍めてきた。また、同一建物内にある特別㣴ㆤ老人

ホームと㞀害者入所施タを㐠営する社会福祉法人健ㄔ会と、施タの管理・利用方法、㜵災、災害ィ

画などについてのヰし合いも⾜ってきた。今年度は新つ事業や拡大した事業が㛤始されるので、地

域住民や地域の㛵係機㛵との㛵係を構築する。また新つ採用職員も多いこともあり利用児や家族、

職員にとっても安全安心で、専㛛性の㧗い事業者になることを目指して指定管理 10年をスタートす

る。       

 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧  

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目 標 値 

㸿 

㈈務

経営 

㸯 法内へのスムーズな移⾜ 全職員 㐠営管理㒊と各事業担当者との㐃携 

㹀 

品㉁ 

㸯 各事業の手㡰書作成 全職員 
受付から㛤始までの手㡰書、支援で必

せな書式作成 

㸰 施タ内のタ備環境整備 全職員 居室、廊下、園庭等の環境整備 

㸱 安全管理・危機管理 全職員 

緊急時の対応・㠀常災害・㜵犯対策・

待㜵止の取り組み・人権侵害㜵止

㸦㌟体拘束㸧 

㸲 㛵係機㛵との㐃携 全職員 

地域住民や㏆㞄の施タ、学校、保育園、

幼稚園との㛵係づくり、パンフレット

の㓄布、療育ぢ学会・研修会の㛤催 

㸳 ⾨生・健康管理 全職員 
感染症などの拡大㜵止・緊急時対応 

各医療機㛵との㐃携 

㹁 

人材

育成 

㸯 専㛛機㛵としての職員の㈨㉁向上 全職員 
ィ画的な人材育成・専㛛的知㆑と 

支援技⾡ 新人教育 

 

 (㸰) 㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 法内へのスムーズな移⾜ 

これまでに引き続き、法内へのㄳ求業務㸪支援に向けて円滑な事業㐠営を⾜っていく。 

法内化に係る報㓘と児童発㐩支援ガイドライン等について新人職員に対して勉強会を実施し、

円滑に業務が㐍められるようにする。㐠営管理㒊と各事業担当者とのㄳ求事務㐃携方法や手㡰書を

作成し、ㄳ求を確実に⾜っていく。 
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㹀 品㉁ 

㹀㸯 各事業の手㡰書作成 

新事業の㛤始にあたり 利用児の受け入れに対する手㡰書を全事業において作成をする。また

その事業に必せな書式を作成する。 

 

㹀㸰 施タ内のタ備環境整備 

新施タの㛤所のため、玄㛵から全教室の利用方法や、各種タ備の所在等について全員に周知し、

安全安心して療育に専念できるようルールなどを決める。また、こども㐩やその保ㆤ者の方が楽

しく、安心していただけるような㞺囲気づくり、情報を発信できるよう掲示板のタ置など環境の

整備に努める。 

 

㹀㸱 安全管理・危機管理 

南㯞布の新施タへの移㌿で、㞀害保健福祉センターから独立するため緊急時の対応・㠀常災害・

㜵犯対策等のぢ直しが必せである。いずれも上フロアの健ㄔ会と体制整備を図り、緊急時に備え

ておく。また、月に1回程度、児童発㐩支援センター内で㜵災等のカ練を⾜い、職員㛫で緊急時

の対応について把握するよう努めていく。㜵犯に㛵しては、㏆㞄の㆙察署に協力を仰ぎ、対策を

ㅮじ、カ練も⾜う。 

 

㹀㸲 㛵係機㛵との㐃携 

事業内容を地域住民や病㝔、保育園、幼稚園、学校等の㛵係機㛵に周知するために、児童発㐩

支援センター事業が分やすくグ㍕された、カラーのパンフレットを作成し㓄布する等を⾜い、地

域の区民とのつながりも大切にする。今後、様々な問い合わせや、ぢ学者が多くぢ㎸まれるため、

丁寧なㄝ明ができるようにし、療育ぢ学会や研修会などを引き続き企画していく。 

 

㹀㸳 ⾨生・健康管理 

施タ内において、嘔吐・下痢が流⾜する季節の前には全職員に㐺切な嘔吐物処理の研修を実施

する。その他、㢼㑧・インフルエンザ等の感染症予㜵として、玄㛵や事務所・トイレ内などに手

指消毒液をタ置し、感染予㜵に努める。 

事故・怪我・病状悪化時は看ㆤ師が対応し、常に緊急時に備えた体制をとる。緊急時は必せに

応じて施タ㛗・主任等と相ㄯし救急せㄳを⾜う。 

また、平成 21 年度から勤務していた嘱ク医が㏥職し、今年度から新しい嘱ク医となる。これ

までも病㝔紹介の希望のあった利用児に対しては嘱ク医デ察にて相ㄯに応じていたが、児童発㐩

支援センターとなったため、今後さらに医療㐃携が必せとなる可能性が㧗い。今後も必せ時は嘱

ク医から㛵係医療機㛵へ患者紹介及び紹介を受けてデ察後に支援を㛤始するなど各医療機㛵と

㐃携を⾜う。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 専㛛機㛵としての職員の㈨㉁向上 

   移㌿に伴い、新つ事業の立ち上げ及び㏻園事業拡大となる。今後職員数は 48名から 77名に増

加予定である。新入職員オリエンテーションをより円滑に㐍められるように、事前オリエンテー

ション等を⾜い、引き続き㈨㉁向上を目指し、新人教育に力を入れていく。 
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㸦㸯㸧㐠営管理㒊 

㸯 㔜点事㡯 
(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

１ 委ク業者への内㒊監査 担当者 内㒊監査を11月に実施 

２ (福)健ㄔ会との㐃携 担当者 2名体制での実施 

 

(㸰) 㐠営管理 

 㸿 経営㈈務 

㸿㸯 委ク事業者への内㒊監査 

今年度より委クする給㣗業務とバス㐠⾜業務について、仕様書どおり業務が㐙⾜されているか

内㒊監査を実施する。 

 

㸿㸰 健ㄔ会との㐃携 

安定した児童発㐩支援センターの㐠営のため、同一建物内にある特別㣴ㆤ老人ホームと生活介

ㆤ事業所の㐠営法人である社会福祉法人健ㄔ会との定期的な会合をタけ、建物管理や㜵災㛵㐃な

どの情報を共有する。 

 

 

㸦㸰㸧児童発㐩支援事業・居宅ゼ問型児童発㐩支援事業 

 

㸯 㔜点事㡯 

ア㸬 児童発㐩支援㸦日々㏻園・併用㏻園・発㐩㞀害児・㔜症心㌟㞀害児支援㸧 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担化当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 体制づくり 担当 ㏻園クラス編成の変更 

㸰 ㏻園職員の人材育成 担当 
ィ画的な人材育成・専㛛的知㆑と 

支援技⾡ 新人教育㸦OJT㸧 内㒊研修会 

㸱 
意向ㄪ査及び事業所自己ホ価

の実施 
担当 意向ㄪ査及び自己ホ価の実施と㞟ィ結果の公㛤 

㸲 ⾨生・健康管理 担当 
感染症拡大㜵止・緊急時の対応と日常の健康管理 

各医療機㛵との㐃携 

㸳 発㐩㞀害児グループ 担当 継続的なグループ療育の実施 

㸴 㣗育の充実 栄㣴士 保ㆤ者に向けた㣗育の情報発信 

㸵 委ク業者との㐃携 担当者 バス㐠⾜、給㣗提供、清掃業者 
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㸶 ㏻園児の個別指導について 担当 
・クラスとの㐃携 

・保ㆤ者支援 

   

(㸰) 㐠営管理                      

㹀 品㉁ 

㹀㸯 体制づくり 

日々㏻園クラスにいちごぐみ及びくりぐみを新たにタ置して、クラス数が 4クラスから 6クラ 

スに増加となり、それに伴って総数 45名定員から65名に拡大となる。 

療育時㛫に㛵しても、これまでは 14時㝆園であったが 30分伸び 14時30分までとなるため、

より療育の充実を図っていきたい。 

また、保育園に在籍してパオに㏻園する利用児を、それぞれの所属園へバス㏦㏄することとな 

る。地域の保育園で小㞟団療育が必せな利用児の受け入れの幅が広がることとなる。 

安全㠃が担保できる体制を基盤とし、その中で職員それぞれの専㛛性を十分に発揮できる体制 

整備を⾜っていく。 

 

㹀㸰 ㏻園職員の人材育成 

㏻園事業共㏻の研修㡯目に㛵しては、クラス単位ではなく㏻園リーダー会主体のもと全体実施

していく。より確実に研修実施していくとともに、中堅職員以上の業務㈇担㍍減を図る。 

 また、これまで全職員合同で実施していた内㒊研修を㝵層別に実施していく。初任者㸦1㹼3 年

目㸧と中堅職員以上㸦4年目以上㸧に分け、より必せ性に応じたィ画をもとに実施し、有効性を㧗

める。さらに、その成果は、研修で習得したぢ㆑の実㊶展㛤を最終目標としてクラス担当職員が

確ㄆする。 
 

㹀㸱 意向ㄪ査及び事業所自己ホ価の実施 

   児童発㐩支援事業に義務付けられている「保ㆤ者のホ価及び事業所自己ホ価」を所定の書式に

沿って実施する。然るべき時期㸦秋㡭㸧に㓄布、回収を⾜い㐺切な方法で㞟ィ結果を情報公㛤し

ていく。 

 

㹀㸲 ⾨生・健康管理 

施タ内での感染拡大㜵止のため、㏻園児の中で流⾜性の感染症が出た場合は、全保ㆤ者へ一斉

メールを㏦信し、感染予㜵に努める。また嘔吐・下痢が流⾜する季節の前には全職員に㐺切な嘔

吐物処理の研修を実施する。その他、㢼㑧・インフルエンザ等の感染症予㜵として、玄㛵や事務

所・トイレ内などに手指消毒液をタ置し、感染予㜵に努める。 

   看ㆤ師は日㡭より㏻園児の既往歴・健康状態を把握し対応する。事故・怪我・病状悪化時は看

ㆤ師が対応し、常に緊急時に備えた体制をとる。緊急時は必せに応じて施タ㛗・主任等と相ㄯし

救急せㄳを⾜う。 

   必せ時は嘱ク医から㛵係医療機㛵へ患者紹介を⾜うケースがあるため各医療機㛵と㐃携をとっ

ていく。 

   特に、㔜症心㌟㞀害児に㛵しては医療的ケアが多くあり、健康㠃の㓄慮はより必せであるため

看ㆤ師はクラスに常㥔し、医療的ケア児の対応に当たる。 
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㹀㸳 発㐩㞀害児グループ 

従来の㞟団㐺応をㄢ㢟とした就園児グループを引き継ぐとともに、対㇟を広げ、グループの数

を増やすことで、さらに支援の㑅択肢を充実させていく。受給者ドの取得も必せになるため、円

滑な実施ができるよう保ㆤ者への手続きの周知等を徹底していく。 

 

㹀㸴 㣗育の充実 

利用児が様々な㣗べ物や献立に興味、㛵心が持てるよう⾜事㣗や季節を感じる献立を取り入れ

るなど充実した給㣗づくりに努める。 

保ㆤ者を対㇟に年㸲回程度㣗育だよりを発⾜し、利用児の給㣗の様子や簡単な栄㣴、㣗育情報

を伝えていく。 

 

㹀㸵 委ク業者との㐃携 

   業務委ク先である宮園バスに、引き続いて港区立児童発㐩支援センターでも㐠⾜ㄪ整や㏻園児

の出欠等の㐃絡等を相互に確ㄆしながら㐠⾜していけるように㐃携していく。 

   給㣗業者であるメフォスは新つ事業者であるため、栄㣴士との㐃携を構築し安全安心な給㣗提

供ができるように努める。 

   清掃業務に㛵しては、引き続きみなと㞀がい者福祉事業団に委クする。業務内容を明確にし、

職員と㐃携し新しい施タの⾨生保持に努める。 

 

㹀㸶 ㏻園児の個別指導について  

  これまでどおり、「個別の時㛫」として、クラスと㐃携を図りつつ実施する。日常生活の基礎と

なる、㐠動・ㄆ知コミュニケーションの力を育てるべく、クラスでのㄢ㢟を取り出して実施し、

個別指導で発揮できている事をクラスに㑏元していく。個別指導でのㄢ㢟と㏻園での活動のつな

がりや意義を個別指導の中で、保ㆤ者に伝えていく。 

 

イ㸬居宅ゼ問型児童発㐩支援事業 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 
在宅の㞀害児に対する発㐩支援の機会確

保 
担当 継続的なサービスの提供 

㸰 
ゼ問支援から㏻所支援への社会生活移⾜

を推㐍 
担当 㔜症心㌟㞀害児クラスへの移⾜ 

㸦㸰) 㐠営管理  

㹀 品㉁ 

㹀㸯 在宅の㞀害児に対する発㐩支援の機会確保 

外出することが㞴しい㔜症心㌟㞀害児に対して、居宅をゼ問し、㞀害特性や発㐩段㝵に応じた 

児の成㛗を促すため個別支援を⾜う。 

 

㹀㸰 ゼ問支援から㏻所支援への社会生活移⾜を推㐍 

   将来的に㞀害児㏻所支援の㞟団生活に移⾜していくために必せな情報提供や地域の㛵係機㛵と



 81 

緊密な㐃携を図る。利用児および保ㆤ者の十分なㄝ明のうえ、同意を得るよう努めていく。 

 

 

㸦㸱㸧放ㄢ後等デイサービス事業 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 
学㱋期支援のための新しいアセスメント

ツールの導入 

㛵係

職員 

各種ホ価、検査方法の㉎入、内㒊研修・外

㒊研修への参加 

㸰 実績の積とニーズの把握 
㛵係

職員 

・保ㆤ者㠃接、他機㛵と㐃携しニーズを把

握。 

・学校のニーズ把握と情報発信 

・ケースカンファレンスの定期的な実施 

 

(㸰) 㐠営管理  

㹀 品㉁ 

㹀㸯 学㱋期支援のための新しいアセスメントツールの導入 

これまでのこども療育パオでは、学㱋期に対して余暇活動の提供を目的とした学㱋児グループを⾜

ってきた。今年度⾜う放ㄢ後デイサービスでは、所属㞟団においてさまざまな理由によりつまずきの

ある学㱋児に対し、つまずきの背景にある発㐩の特性を保ㆤ者と共有し特性に合わせた支援を⾜って

いく。そのために学㱋期に㐺したアセスメントツールを導入し、外㒊研修や内㒊研修で習得した内容

を、職員が㐺切にアセスメントを実施できるようにしていく。    

  

㹀㸰 実績の積とニーズの把握 

これまでも相ㄯ、個別・グループ支援で利用児の保ㆤ者や㛵係機㛵と㐃携し環境㠃も含めたニーズ

の把握に努めてきた。これまでの経㦂や、㛵係性を築いてきた機㛵と㐃携しながら対㇟児のニーズを

把握していく。また今後は新たに学校との㐃携も必せなため、学校公㛤などの機会を積極的に活用し

て学校側のニーズを知るとともに、放ㄢ後デイサービスについて情報を発信していく。また利用児に

ついて㟁ヰや㠃接などを㏻じて必せな情報を収㞟し、個別支援ィ画を㛵係機㛵と共有していく。支援

に当たっては定期的にケースカンファレンスを実施し、嘱ク医の意ぢを反映した支援ィ画を立てて㐺

宜ぢ直していく。 
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㸦㸲㸧保育所等ゼ問支援事業 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 新事業の周知 㛵係職員 
パンフレットの作成、㓄布、㛵係者会㆟等におけ

るㄝ明等を㏻じ、新事業を円滑に㛤始 

㸰 実績の積とニーズの把握 㛵係職員 

・新事業に㛵する基本的知㆑や、事例のぢ立て、

手立てに㛵する基本的ど点の獲得、手㡰の確立 

・実㊶の積を㏻し、㐺切にニーズを把握 

 

(㸰) 㐠営管理  

㹀 品㉁  

㹀㸯 新事業の周知 

  新事業の内容や手㡰などを分かりやすくコンパクトにグ㍕したパンフレットを作成し、円滑な利

用㛤始を目指す。また、㛵係機㛵へのパンフレット㓄布とあわせ、幼稚園、保育園、学校㛵係者が

㞟う会㆟等での丁寧なㄝ明を㏻じ、㛵係機㛵への理ゎを求めるとともに㐃携を図る。 

  

㹀㸰 実績の積とニーズの把握 

  実㊶を積み㔜ねながら、支援の具体的内容を所内で共有する。定期的な報告会を㏻じ、事例のぢ

立てや手立てに㛵する基本的ど点の共有を目指しつつ、ぱおとしての新事業の基本的な支援につい

ての手㡰の確立を図る。 

  具体的な支援内容を共有していくなかで、保ㆤ者や利用児、ゼ問先のニーズの把握に努め、より

効果的な支援につなげていく。 

 

㸦㸳㸧相ㄯ支援事業㸦㞀害児相ㄯ支援・ィ画相ㄯ支援㸧 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧  

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 地域との㐃携 㛵係職員 

・地域の社会㈨源の把握 

・㛵係機㛵との㛵係づくり 

・アウトリーチによるニーズの把握 

㸰 相ㄯ支援専㛛員のスキルアップ 㛵係職員 
・事例検ウ会の実施 

・研修等による専㛛的知㆑の向上 

 

 



 83 

(㸰) 㐠営管理  

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域との㐃携 

  児童発㐩支援センターとして新たに㞀害児相ㄯ支援を㛤始するにあたり、港区内における社会㈨

源の把握及び㛵係機㛵との㐃携強化のために積極的に地域へのアウトリーチを⾜う。 

 

㹀㸰 相ㄯ支援専㛛員のスキルアップ 

  港区相ㄯ支援事業者㐃絡会に参加し、㞀害児相ㄯの事例報告を⾜う。医療的ケア児コーディネー

ター㣴成研修等に積極的に参加し、相ㄯ支援専㛛員の専㛛性の向上を図る。 

 

㸦㸴㸧総合相ㄯ事業 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧  

方㔪 
施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 ぶ子グループの拡充 㛵係職員 
ぶ子㏻園事業の引継ぎ 

ぶ子グループの増タ 

㸰 個別支援の継続及び拡充 㛵係職員 

個別支援の円滑な移⾜ 

乳児期から学㱋期までの継続した支援

体制の構築 

 

(㸰) 㐠営管理  

㹀 品㉁  

㹀㸯 ぶ子グループの拡充 

  これまで㏻園事業の中で実施していたぶ子㏻園クラスを、総合相ㄯ事業のぶ子グループとして円

滑に引き継ぐ。㏆年待機児が増え、必せとする利用者に㐺切な支援が⾜き渡っていない現状を㋃ま

え、グループを増タする。併せて、これまで発㐩支援センターで支援を⾜っていた、知的な㐜れが

ない㸰歳児、および発㐩㞀害傾向がぢられる㸮㹼㸯歳児のグループを新たにタけ、継続的に支援す

る。 

 

 㹀㸰 個別支援の継続及び拡充 

   これまでこども療育パオで⾜ってきた個別支援㸦指導・相ㄯ㸧を継続し、利用者が安心して児 

童発㐩支援センターの利用に臨めるよう案内する。 

児童発㐩支援事業や保育所等ゼ問支援事業、放ㄢ後等デイサービスなど各事業のハブとして機 

能し、年㱋や相ㄯ内容に伴い、利用する事業が移⾜する㝿の円滑な移⾜の場として機能するこ 

とを目指す。また、これまで主に発㐩支援センターが担っていた乳幼児健デ後のフォローや、 

学㱋期の相ㄯ支援を充実させ、より幅広い利用者が、乳児期から㸯㸶歳まで継続的に相ㄯでき 

るよう支援する。 
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㸰 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

①会㆟ 

ア㸬施タ内会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ㸬㛵係機㛵会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務ㄪ整会㆟ 

職員会㆟ 

リーダー会 

個別担当者会㆟ 

朝のミーティング 

帰りのミーティング 

ケース会 

インテーク報告 

嘱ク医カンファレンス 

利用決定会㆟ 

港区㔜症心㌟㞀害児㏻所事業利用判定会㆟ 

就学支援委員会 

元㯞布保育内容協㆟会 

港区幼稚園特別支援協㆟会 

地域療育㐃絡会 

児童施タ分科会知的発㐩㒊会㸦東社協㸧 

㒔内㔜心㏻所㐃絡会 

全国児童発㐩支援協㆟会 

自立支援協㆟会 

せ保ㆤ児童対策地域㐃絡協㆟会実務者会㆟  

ケースカンファレンス 

㟷山特別支援学校協㆟会・ホ価委員会 

東京㒔社会福祉競技会 

自立支援協㆟会幹事会 

東京㒔社会福祉協㆟会知的発㐩㒊会 

 

 

月1回 

〃 

〃 

〃 

毎日 

〃 

㐌1回 

〃 

月1回 

月1回 

年 2㹼 4 回 

年6回 

㝶時 

年㸯回 

年3回 

年3回 

年2回 

年㸯回 

年 回 

年2回 

㝶時 

年3回 

年4回 

年3回 

年3回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㛵係職員 

全員 

㛵係職員 

〃 

全員 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

センター㛗 

センター㛗 

㛵係職員 

㛵係職員 

㛵係職員 

センター㛗 

㛵係職員 

主任 

㛵係職員 

センター㛗 

センター㛗 

センター㛗 

主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘱ク医 

嘱ク医 

 

②職員研修 

ア㸬外㒊研修 

 

他施タ・学校・学級等ぢ学 

㔜症心㌟㞀害児の対応 

発㐩支援協会 

全国児童発㐩支援協㆟会 

学校ㄝ明会 

㔜症心㌟㞀害児を守る会 

全国発㐩支援協㆟会 

その他 学㱋児㛵係 

 

㝶時 

㝶時 

〃 

〃 

〃 

年1回 

㝶時 

〃 

 

  

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

センター㛗 

㛵係職員 

〃 
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      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

イ㸬内㒊研修 

 

 

 

  

新人研修㸦法人研修㸧 

新人研修 

新人フォローアップ研修㸦法人研修㸧 

リーダーシップ研修㸦法人研修㸧 

待 個人情報 等㸦センター㸧 

発㐩支援 

発㐩支援研修の伝㐩ㅮ習 

水療育実技ㅮ習 

個別支援ィ画の立て方 

4月 

4月㹼 

10月 

6月 

年1回 

月㸯回 

㝶時 

年3回 

年1回 

 未受ㅮ者 

〃 

㛵係職員 

㛵係職員 

全員 

〃 

全員 

㛵係職員 

〃 

 

ウ㸬スーパーバイズ 

 

 

療育勉強会 

理学療法士㸦勉強会含む㸧 

ゝㄒ聴ぬ士㸦摂㣗指導含む㸧 

心理士 

年1㹼2回 

年6回 

年10回 

年4回 

 

 

 

 

全員 

㛵係職員 

〃 

〃 

 

③安全管理 施タ全体での㜵災カ練 

ぱお㜵災・㜵犯・㠀㞴カ練 

引き取りカ練 

安全4S点検 

日常点検 

医療機器点検 

㐟具消毒 

緊急時メール㏦信システム管理 

月1回 

〃 

年2回 

月1回 

〃 

毎日 

㝶時 

〃 

 全員 

〃 

㛵係職員 

全員 

〃 

看ㆤ師 

全員 

㛵係職員 

 

④⾨生管理 ⾨生害㥑㝖 

給㣗放射能検査 

布団乾燥・消毒 

カーテンクリーニング 

床清掃 

年1回 

〃 

〃 

〃 

〃 

  業者委ク 

〃 

〃 

〃 

〃 

⑤職員健康管理 定期健康検デ 

インフルエンザ予㜵接種 

検便 

年1回 

〃 

月1回 

 全員 

〃 

㛵係職員 

 

㸦㸰㸧利用者支援 

①児童発㐩支援事業 

ア㸬支援プログラム 

 

 

日々㏻所 

併用㏻所 

㔜症心㌟㞀害児 

個別支援ィ画作成 

個別支援ィ画㠃接 

個別㠃接 

家庭ゼ問 

 

 

㐌5日 

〃 

〃 

年2回 

年3回 

㝶時 

㝶時 

 

 

3㹼5歳

児 

対㇟児 

全員 

〃 

〃 

〃 

 

 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 
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      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備考 

利用児 職 員 

 ミュージックセラピー 

水療育 

延㛗事業 

個別の時㛫 

年31回 

年16回 

毎日 

月1㹼4回 

全員 

対㇟児 

〃 

〃 

㛵係職員

〃 

〃 

〃 

 

 

 

会㆟日等㝖外 

イ㸬 健康管理 

 

 

 

 

 

ウ、㔜症心㌟㞀害児

における医療的ケア 

ィ測 

小児科デ㸦指定日・日々㸧 

小児科デ㸦㔜心㸧 

歯科デ 

小児神経デ㸦ケースデ㸧 

尿検査 

バイタルチェック 

月1回 

年2回 

㐌1回 

年2回 

年1㹼2回 

年1回 

毎日 

全員 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

3歳以上 

対㇟児 

看ㆤ師 

嘱ク医 

〃 

歯科医 

嘱ク医 

看ㆤ師 

看ㆤ師 

 

エ㸬施タ⾜事 はじめの会 

 

療育参加日 

〃 

保ㆤ者参加日 

㐠動会 

㐲㊊ 

交流保育 

 

 

クリスマス会 

修了式・おわかれ会 

次年度オリエンテーション 

4月 6日 

 

9㹼10月 

2㹼3月 

9月 3日 

11月 8日 

10月 2日 

9月㹼11月 

㸦その内 

㸯人2日㸧 

12月 18日 

3月 12日 

3月末 

3歳児以上 

全員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

②発㐩㞀害児 個別支援ィ画書作成 

保ㆤ者㠃接 

年3回 

㝶時 

対㇟児 

〃 

㛵係職員 

〃 

 

③総合相ㄯ 

㸦個別指導・グルー

指導㸧 

ア㸬ホ価 

 

 

 

 

 

イ㸬指導内容 

 

インテーク 

理学療法士ホ価 

作業療法士ホ価 

ゝㄒ聴ぬ士ホ価 

心理士ホ価㸦発㐩検査含む㸧 

まとめ㠃接 

嘱ク医デ察 

個別指導 

個別支援ィ画書作成 

保ㆤ者㠃接 

幼稚園・保育園等ゼ問 

㐌3日 

㝶時 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

月1㹼2回 

㝶時 

〃 

〃 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

SW・心理士 

PT 

OT 

ST 

心理士 

㛵係職員 

嘱ク医 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 
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区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 備考 

利用児 職 員 

 2歳児待機グループ 火㹼㔠 

月3㹼5回程度 

対㇟児 㛵係職員  

④放ㄢ後デイサービ

ス 

 月㹼土 

月1㹼4回程度 

対㇟児 㛵係職員  

⑤保育所等ゼ問支援  

 

㝶時 対㇟児 㛵係職員  

⑥保ㆤ者支援 

 

 

 

保ㆤ者勉強会 

就園勉強会 

就学勉強会 

こっこの会 

ひまわりの会 

0・1歳児グループ㸦そらまめの

会㸧 

歯科⾨生ㅮ習会 

㣗育・摂㣗指導 

6月 27日 

年1回 

年4回 

年4回 

年5回 

月1回程度 

 

年1回 

月1回 

全員 

対㇟児 

〃 

〃 

〃 

〃 

   

  〃 

〃 

㛵係職員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

看ㆤ師 

㛵係職員 

 

⑦その他 療育ぢ学会 

実習生受入れ㸦学生・㛵係機㛵

の職員㸧 

パオぢ学者受入れ 

年2回 

㝶時 

〃 

〃 

 㛵係職員 

㛵係職員 

〃 

〃 

㛵係機㛵対㇟ 
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第㸱 公 益 事 業 施 タ 

㸯 砧地域包括支援センター 

 㸦砧あんしんすこやかセンター㸧 

 

㸯 前年度総括 

 4月に職員1名を増員し、常勤 8名体制になった。 

 区の地域包括支援センターホ価点検が㛤始された。6月に自己ホ価点検⾲を提出し、11月にヒアリ

ングㄪ査を受けた。12月には結果の㏻知があり、得点率は 73㸣㸦平均71㸣㸧であった。 

 特殊ブ欺⿕害急増の危機的な状況を㚷み、あんしんすこやかセンターにおける自動㏻ヰ㘓㡢機無料

㈚出し事業が㛤始された。繰り㏉し⿕害に㐼った方もあり、8 月には成城㆙察署に医療・介ㆤ㛵係者

向けの特殊ブ欺⿕害予㜵のㅮヰをお㢪いした。 

 地域ケア会㆟については、介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上を目的とした会㆟㸿を 3 事例、  

支援の困㞴な事例等の検ウを⾜う会㆟㹀を3事例㛤催した。会㆟㹀から抽出された地域ㄢ㢟をリスト

アップし、業務ㄪ整会㆟で㐍捗状況を確ㄆする仕組みができた。 

 地域の機㛵㛫㐃携にも積極的に取り組み、新たに商店⾤との㐃携を㛤始した。 

 地区㐃携医が6月に交代となり、砧地域医療と福祉㐃携懇ㄯ会や在宅医療ミニㅮ座などを実施した。 

 広報紙を創刊し、今後は年 2回発⾜していくことになった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㹀 

品㉁ 

㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 担当職員 会㆟㸿、会㆟㹀を各㸱回㛤催する。 

㸰 
抽出された地域ㄢ㢟に対す

る取り組み 
担当職員 

地区版地域ケア会㆟などで抽出された地域ㄢ㢟への対応を

実施し、ホ価する。 

㸱 
機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体

への参画 
担当職員 各会㆟体で、他機㛵と㐃携して地域ㄢ㢟に対応する。 

㸲 
在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍の 

取り組み 
担当職員 

①在宅療㣴相ㄯ窓口における相ㄯ対応 

②地区㐃携医事業の企画と実施 

③多職種による医療と介ㆤ・福祉の㐃携推㐍を目的とした

会㆟などの㛤催 

㸳 包括的なぢ守り体制の構築 担当職員 

①対㇟を㧗㱋者に㝈定せず子どもなども含めたぢ守りにつ

いてヰし合う場をタける。 

②オートロックマンションに住む㧗㱋者のぢ守りのあり方

を検ウするため、管理人室へのゼ問や㞟中的な実態把握

を⾜う。 

③商店⾤とぢ守りについてヰし合う場をタける。 

㹁 

人材 

育成 

㸯 
多様な相ㄯや地域ㄢ㢟に 

対応できる人材の育成 
全職員 㸯人㸱回以上の外㒊研修参加 
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㸦㸰㸧㐠営管理 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 

  世田㇂区の目指す地域包括ケアシステムの構築に向けて、介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上

を目的とした会㆟㸿を3事例、支援の困㞴な事例等の検ウを⾜う会㆟㹀を3事例㛤催する。 

㹀㸰 抽出された地域ㄢ㢟に対する取り組み 

  地区版地域ケア会㆟などで抽出されたㄢ㢟について、㛵係機㛵と㐃携して取り組み、年度末に  

ホ価を⾜う。 

㹀㸱 機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体への参画 

地域版地域ケア会㆟・三者㐃携会㆟・きぬた地区社会福祉協㆟会・砧エリア自立支援協㆟会など

の機㛵㛫㐃携や地域づくりに㛵する会㆟体へ参画し、他機㛵と㐃携して地域ㄢ㢟に対応する。 

㹀㸲 在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍の取り組み 

  医療と介ㆤの両方を必せとする状態の㧗㱋者に、包括的かつ継続的な在宅医療・介ㆤを提供でき

る地域づくりのために、以下の取り組みを⾜う。 

  ①在宅療㣴相ㄯ窓口における相ㄯ対応 

   在宅医療・介ㆤ㐃携推㐍担当者を中心に、区民や事業者等からの医療・介ㆤ相ㄯに応じる。 

  ②地区㐃携医事業の企画と実施 

   地区㐃携医と協働し、多職種㐃携推㐍を目的とした会㆟や対応困㞴な事例の検ウなどを⾜う。 

  ③多職種による医療と介ㆤ・福祉の㐃携推㐍を目的とした会㆟などの㛤催 

   医師・歯科医師・⸆剤師などの医療職、ケアマネジャーなどの介ㆤ・福祉職などの㐃携推㐍を

目的とした会㆟を、他機㛵と㐃携して㛤催する。 

㹀㸳 包括的なぢ守り体制の構築 

  ①対㇟者の世代を問わないぢ守り体制の構築 

   これまでは㧗㱋者のみのぢ守り体制の構築を目指してきたが、㧗㱋者以外でも子どもや㞀害者

などぢ守りの必せ性が㧗い人たちがいること、またそれをぢ守るのは同じ地域住民であること

から、㐃携して㐍めていくこととする。その第1歩として、児童㤋など㧗㱋㡿域以外の㛵係者

を交えてぢ守りについてヰし合う場をタける。 

  ②オートロックマンションに住む㧗㱋者のぢ守りのあり方の検ウ 

   ㏆年地区内にオートロックマンションが次々に建てられているが、ぢ守りの目が届きにくく、

職員がゼ問しても応答がないことが多い。管理人室へのゼ問や㞟中的な実態把握ゼ問を⾜い、

オートロックマンションに住む㧗㱋者のぢ守りのあり方や孤立予㜵策を検ウする。 

  ③商店⾤との㐃携 

   祖師㇂地区と砧地区に拡がる㸱商店⾤振興組合㸦総称㸸ウルトラマン商店⾤㸧と㐃携し、ぢ守

り体制を構築する。祖師㇂地区と合同で実施する。 

㹁 人材育成 

㹁㸯 多様な相ㄯや地域ㄢ㢟に対応できる人材の育成 

  多様化、」㞧化した相ㄯに対応し、また地域づくりに取り組むことができる人材を目指し、職員

㸯人につき㸱回以上外㒊研修に参加する。研修結果は全職員が共有できるようにする。 
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㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  考 

利用者 職 員 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ① 会  ㆟ 

 

 

② 職員研修 

 

③ 健康管理 

 

ア 職員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

ウ ミーティング 

ア 外㒊研修 

イ 内㒊研修 

ア 健康デ断 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

毎 日 

1人 3回 

㝶 時 

年1回 

  

全職員

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

全職員 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧支援業務 

① 包括的支援 

事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 指定介ㆤ予㜵

支援事業 

 

ア 介ㆤ予㜵ケアマネジメント業務 

  ・ケアマネジメント㸿 

  ・ケアマネジメント㹀 

  ・ケアマネジメント㹁 

イ 総合相ㄯ支援業務 

  ・実態把握 

  ・㣗のアセスメント 

ウ 権利擁ㆤ業務    

  ・特殊ブ欺対策用児童㏻ヰ㘓㡢

機導入支援 

エ 包括的継続的ケアマネジメント

業務 

オ 一⯡介ㆤ予㜵事業 

  ・いきいきㅮ座 

  ・はつらつ介ㆤ予㜵ㅮ座 

カ ㄆ知症ケアの推㐍 

  ・ㄆ知症サポーター㣴成ㅮ座 

  ・ㄆ知症㧗㱋者の家族の会 

  ・ㄆ知症初期㞟中支援㺟㺎㺯事業 

  ・地区型もの忘れ㺟㺈㺍㺖相ㄯ会 

キ あんしんぢ守り事業 

ク 住宅改修相ㄯ業務 

ケ 福祉用具㉎入・㈚与相ㄯ業務 

コ 介ㆤ保㝤制度に㛵する相ㄯ・ 

申ㄳ受付及び区保健福祉サービ

スの申ㄳ受付業務 

サ 㞀害者、子育て家庭、生活困窮

者等に係る相ㄯ支援業務 

シ 災害対応 

ス 会㆟㛤催業務 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㸿㸧 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㹀㸧 

  ・その他 

セ 区等が㛤催する会㆟等の出席 

 

ア 介ㆤ予㜵支援 

 

㏻ 年 

月125件 

年12件 

年2件 

㏻ 年 

年1100件 

年8件 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

㏻年 

年3回 

年21回 

㏻ 年 

年3回 

月1回 

年5名 

年1回 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

3事例 

3事例 

㝶 時 

㏻ 年 

 

月95件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40名以上 

 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

全職員 

 

全職員 

 

全職員 

担当者 

担当者 

全職員 

担当者 

担当者 

担当者 

担当者

全職員 

全職員

全職員 

全職員 

 

 

全職員 

 

全職員 

 

全職員

全職員 

全職員

全職員 

 

全職員 

 

 

※委ク分

を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※委ク分

を含む 
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㸰 第 一 作 業 所㸦友 愛 書 房㸧 

㸦㌟体㞀害者福祉法第22条の売店㸧 

 

㸯㸬前年度総括 
 
㸦㸯㸧外㒊省庁の注文は国土交㏻省㛵係が多いが、労働㛵係も増加している。今後はこれらの㓄㏦コ

ストとぢ積、ㄳ求等に時㛫をせしているので、効率よく処理する工夫を検ウする。 
 

㸦㸰㸧㢳客の管理は職員各自が振り分けて⾜ってきたが、専㛛分㔝の書籍についてもㄡでも注文が出

来る様になってきた。 
 

㸦㸱㸧店⯒売上を図るため、アピールと工夫に取り組んできたが、期待㏻りには成果が出せなかった。

相変わらず外㒊の㢳客等はセキュリティのため庁⯋内へ入り㞴く、店⯒内で本を立ちㄞみしてい

る人は少ない状況である。 
 

㸰㸬本年度㔜点事㡯 

 

 㸦㸯㸧新つ㢳客の把握とその売上率などの再点検を確ㄆし、売上につなげる。 

 

 㸦㸰㸧今年度に新つ入庁してくる各ㄢの㢳客を確保するにあたり、宣伝等の工夫を考え店⯒売上

につなげる。 

 

㸦㸱㸧出版社等を再度分㔝別に整理し、ヲ細に出版月なども整理把握するとともに、 

書籍の売れ筋の情報を入手し売上につなげる。 

 

㸱㸬売上目標㢠  

平成 31年度 売上予定㢠 70,000,000円 

令和 12年度 売上目標㢠 72,000,000円 
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㸱 砧 介 ㆤ 保 㝤 サ ― ビ ス 

㸦居宅介ㆤ支援事業㸧 

 

㸯 前年度総括 

令和元年度は、地区の事例検ウ会、内㒊・外㒊研修、地域活動等へ積極的に参加し、他事業所の

介ㆤ支援専㛛員やサービス提供事業所、㞀害㛵係支援事業所、医療㛵係者と㐃携を強化することが

できた。また、事業所内では、勉強会、研修報告、ケース検ウ会による情報共有を積極的に⾜い、

職員個々のマネジメントスキル向上へとつなげることができた。なお、これまで特定事業加算取得

を目指していたが、前年度に職員の入㏥職があり㓄置増が困㞴であったこと、新人職員の職務習得、

事業㐠営の安定を目指すことを最優先としぢ合わせることとした。 

  

㸰 㔜点事㡯 

（1）方㔪管理書㸦ィ画・目標㸧 

方㔪 

㹌㹭 

施策 

㹌㹭 
㔜 点 施 策 担 当 目標値 

㸿 

経営 

㈈務 

1 事業㐠営の維持 全 員 

・収益の安定 

・㐠営基準減算、特定事業所㞟中減算の管理 

・委クによる介ㆤ保㝤ㄆ定ㄪ査の実施 

㹀 

品㉁ 
1 Ⰻ㉁な支援の維持 全 員 

・各サービス提供事業所との㐃携 

・地域包括支援センターとの㐃携 

・医療㛵係者との㐃携 

・定期的な会㆟の㛤催 

㹁 

人材

育成 

1 職員教育・研修 全 員 ・研修ィ画の策定並びに参加 

 

㸦2㸧㐠営管理 

㸿 経営㈈務 

㸿㸯 事業㐠営の維持 

安定した収益を目指すため、ケアマネジャー1人あたり 39件の契約件数を維持することを

目指す。また、減算等が発生しないようにするため業務ㄪ整会㆟や定期的な会㆟等で㐍捗状況

や㐠営状況等を確ㄆしていく。居宅介ㆤ支援㈝以外の収入として介ㆤ保㝤ㄆ定ㄪ査の委クを受

け収益の確保を目指していく。契約利用者数を以下のとおり予定する。 

 

 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 Ⰻ㉁な支援の維持 

     各サービス提供事業所、地域包括支援センター、医療㛵係者との㐃携を強化していくこと

を目指し、相互で情報共有や各種相ㄯができる㛵係づくりを⾜うことで、㉁のⰋい支援を利

用者や家族に提供できるようにしていく。また、事業所内㒊では、外㒊との㐃携によって知

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

件数 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 
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りえた情報を定期的に会㆟等で報告共有し職員の㉁の向上を目指す。 

     保㝤者、地域包括支援センター及び医療㛵係者から困㞴事例の相ㄯがあった㝿には、積極

的に受け入れ㏿やかに対応し、地域に㈉献できる事業所を目指す。 

 

㹁 人材育成 

㹁㸯 職員教育・研修 

     㧗㱋者の増加に伴い、困㞴事例や保㝤者・医療等の㐃携が必せなケースも増えてくるこ

とが想定される。現在、事業所内には、主任ケアマネジャーが 2名在籍しており、ケアマネ

ジャーのエキスパートとして地域活動や地域のケアマネジャーの育成、スーパーバイザーと

して活動をしていが、更なるスキルの向上が必せである。 

     令和元年度の利用者アンケート結果では、概ね満㊊度の㧗い結果が得られたが、その中で

も制度ㄝ明や応対技⾡において改善の余地がみられた。ニーズを理ゎし利用者や家族の思い

に応えるためにも、コミュニケーションスキルの向上や、支援を提案する㝿に根拠となる内

容を明確に伝える技⾡を、研修等を㏻して㧗めていく。 

 

㸱 事業ィ画 

      区分 

事㡯 
概     せ 実施予定 備  考 

㸦㸯㸧㐠営管理 

 ① 会  ㆟ 

 

② 職員研修 

 ③ 健康管理 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 定期会㆟ 

 外㒊研修 

 健康デ断 

 

毎 月 

毎 㐌 

㝶 時 

年1回 

 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

職員㛫の情報共有 

 

㸦㸰㸧利用者サービス 

① 居宅介ㆤ支援業務 

 

 

 

 

② ㄆ定ㄪ査 

③ アンケートㄪ査 

 

ア 居宅サービスィ画の作成 

イ 㠃接 

ウ モニタリング 

エ  サービス担当者会㆟・事業者照会 

 

せ介ㆤㄆ定ㄪ査 

利用者を対㇟としたアンケートの実施 

 

㏻ 年 

毎 月 

毎 月 

㝶 時 

 

㏻ 年 

年㸯回 

 

 

 

 

 

 

 


